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魚心あれば水心




「――カフェのディレクション、ですか？」

　月曜日の朝。

　出勤と同時に社長に呼び出された私は、朝から眠気も吹き飛ぶ提案を言い渡された。

「カジタビルの一階に、カフェを併設することになってね。それで、梶かじ田た社長から、ぜひうちにそのカフェのディレクションを頼みたいって話が来てさ」

「や、やります！　それ、私やりたいです!!」

　思わず挙手をしながら声を上げれば、社長は「言うと思ったよ」と呆れたような笑みを零こぼす。

「まぁ、日くさ下か部べくんもよくやってくれてるし、それなりに場数も踏んできた。それらを総合的に考えても、今回の仕事には日下部くんが適任かと僕も思う」

　優しく緩められた目に浮かぶのは、信頼。

　そんな社長の様子と言葉に、私は思わず心の中でガッツポーズをしてしまった。

「カフェのオープンは半年後だ。つまり、それまでにすべてを間に合わせないといけないから、スケジュール的には結構ギリギリかもしれないけど……大丈夫？」

「大丈夫もなにも、やります、やらせてください」

「そう。じゃあ、この話は日下部くんに任せるよ。もちろん通常業務もあるだろうし、そのあたりはデザインチームで話し合って無理のないように」

「はい！　ありがとうございます！」

　元気よく頭を下げれば、「頑張って」という社長の激励がつむじに落ちた。

　月曜日から、幸さい先さきのいいスタートだ。

　社長から手渡された資料を両手で握りしめて回れ右をすれば、ふわり、風になびくスカート。ヒールを響かせデスクに向かう途中、ダメだとわかっていても、私はつい緩む頬をこらえきれなかった。




「お前、朝からニヤけすぎ」

「――！」

　そうして、浮かれる心を連れながら自分のデスクにたどり着くと、不意に隣の席から低く甘い声を投げられて、反射的に視線は声のしたほうへと引き寄せられた。

「しかも、社長の話聞きながら、心の中でガッツポーズしたろ？」

　そこには今日も相変わらずの……私の上司。

　視線は自身のＰＣに向けたままのくせに、私の行動はすべてお見通しだというふうに話す不ふ破わさんがいて、思わず眉間に皺しわが寄った。

「……おはようございます、不破さん。いつの間に出勤してたんですか」

「ついさっきだよ。お前が、心の中でガッツポーズする、ちょい前」

「……ガッツポーズなんてしてません、私を一体いくつだと？」

「そうだなぁ、俺の記憶が確かなら、俺の三つ下だったか。外見はよく整ってるのに、仕事ばっかで男っ気もないし、本人の頭の中も仕事だらけな二十八歳おひとり様デザイナー」

「……余計なお世話ですけど」

「そのおひとり様デザイナーは、自分好みの仕事を任されて、ただ今、子供みたいに浮足立ってる真っ最中」

「…………」

「だろ？　日下部蘭らんちゃん？」

　そこまで言って、ようやく視線をこちらへ向けた不破さんは、頬杖をつきながら私を見て口角を上げた。

　――不破大たい河が。

　いわゆる、ツーブロックマッシュにセットされた緩くパーマのかかった黒髪と、そこから覗く茶色がかった綺麗な瞳。俯き気味に伸びた長い睫毛に、スッと通った鼻筋と、軽薄そうにも見える薄い唇は、嫌味なくらいそれぞれのパーツとバランスが取れていた。今みたいに笑うと、ほんの少しだけ覗く八重歯も、狙ってやっているとしか思えない。

　長い脚はデスクの下でいつも窮きゅう屈くつそうに組まれ、立てば百八十センチはあろう身長と、趣味のサーフィンのお陰で引きしまった身体は彼のスタイルのよさを際立たせていた。

　堅苦しすぎず、かといって緩すぎないカジュアルスーツスタイルも、この人にかかればまるでファッション誌の一ページ。いつも纏まとっている煙草の苦い香りさえも、色気を魅せる要因へと変わるのだから不思議だ。

「お前のことなら、なんでもお見通しだよ」

　……本当に、なにからなにまでこの人は。ムカツクくらい、外見は文句のつけようのないほど、――極上の、イイ男。

　……極上の、イイ男？　それはあくまで外見上の話で、中身はいい年して人をからかうことに全力を注ぐ、至極イジワルなヒトなんだけど。

「なんでもお見通しとか……まるで、私の彼氏になったみたいなこと言わないでください」

　ダメだと思ってはいても、ついムキになって言葉を投げてしまった。そんな私を見て、不破さんは意味深に口角を上げると、小さく首をかしげる。

「お前、俺が彼氏じゃ不満なわけ？」

　何度聞いても、艶のある声。その仕草と、色気たっぷりに細められた目に、不本意にも耳が熱くなった。

「……なっ」

　ホントに、ズルイ。こうやって自分の容姿とか声とか、武器になるものを全部使って攻めてくるんだ。

「……っ、セクハラです!!」

　思わず声を張り上げれば、不破さんはこらえかねたように吹き出した。

　今の私の顔が、どんな色になっているのか考えるだけでも嫌になる。きっと怒りと羞しゅう恥ちで真っ赤だろう。そして、それもすべて、イジワルな彼の思う壺つぼなのだ。

「まぁ、月曜の朝から仕事熱心で、ホント見習いたいよ、お前のこと」

　たっぷりと私のことを笑い終えると、不破さんはパキパキと指を鳴らして背もたれに身体を預け、息を吐いた。先週はハードな案件が重なっていたから、週明けの今日も疲れが抜けきっていないのだろう。

　顔もよくて仕事ができる……それなのに私と同じおひとり様なのは――不破さんが、常に仕事に忙ぼう殺さつされているからだと思う。

　平日は毎日のように残業で、家には寝に帰るようなもの。休日は仕事の疲れをとったり、趣味のサーフィンのために費やしていると言っていたし、積極的に女の子と出会うような場に赴いている様子もなかった。

　不破さんならどこに行っても引く手あまたで、なにもせずとも女の子が寄ってくるだろうに。それなのに、おひとり様なところをみると、そもそも恋人というものを彼が必要としていないのかもしれない。

「不破さんの彼女は、私じゃなくて仕事でしょう」

「……まぁ、今はな」

　苦笑いを零した彼を見て、ああ、やっぱり彼の恋人は仕事なのだと心の中で頷いた。

「そんな、お疲れのところ、申し訳ないですけど」

「ん？」

　なにかを諦めたように溜め息をつく不破さんの言葉を遮り、再びジロリと彼を見る。

「不破さん、朝から人のことをからかう前に、こういうのやめてくれます？」

「なんだよ」

「この、付箋。これじゃあ、全然、意味がわかりません」

　心の中で溜め息をつきながら、自分のデスクの電話から引っペがしたのは、雑なウサギの絵の描かれた付箋だった。それを人差し指に貼り付けたまま不破さんを横目で睨めば、やっぱりイジワルに上げられた口角。

　まるで、子供の落書きみたいな変なウサギ。それはダラケたように横になって片手を上げていて、本当になにからなにまでふざけているとしか言いようがない。

　そもそも、こんなウサギの絵を描くより文字を書いたほうが早いでしょ。というかデザイナーなのに絵心がないって、どういうこと？

「意味わかるんだから、いいだろーが」

「よくないです、全然わからないし」

「嘘つけ、わかるだろ、お前なら」

「わからないです全然、まったく、サッパリ」

「じゃあ、なんで焦った様子もなく座るんだよ」

「そ……それは、足が疲れて座りたいからです」

「……ふぅん。へぇ？」

　心の中で悪態をつきながら、私を見て笑う不破さんを無視してＰＣの電源を入れた。右手でクシャリと丸めた付箋は引き出しの中へ放り込む。

　本当なら、こんな落書きに込められた意味なんてわかりたくもないけれど……。〝宇う佐さ美みさんから電話があったけど、急ぎではないからまたあとで電話するって〟

　心の中で、付箋に描かれた絵の意味を反復すると、思わず溜め息が零れた。

　……全部、わかってしまう自分に腹が立つ。

　そしてなにより、そういう私をわかっている隣の上司に、今日も最高に腹が立つ。

「ねぇねぇ、それで、その伝言は、結局どういう意味なの？」

　そんな私たちのやり取りの一部始終を見ていたのか、向かいのデスクからひょっこりと顔を出したのは、これまた上司の猿さる田たさん、通称〝サルさん〟だ。

　サルさんはその名の通り、ちょっと見た目はサルっぽくてクリクリとした目が印象的で、年は私の直属の上司である不破さんのふたつ上。主にＷＥＢ関係の仕事を担当していて、五歳年下の奥さんと最近入籍したばかりの新婚さんだ。

「営業の宇佐美さんから電話があったけど、急ぎではないからまたあとで電話する、ってことです」

　不破さんが、デスクに頬杖をつきながら応える。

「それでなんで、ダラケたウサギの絵？」

「……宇佐美とウサギをかけて、ついでに急ぎじゃないからそのウサギがダラケてるんです。さらに付箋が貼られてたのが受話器だから、電話関係の伝言ってことで」

　……と、そこまで言って、〝しまった〟と思ったけれど、後の祭りだった。

　チラリと視線を隣に移せば、予想通り、私を見ておもしろそうに口角を上げる不破さんがいて、慌てて視線を逸らして前を向く。

「なんだよ、結局わかってんじゃん」

「……しぶしぶ、わかってあげたんです」

　そう言い返せば、「ホント、お前って意地っ張りだよな」なんて笑われて、今度こそ逃げ道を失った。

　そんなふうに、イジワルに笑う笑顔が一番カッコいいから嫌になる。

　本当に……いつか絶対、ギャフンと言わせてやりたい私の上司。

「ハハッ、相変わらず無駄に息が合ってるよね、不破くんと日下部さん。でも、その伝言ゲーム、俺たちにはわからないからやめてねー」

「そうそう、それがわかるの、日下部ちゃんだけだから」

　楽しそうに笑ったサルさんの後ろから顔を出したのはデザインチームの最年長、蟹かに江えさんだ。

　通称〝カニさん〟は、デスクに家族写真を何枚も並べている、うちの会社きってのマイホームパパ。娘さんの話をし出すと止まらない四十五歳は、私を含めた三人をいつも上手にまとめてくれる、デザインチームのリーダー的存在だ。

「私もわかりたくてわかってるわけじゃありませんから。仕方なく、わかってあげてる感じで」

「そう言いつつ、毎度毎度よくわかってんじゃん。ツンデレって言うんだよなぁ、ソレ？」

「だからそれは、毎回仕方なくですよ……っていうか、私がいつデレました？」

「わかんないって言いつつ、ちゃんとわかってて、それをなんとか隠そうとする……結構高度なデレ？」

「なにそれ、しつこくて気持ち悪い解釈」

　吐き捨てるように言えば、不破さんは喉を鳴らして楽しそうに笑った。

「そう言われると、もっとしつこくしたくなるなー、どうするかなぁー」

「……フライパンの油汚れですか、不破さんは」

　相変わらず、人をからかうことに楽しみを見出す不破さんを横目で睨み、キッパリと言い切って鼻を鳴らせば、向かいのデスクからサルさんとカニさんが同時に吹き出した。

「フ、フライパンの油汚れ……フライパンの油汚れって……」

「なかなか、新しい切り返しだなぁ！」

　……本当に、月曜の朝から賑やかな人たちだ。

　私が勤めるデザインオフィスには、正社員として働くデザイナーが私を含めて四人いる。上からカニさん、サルさん、不破さん、そして一番下っ端の私。それ以外にも経理と総務を担う人が数名と、日替わりで来てくれるパートさんが数名。加えて営業全般をこなす社長はお茶目な五十歳で、もっさりと生えた鼻下の髭ひげがチャームポイントだ。

　個性的なメンバーで構成された、決して大きくはないアットホームなデザインオフィス。その中でも、私がいるデザインチームは、企画立案から携わるアートディレクター兼デザイナーという職務をそれぞれが担っていた。

　アートディレクターとは、例えるなら野球の監督みたいなもので、あるひとつの試合、つまりひとつの業務の総監督をする。そして、デザイナーはそれで言えばチームの選手。監督の言うように動いて、それぞれがやるべきことを遂すい行こうする。つまり、アートディレクター兼デザイナーとは監督兼選手のことで、自分が企画したものを、自分で実際に作り上げていく、二足のわらじを履いた職務だ。

　……と、言いつつ、まだまだ経験不足の私は、直属の上司である不破さんから投げられたデザインの仕事がほとんどで、ディレクションから関わることはそれほど多くはない。そんな中で名指しで抜擢され、ディレクションから携われる仕事を任されたのだから、浮足立つのも仕方がないと思う。

　ついさっき社長が話していた梶田社長は、社長の古くからの友人であり、うちの会社の重要なクライアントのひとりでもある。そんな梶田社長から依頼された仕事は、カフェを作るための内面的な部分での総監督的役割だ。カフェのコンセプトと名前を決めることから始まり、看板やメニュー表、ポスターなどオープンに必要なツールを作成するのも私の仕事。もちろん尊重すべきはクライアントの意向だし、そのあたりは折り合いをつけなきゃいけないけれど、自分が思い描いたものを実現するための、スタート地点に立ったのは間違いないんだ。

「で？　カジタビルの一階にカフェ作るんだって？」

　カニさんが言うカジタビルとは、梶田社長が一年ほど前に買ったビルで、半年後に総合ファッションビルとしてのリニューアルオープンが決まっていた。ターゲットは十代の女の子から主婦層までと幅広い。私が勤めるデザインオフィスからもほど近く、さらには最寄り駅からも歩いて五分という、なかなかの好立地にある。

「カジタビルのオープンは半年後だから、日下部さんが担当するカフェも、オープンは半年後ってことかな」

「はい、社長からもその予定でスケジュールを組むよう言われました」

「まぁ、半年なら、期間的には妥当だな」

　不破さんの言葉に頷き、全員がデスクに座ってそれぞれの仕事に取りかかると、今日も長い一日の始まりの音がする。

　朝九時。ここからざっと十二時間働き続ける。

　一応定時は十八時半だけど、十八時半に帰れたのは七年間で数回あるかないか。

　デザイナーという仕事は一見カッコよく思われがちだけど、実際はかなりの根性が必要な仕事だと思っている。突然依頼が舞い込んで、明日入稿なんて話も珍しいものではないし、締め切りまでエンドレスで修正が続くことだってよくある。

　残業、徹夜、そんなのも業界的には当たり前。朝から晩までＰＣと睨めっこをして、気が付いたら一週間毎日終電なんてこともザラにある。

　ブラック企業？　その通りだ。ＮＯ残業デー、ぜひとも設定してほしい。

　給料アップに、大手企業並みのボーナスなんて夢のまた夢。

　でも――。

「それじゃあ、今日も一日、頑張りますか」

　不満もありつつ、仕事は案外楽しくやっている。




「ん～……」

　気が付けば、今日も時刻は二十二時を回ろうとしていた。

　パソコンの起動音だけが響くオフィスで大きく伸びをすると、ついあくびが漏れそうになる。

　今日中に終えなきゃいけない仕事はひと通り終わらせて、デスクの上に開いたのはシンプルさが売りのリングノート。そこに、今朝社長から渡されたカフェ案件についての考察を書き込んでいく。

　……女性向けの、カフェ、か。考えてみたら、それらしいカフェはこの辺りには山ほどあるし、結構切り口を見つけるのが難しい。

「……おい、日下部」

「――!!」

「まだ帰らないのか」

　眉間に皺を寄せ、ノートと睨めっこをしていれば不意に声をかけられて、私は弾けるように顔を上げた。するとデスクの向かいに、帰り支度を済ませた不破さんが立っていて、「あ……」と思わず声が漏れる。

　無駄に整った顔立ちと、相変わらず香る煙草のにおい。

　これは帰る前に、喫煙所で一服してきたのだろう。……というか不破さん、まだ帰ってなかったんだ。

「不破さんこそ、今からお帰りですか。お疲れ様です」

「お疲れ様です、じゃないだろ。お前もたまには早く帰れ」

　肌寒い夜。スモーキィベージュのトレンチコートを羽織る不破さんは、眉根を寄せながら私を見下ろしていた。

　でも、早く帰れと言われても……。

　今週中には一度、向こうの担当者と打ち合わせをしなきゃいけないし、それまでにはなんとなく、カフェの方向性だけでも決めておきたい。

　……なにより、出だしから失敗したくないしね。

　心の中で独りごちながら、チラリ、と不破さんの顔色を窺った。

　視線の先、私を見る不破さんは相変わらず眉根を寄せていて、なんとなく返事がしづらい。

「え、と……私は、まだやることがあるので……終電には間に合うように帰りますし、お気遣いなく！」

　だけど、言いながら笑顔を見せれば、不破さんは「ハァ……」と溜め息を零し、こちらへ歩いてくると脱力したように自身のデスクに腰を下ろした。その様子をきょとんとして見つめると、頬杖をついた不破さんに今度は横目で睨まれる。

「……宇佐美さんから、メール入ってた。今朝の電話の件で、急にデータが必要になったから、できれば明日の朝イチで修正くれって」

「えっ、嘘……！」

　思いもよらない言葉に慌ててＰＣへと視線を戻した。急いで共有のメールボックスをチェックすれば、確かに二時間前にメールが届いていて、思わず青ざめる。

　メール自体を見落としていたんだ。修正内容は、ザッと見た感じ大したことないけれど、明日の朝イチってことは今日中にやっておかないと……。

「ハァ……」

　不甲斐なさと同時にドッと疲労感に襲われて、思わず零れた溜め息。

　なんで、夜になってから急ぎの修正なんて……と、つい不満の声が滲むけれど、口には出さずに精一杯押し込めた。

　……仕方ない。やるしかないんだから。

　だけど、無理矢理気持ちを切り替えた私が、指定されたデータを呼び起こそうとすれば――。

「――日下部は、急な仕事で夕方から出てしまったため、代わりに対応いたしました。もし他にも急ぎのものがありましたら、不破までご連絡ください」

「え……っ」

「さっき、宇佐美さんには、その修正データと一緒に、そう連絡しておいたよ」

　カチカチと、時計の針が時間を刻む音がする。

　不破さんはそれだけ言うと、間抜けな顔をしているであろう私をまっすぐに見つめたまま、フッと柔らかに口角を上げた。

「……っ」

　その表情にドキリと心臓が跳ねたのは、無駄に整いすぎた顔立ちのせいに違いない。

　慌ててもう一度視線をＰＣに戻してメールの画面をスクロールすれば、未読メールの中にもう一通、宇佐美さんからのメールを見つけた。

【不破さん、早急なご対応ありがとうございます、助かりました！　また、日下部さんの件も了解しました。日下部さんもお忙しいのですね。では、なにかありましたら不破さん宛てにご連絡させていただきますので、よろしくお願いいたします】

　メールを読んで、思わずガクリとうなだれる。

　カフェの件に夢中になりすぎて、さっそく、通常業務を疎おろそかにしてしまった。

　ホント、なにやってんの私……。

「すみません。対応していただいて、助かりました……」

　不破さんの顔を見ることもできず、素直にそう言って頭を下げれば、再び不破さんが口角を上げて笑った――ような気がする。

　ギィ、と大げさに唸ったスプリング。その音に誘われるように顔を上げると、トレンチコートのポケットに両手を入れて立ち、座っている私を静かに見下ろす不破さんの綺麗な瞳と目が合った。

「不破さん……？」

　いつもの、不破さんじゃない。

　唐突にそんなことを思って固まると、彼はコートのポケットから右手を抜いて、マウスに乗せたままの私の手の上に、そっと重ねた。

「あ、あの……」

　重ねられた手が、とても、熱い。

「助かったって言うなら、お礼のひとつくらいもらってもいいよな？」

「……っ」

「なぁ……俺に、お前のなにをくれる？」

　思わず、ドクリと跳ねた鼓動。

　いつものように、からかわれている。そう思うのに、なんと返事をしたらいいのかわからなくなってしまったのは、彼の私を見る目がひどく真剣だからだ。

　一体、なにが起きてるの？　どうして不破さんは、私にこんなことを言うの？

　こんな……まるで私をひとりの女として見ているような、そんな台詞を口にする不破さんは初めてで。どう返したらいいのか、まるでわからない。

「あ、あの、不破さん!!　そういう類いの冗談はやめてください……っ」

「……冗談じゃ、ないけどな」

「え……？」

「なんて。俺がそう言ったら、どうする？」

　……不破さん？

　言葉と同時に、私の手に重ねていた自身の手を離した不破さんは、その手を再びコートのポケットの中に入れた。そのまま、ほんの少し切なげに微笑むと身体を起こし、私から離れていく。

　広い背中を視線だけで追いかけていると、タイムカードの前で足を止め、不意にこちらを振り向いた不破さんと再び目が合って、心臓が大きくドキリと跳ねた。

「あ、あの……」

「ＰＣの電源は落としたけど、モニターも忘れずに切れよ」

「え……あっ！」

「作業途中だったデータは保存しておいたから、安心しとけ」

　その言葉に画面を見ると、いつの間にかＰＣがシャットダウンされていて、思わずマウスに置いたままだった手を二度見してしまった。

　もしかして、今の突然の急接近はこれをするためだったの？

　慌てて不破さんを見ればイジワルな笑みを浮かべていて、やられた……と、私は白旗を上げるしかない。

「お前って、ホント、おもしろいな。いくら、からかっても飽きないし、癖になる」

「な……っ」

「それと、部下をフォローするのは上司なら当然だろう。そもそも、お前がカフェ案件任された時点で、そのことで頭ん中が埋まるってことは、こっちは最初からわかってんだよ」

「……っ」

「で、肝心のお前は肩に力が入りすぎ。一旦冷静になるためにも、今日は帰ったほうが懸命かと思うけど？」

　そう言うと不破さんは楽しそうに口角を上げて笑い、私の返事を待たずに手に持っていた二枚のタイムカードを、タイムレコーダーの中へと押し入れた。

　相変わらずカチカチと、時間を刻む時計の針の音だけが、やけに鮮明に私の鼓膜を揺らしていた。




「――そもそも、先に一回打ち合わせして、向こうの意向をヒアリングしてから考えたほうがいいんじゃないか？」

　結局、不破さんに促されるまま慌てて帰り支度を済ませた私は、駅までの道程を彼と一緒に歩いた。

　同じ路線、帰る方向も同じで、降りる駅は不破さんのほうがひとつ手前。そんなこともあって、こうして駅まで一緒に帰ることはよくあるけれど、ホームに着いた途端に『お疲れ様でした』と挨拶を交わして互いに違う車両に乗り込むのは暗黙の了解だ。

　……朝から晩まで一緒にいて、帰りの電車まで一緒だなんてさすがに息が詰まるしね。不破さんだって、通勤の時間まで仕事と私に縛られるのは、御免だろう。

「でも、なんとなく考えをまとめておけば、打ち合わせの時にスムーズかな、と思ったんです。向こうが全然イメージを持てていない場合もあるし、そうなると時間がもったいないかなって……」

　言いながら、人ひとり分ほどの距離を空け、お互いに自身のコートのポケットへと両手を入れて夜道を歩いた。

　この七年、誰と過ごした時間が一番長いかといえば、それは間違いなく隣の彼、不破さんだろう。逆を言えば、不破さんだって私といる時間が一番長いに違いない。

　会社で過ごす時間が大半だけれど、時々、ふたりでランチに出ることもある。仕事終わりに飲みに行く……なんてことは、残業ばかりの私たちには縁のないことで、お互い暗黙の了解のように、相手を飲みに誘うことはなかった。

　クリスマスや誕生日といった特別な日も、出勤と重なれば基本的にはいつもの通り、会社で過ごして終わる。とはいえ、不破さんと私はお互いおひとり様だから、特別な日を特別と感じることもなく日々が過ぎていくのだ。

　だけど、そのお陰か、そのせいか。朝の付箋に然り……最近じゃ、不破さんの機嫌がいいか悪いかも、キーボードを叩く音でなんとなくわかる。ついこの間なんて、なにも言われなくても不破さんが飲みたいものまでわかってしまい、さすがにそんな自分に引いて、嫌いな飲み物をわざと買って渡した。

　だけど、これだけ毎日一緒にいるのだ。誰よりもお互いのことがわかって、自然と気にかけてしまうのは、当然といえば当然なのかもしれない。

「確かに、それもあるけど逆に向こうがイメージをしっかり固めてくる場合だってあるだろ」

「……それは、そうですけど。だとしたらやっぱり、向こうの意向を聞いてから考えたほうが無駄もないし効率的ですか？」

「そりゃそうだろ。そもそも、クライアントは向こうなんだから、どうやったって向こうの意向を無視はできない」

　ビルの無機質な灯りが、不破さんの輪りん郭かくを優しくなぞった。

　こんなふうに同じ時間を過ごしても、これが恋にならないのは相手が直属の上司であり、尊敬するひとりのデザイナーであるからに違いない。

　不破さんは、どんな時でも仕事とプライベートを混同しない人だ。それは当たり前のことかもしれないけれど、私は、そんな彼の姿勢を心から尊敬しているし、自分だってそうでありたいと心から思ってる。

　……普段は大概イジワルで、人をからかってばかりいるくせに、仕事となれば絶対に妥協はしないし、緻密かつ正確で。

　この七年、不破さんがミスするところなんて私は見たこともない。

「――〝魚心あれば水心〟、っていうだろ」

「……相手の出方次第で、こちらの応じ方を決めろってことですか？」

「そう。最初に向こうの意向を汲んでこっちに好意を持ってもらえば、その後やりやすいしな」

「……それ、なんか悪い女が使う作戦っぽいですね」

「そこは、デキる男の作戦って言えよ」

「……嫌です」とキッパリと返事をすれば、なにが楽しいのか、喉の奥を鳴らして笑う不破さんを脱力しながら横目で見た。

　……そもそも、もしも私がこの人に恋心なんてものを抱いてしまっても、不破さんが私を相手にする可能性は限りなくゼロに近いだろう。

　っていうか、むしろゼロだ。

　不破さんって、私のこと絶対、女として見てないし。

　だって、そうでなければ、毎日毎日くだらないことばかり言って、からかったりしないだろう。好きな子をいじめる男の子……というよりも、私をからかうことで気晴らししているような節があるし、この人と恋愛だなんて考えただけで頭が痛い……。

「まぁ、結局お前は焦りすぎなんだよ。いつもそうだけど、張り切りすぎて突っ走るの、お前の悪い癖だから」

　言いながら、今度は呆れたような笑みを零す不破さん。

　それは間違いなく上司が部下を諭すようなそれで、確かに張り切りすぎだったと、素直に反省してしまった。

　誰よりもデザイナーとしての私を見ている不破さんの言葉だから素直に受け取れるんだ。入社して七年、新人だった私をデザイナーとして指導し続けてくれた不破さんだからこそ信頼できる。

「まずは一度、ヒアリングしてから。それから、思う存分悩めよ。それに相手の意見を聞いたら、思いもよらない切り口が見えてくることもあるしな」

「……はい」

　静かに頷くと、「まぁ、頑張れ」というぶっきらぼうな激励が落ちてきた。

　それが、悔しいけど嬉しくて。

　思わず笑みを零せば、駅の灯りが私たちの顔を明るく照らした。

　――ああ、今日も、長くて短い一日が終わろうとしている。

「でも、通常業務もこれまで通り、ちゃんとこなせよ。カフェのディレクションで忙しくて……なんて、そんなの他のクライアントからしたら言い訳にもならないからな」

「はい、気を付けます」

「どうしても回らないようだったら、早めにヘルプ出せよ。そういうふうに、周りに上手く仕事を振ることだって仕事だ」

　私たちを包む駅の灯りを合図に、自然と空いた距離。

　改札を抜け、ホームへと下りればいつも通り、不破さんが軽く片手を挙げる。

「じゃあ、お疲れ」

「お疲れ様でした」

　たった今の今まで仕事の話をしていたはずなのに、この切り替えの速さはなんなのかといつも不思議に思う。

　けれど、こんな時は決まって、私の頭の中は、オフィスを出た時よりもずいぶんとスッキリしているのだ。

　――と、不意に頭の中を過った言葉。

　いけない、私……大切なことを、言い忘れてた。

「――不破さん！」

　月曜日の夜、駅のホーム。見渡せば、疲れ切ったサラリーマンばかりで、色気もなにもあったものじゃない。

　その中でも、ひと際光る容姿をした彼は、私の声に驚いたようにこちらを見た。

　……ホント、見た目だけは極上ですね、不破さんは。

　心の中で、お決まりの悪態をつきながら、そんな彼に向かって右手をまっすぐに挙げた私は、息を吸い込み口を開く。

「今日も、ありがとうございました！」

「――」

　私の声に、不破さんは狐に抓まれたような顔をする。

「また明日です！」

　だけど、そう言って笑顔を見せれば、いつも余裕たっぷりな不破さんが破顔して……不本意にも心臓が甘く、高鳴った。

「まぁ、フォローは任せろ」

　鳴り響くアナウンス。不破さんが最後に口にした言葉は、駅のホームに滑り込んできた電車の音に掻き消されて、私の耳には届かなかったけれど。確かにそう言っただろうとわかるのは、彼の口の動きと表情が、私に言葉を届けてくれたから。

「ありがとう、ございます」

　ぽつりと呟いて、眩しい彼を見つめる。

　そんな私を見て優しく目を細めた不破さんは、ヒラヒラと左手を振ってから、颯さっ爽そうと電車の中へと消えていった。










山高きが故に貴からず




「日下部さんと、お会いできて嬉しいです。噂通り、お綺麗ですね」

「いえ、そんな……でも、ありがとうございます。こちらこそ、お会いできて嬉しいです」

　――社交辞令には、そつのない返事と笑顔で応対すること。

　それは、二十八年生きてきた中で、いつの間にか身についていた教訓だった。

　だけど、社交辞令だとはわかっていても、外見を褒められて嫌な気はしないのは、こんなでも一応自分が、女だからなのだろう。

「辰たつ野のさんとお仕事できて、とても光栄です。今回は色々とお力をお借りすることになるかと思いますが、よろしくお願いいたします」

「日下部さんになら、いくらでも尽力しますよ。困ったことがあれば、なんでもおっしゃってください」

「ありがとうございます、とても助かります」

　柔らかな笑顔を受け取りながらニコリと微笑み返せば、『カジタ商しょう事じ』の営業部エース、辰野さんは長い指を添えて机の上に企画書を滑らせた。その拍子にスーツの袖口から品のいい時計が顔を出して、したたかにこちらを睨む。

「では、さっそくですがカフェについてのお話をさせてください。今回、うちとしては〝お客様が心地よく休める場所〟と銘打って、なるべく広くスペースを確保したいと考えていて……」

　スラスラと企画書の導入となる部分を読み上げる彼の声は、とても聞き取りやすく丁寧だ。

　辰野さんは、企画もできる営業さんとして、カジタ商事の中でも評価が高い。こうして直接一対一で仕事をするのは初めてだけど、不破さんが担当するカジタ商事関連の仕事で何度かメールのやり取りをしたことはあった。無駄がないのに丁寧で、なおかつ仕事がとても速い。現にうちの社長も辰野さんをかなり信頼しているようで、カジタ商事と仕事をするといえば、窓口の相手として真っ先に彼の名前を出すことも少なくなかった。

　辰野さんとはこれまで顔を合わせる機会がなくて、一度、遠目で姿を見たことがあるだけだった。けれど、こんなにも近くで向き合っていると、今さら、みんなが口にしていた彼のすごさを思い知る。

　これは……うん、たぶん。いや、絶対。辰野さんの評価を上げているのはその仕事ぶりだけでなく――それはそれは爽やかかつ整った、その容姿も関係しているに違いない。

　清潔感溢れる黒髪短髪、くっきり二重の綺麗な瞼に黒目がちの瞳。通った鼻筋に、形のいい唇、甘いマスク。いかにもスポーツをやっていたようなバランスのとれた身体つきと、理想的な高身長。そして、その身体でこれでもかというほどスマートに着こなされた品のいいスリーピーススーツなんて、フェチからしたらたまらない逸品だろう。

　本当に……前々から噂では耳にしていたけど、実際に近くで見ると左目の下に泣きボクロまであって、目元の色気にも磨きがかかっている恐ろしい人。

「ビル内でお買い物をされたお客様が、気軽に立ち寄って休めるように、ゆっくりと寛げるソファ席もご用意する予定です」

　企画書のページをめくる辰野さんの指先を、視線で追いかけた。

　それにしても……カフェ案件の担当者が辰野さんとは予想外だった。カジタビルのリニューアルも、辰野さんが担当しているから、まさかこちらまで手掛けるとは思ってもみなかったのだ。普通であれば、辰野さんの部下あたりのポジションの営業さんが担当するところなのに。

　カフェの担当者が辰野さん。これを幸運と取るべきか、それとも大きな重圧と取るべきか。……いや、たぶん、どちらかといえば後者で間違いないだろう。

　チラリと、企画書に視線を落としたままの辰野さんを盗み見る。

「ちなみにですが、うちとしては最終的に、カジタビル内のカフェを一号店として、結果次第で二号店以降の店舗を増やしていきたいという考えです」

　思いもよらない提案に目を見開くと、そんな私を見て彼はニッコリと微笑んだ。

「もともと、梶田社長から『やるなら新しい事業としての展開を視野に入れて考えてみたらどうだ』というお達しがありまして」

「だから、チェーン店展開を……ですか。梶田社長の視野の広さと決断力、辰野さんの営業さんの域を超えた企画力には『ａｓｓｏｒｔアソート』一同、いつも驚かされます」

「いえいえ、企画力ではまだまだａｓｓｏｒｔさんにはかないませんよ。特に……不破さんとお仕事をすると、いつも勉強になることばかりで」

　ハハッと小さな笑いを零して、辰野さんが机の上に肘を乗せ、顎の下で長い指を組んだ。

　ａｓｓｏｒｔとは私が務めるデザイン会社の名前だ。英語で〝調和〟を意味する名前の通り、色々な人の個性と技術が詰め合わさったデザインオフィス。

　それにしても、ここで不破さんの名前が出てくるとは、こちらもこちらでさすがと言うべきか。最近では新規事業の企画や、メディアミックスを取り入れた斬新な企画などに携わるのは必ずと言っていいほど不破さんで、そういう彼の実力をクライアントも大きく買っている。

　そう考えると、やっぱり不破さんはすごいなぁ……。

「でも、今回は僕も少し気合いが入ってます。この事業が成功すれば、またひとつ、会社に新しい風を吹かせることができますから」

「なるほど……ということは、この一号店は絶対に成功させなきゃいけませんね」

「そうですね。あ、でもプレッシャーには感じないでくださいね？　あくまで一号店の結果次第の話ですから」

　……その言葉が、すでにプレッシャーです。

　とは、まさか辰野さんの前では言えるわけもなく。とりあえず私は、精一杯の笑顔を貼り付け、「そうなるように、努めさせていただきます」とだけ返事をした。

　時計の針が、聞き慣れない音をコツコツと鳴らしている。

　改装中のカジタビルの最上階は、ひと足早く改装を終えて先月からカジタ商事の本社となった。そのフロアの一角に備えられた打ち合わせスペースはひどく静かで、ここだけ外界から切り離されているみたいに感じる。

　それにしても……チェーン店展開、か。プレッシャーではあるけれど、それはそれでおもしろそう。

　辰野さんの話を聞く限りでは、お客様が心地よく休めるように広くスペースを取るとのことだし、ソファ席は女の人も喜ぶだろう。

　……だけど、それだけじゃダメだよね。それ以外にもカフェの〝売り〟となるものを作らなきゃ。ただ店内が広いってだけじゃあ、ここに来る理由には弱すぎる。

　お客様が、あえてこのカフェを選ぶ理由。

　お客様が、このカフェに来たくなる理由を。

　……もちろん、ここから先を考えるのが私の仕事なんだけど。

　唇にペンを当て、流れた髪を片手で後ろへ跳ね上げる。そのまま企画書と睨めっこをしていれば、不意に視線を感じて顔を上げた。

「――」

　絡み合う視線と視線。

　思わずきょとんとして首をかしげると、辰野さんがなぜかくすぐったそうに笑った。

「……正直に言ってしまうと、今回も不破さんが担当なのかなって思ってたんです。だから、社長から担当が日下部さんだと聞いた時は驚きました」

「え……」

「ほら、こういう新しいことをやる時は、大抵、不破さんが担当するじゃないですか」

　言われてみて、改めて、辰野さんはカフェの担当者が私だったことを信じられずにいたのだと思い至った。

　それは、そうだ。最近では新しい依頼は不破さんが名指しされることがほとんどで、それだけ彼がクライアントから信頼が厚いということを示している。

　不破さんが担当であることを期待していたとしたのなら、私が相手で拍子抜けもするだろう。

「す、すみません、ご希望の不破ではなく、担当が私で……」

「あ、そうじゃなくて。日下部さんで不満だとか、そういう気持ちはまったくなくて……むしろ、逆です」

「……え」

　首元までキッチリと締められたネクタイ。骨張った男性らしい手に顎を乗せた辰野さんが、今日一番の綺麗な笑顔を見せる。それはひどく魅惑的で、爽やかな好青年といった辰野さんの印象を一変させるには十分で、思わず息を詰まらせた。

「最初に言った通り、僕は日下部さんと仕事ができるのが、嬉しいんです。今まではメールでしかやり取りがなかったけど、メールもいつも迅速かつ丁寧だから、きっとご本人はとても律儀で真面目な方なんだろうなって思ってて」

「……ありがとう、ございます」

「それに噂では、とても綺麗な方だと聞いていたので。そうなると、必然的に会ってみたいと思ってしまうのは男の性さがですよね」

「え、えぇと……それ、は……」

　突然仕事に関係のないことを饒じょう舌ぜつに話し出した辰野さんに、思わず尻込みしてしまう。その上、なんだか口調もさっきより大分砕けている気がするんだけど……。

「実際にお会いしてみて、予想以上に素敵な方で本当に驚きました。そして、それと同時に日下部さんのことを、もっと知りたくなったんです。……近づきたいと言うと、あからさますぎでしょうか」

「……それは、仕事抜きに私になにかを期待していらっしゃる、ということでしょうか」

「いえ。もちろん、デザイナーとしての日下部さんと仕事ができるのも楽しみです。でも……本音ではひとりの男として、日下部さんのことを知れたらいいなとも思ってます」

「――っ」

「すみません。俺、こういうの隠すの苦手なので……だから、言葉のまま受け取っていただいて大丈夫です」

　言いながら、とても綺麗に笑った彼のその言葉は……きっと、嘘。辰野さんなら、仕事をしていく上で自分の感情のひとつを隠すくらい造作もないことだろう。

「俺、不器用なんです。だから、これからも突然、こうやって直球を投げてしまうこともあるかと思いますが、よろしくお願いします」

　――あなたが、不器用？　……ご冗談を。

　嘘も方便とはよく言ったもの。嘘はいけないことだけど、よい結果を得るために時には嘘も必要だと、陰りひとつない彼の笑顔が言っているように思えた。

「改めて、もう一度言います。日下部さんとお会いできて、嬉しいです」

　私をまっすぐに見つめる辰野さんの目には男の色が滲んでいて、思わずゴクリと喉が鳴る。けれど、与えられた衝撃と動揺を精一杯押し込めて、私は辰野さんから見えない位置で拳を握ると、ゆっくりと口を開いた。

「……ありがとうございます。私も、辰野さんとお会いできて、嬉しいです」

「それは、どちらの意味で、ですか？」

「さぁ……どちらでしょうか。辰野さんの思うほうに取っていただいて大丈夫ですよ？」

　言いながら、今日一番の笑みを返せば、辰野さんが「イジワルだなぁ」と楽しそうに笑った。

　そんな辰野さんに、それ以上の返事をすることもせず。ううん、することも――できずに、私は、「また、ご連絡させていただきます」とだけ言葉を渡すと、熱くなった耳を長い髪に隠して足早にビルを後にした。




「チェーン店展開かぁ、さすが、梶田社長……というべきか、辰野さんというべきか」

　おぼつかない足取りでオフィスに戻り、受け取った企画書を広げながらひと通りのことを話せば、カニさんが感心したように唸った。

「ってことは、ＷＥＢサイトも必要になってくるね。そのやり取りは、日下部さん挟まないで俺が直でやっちゃっていい？」

「あ……ありがとうございます、そのほうが助かります。ＷＥＢに関しては私が入らないほうがスムーズだと思いますし……えと、デザインのチェックだけさせていただければ」

「うん、それはもちろん。ディレクターは日下部さんだから、そこは無視して進めないよ」

「ありがとうございます……」

　人懐っこいサルさんの笑顔を見たら、なんとなくホッとして、やっぱり、このオフィスが一番落ち着くなぁ……なんて、情けないことを思ってしまう。

「でも……辰野さんが出てきたなら、日下部ちゃん、別の意味でも警戒しないとなぁ。あの人、仕事と同じでそっちもやり手っぽいし？」

「確かに……あの見た目で仕事もデキるとか、女性からしたら、たまらないだろうねぇ」

　けれど、ようやくデスクに戻って腰を下ろしたところで思いもよらない言葉を投げられて、思わずギクリと肩が揺れた。

　……いや、うん。あれは辰野さんのリップサービスに違いないし、完全に真に受けてもいないけど、十分に動揺してしまったのも嘘じゃない。

　だって……だってさ？　言い訳みたいだけどサルさんの言う通り、非の打ちどころのないイケメンに突然豪速球を投げられて、まるで気にしていません、大丈夫ですなんて、それこそ白々しいにもほどがある。

　それに……ちょっと、久しぶりだったし。ここ数年は仕事ばかりで、あんなにイイ男からあけすけに口説かれたのは久々で……動揺しちゃうのも仕方ないよね？

「不破ぁ、かわいいかわいい部下が、半年後にはカジタのエースに盗られちゃってるかもよ？」

「な……っ、カ、カニさん、やめてください、そんな根も葉もない話……！」

　しかも、よりにもよって不破さんに……！　絶対、からかわれるに決まってるのに！

「えー。根も葉もなくないっしょ。現に、日下部ちゃんたら必死になって否定してー。これはすでに、軽くジョブを入れられてきたな？」

「まぁ、あの人、行動速そうだもんねぇ。仕事もめちゃくちゃ速いけど、そこも仕事と一緒で狙った獲物は絶対に逃がさなそうだし」

「そ、そんな、こと……っ」

　話しながらニヤニヤと笑うふたりを前に、今度こそ熱くなった頬を隠せなかった。

　というか、いい大人がよってたかって年下をからかって楽しいですか、大人おとな気げない……!!

　心の中でそう反論をしてみるものの、いまだに動揺が残っている私は、いつものようにそれを声にすることができない。

　……実際、図星なところもあるし。っていうか、そんなところばっかり目敏めざとくてどうするの、そのスキルは自分の奥さんだけに使ってよ、既婚者コンビ……!!

「なぁなぁ、不破。今の話、どう思う？　日下部ちゃん、絶対危ないよな？」

「もしかしたら、辰野さんに盗られちゃうかも――」

「〝お客様が心地よく休めるように広くスペースを取る〟だけじゃあ、弱いよなぁ」

「……へ？」

「それ以外にも、このカフェの売りとなるものを作らなきゃ、チェーン店展開なんて夢のまた夢だと思うけど」

　――と、ふたりの言葉を遮って。今の今まで、そこにいるのかさえわからないほど黙りこくっていた不破さんは、唐突に口を開いたかと思えば、私が持ち帰った企画書に目を通しながら意見を述べ始めた。

「ただ、店内が広いってだけじゃあ、ここに来る理由には弱すぎる」

　だけどそれは、私が辰野さんから話を聞いた時に思ったこととまるで同じで、思わずドクリと大げさに心臓が飛び跳ねた。

「お客があえてこのカフェを選ぶ理由とか、このカフェに来たくなる理由をしっかりと据えないと、ここから先に話は進まないな」

「わ、私も……っ！　私も、同じことを思いました……！　だから、その部分を私がしっかりと考えて、辰野さんに提示していかないと、って……」

　高鳴る鼓動に急かされるように、思わず前のめりになって不破さんに声を投げれば、企画書に落ちていた視線がゆっくりとこちらへと向けられた。

「へぇ……」

「……っ」

　――吸い込まれるような、羨ましいくらいに綺麗なブラウンの瞳に見つめられ、思わず声を出すことも忘れてしまう。そして同時に、緩やかに口角を上げた不破さんは、私を見てとても優しく目を細めた。

「よく、わかってんじゃん。偉い偉い」

「……っ」

「クライアントは、どうしてもハード面の充実を前面に出して人を呼びたがるけど、それよりも重要なのはソフトの部分。いくら外見がよくて機能が優れてても、中身が伴ってなきゃすぐに飽きられるからな」

「……〝山高きが故に貴からず〟、ですか」

「そう。人と同じで、いくら外見が立派でも中身が伴っていなければ本当の意味での価値はない。さすが、俺のかわいいかわいい……部下」

　一瞬、不破さんが〝部下〟という言葉を躊ちゅう躇ちょしたように聞こえた。けれど、私に向けて企画書を差し出した彼はいつも通り、楽しそうに喉を鳴らして笑うと、私の頭にポン、と優しく手をのせる。

「あ、あの……不破さん」

「うん？」

「私……本当に、大丈夫でしょうか？」

　思わずそんな弱音が口から零れたのは、私の髪に触れた不破さんの手が、あまりに優しかったからだ。

「今回の仕事、辰野さんやカジタ商事にご迷惑がかからないように……最後まで、やりきれるでしょうか」

　昨日までは、仕事を任されたことの喜びと、使命感に満ち溢れていた。だけど今日、実際に辰野さんと会って打ち合わせをしたら、本当に自分ひとりでやりきれるのかと不安になってしまった。

　些細なミスさえ許されない。今までのように、カニさんやサルさん、不破さんが前に立って引っ張っていってくれることもないのだ。

「私がつまずいたら、仕事に関わる全員に迷惑がかかります……」

　つい足元へと視線を落として呟けば、胸の奥がギュッと痛んだ。

　自分ひとりで、この大きな仕事をやりきれる自信がない。そんなふうに思っていたら、できることもできなくなってしまうと頭ではわかっているのに。それでも自分が不破さんのように、クライアントと、その先にいるお客様を満足させる仕事ができるのか、わからない。

「すみません、急に、こんなこと……」

　情けない。昨日までのやる気はどこに行ったの？　こんなんじゃ、また、不破さんに『いつもの無鉄砲はどうした』と、からかわれてしまうに決まってる。

「……最初は、誰でも不安になって当たり前だろ」

　だけど、俯いていた私に落ちてきたのはひどく柔らかで、優しい声だった。

「お前だけじゃない。俺だって、初めて大きな仕事を任された時は、毎日不安で仕方なかった」

「不破さんが……？」

　思いもよらない言葉に目を見張れば、私を見て優しく目を細める不破さんと目が合う。

　いつだって、堂々としている不破さん。クライアントからは絶大の信頼を得ていて、彼が手掛けた仕事は必ずと言っていいほど、大きな成果を上げている。

　そんな彼が不安げにしている姿は、まるで想像もできなくて。だからこそ、私は自分の耳を疑ってしまった。

「だけど、それだけの仕事をやりきった時には、達成感なんて言葉じゃ表せないくらいの気持ちに胸が躍らされる」

「…………」

「それに、お前はひとりじゃない。お前にはカニさんやサルさん……なにより、俺がついてるだろう」

「不破さん……」

「そもそも、今日までお前を指導してきたのは、誰だと思ってるんだ。他でもない、この俺だろ。だからお前はお前らしく、堂々とやればいい。お前がつまずきそうになったら、全員でフォローするから安心してろ」

　その言葉に心の底からホッとしてしまった私は、まだまだ半人前なのだろう。

　だけど私には、信頼できる上司がいる。ひとりじゃない、不破さんがいてくれる。そう思うだけで心強くて、なんでもできるような気になるから不思議だ。

「……ありがとうございます。私、精一杯いいものを作れるように頑張ります」

「ああ、期待してる」

　再び、ポンと頭に触れた手。思わず不破さんを見上げたまま微笑めば、そんな私たちのやり取りを見つめるカニさんとサルさんが、視界の端に薄く映った。

「ああ、それと」

　そして、同じくふたりの視線に気付いた不破さんは、小さく首をかしげると、再びゆっくりと口を開く。

「ふたりとも。心配しなくても、大丈夫ですよ。俺のかわいいかわいい日下部は、辰野さんなんかに盗られませんから」

「お、前はまた……なにを、根拠に……」

　突然のその言葉に戸惑いの色を滲ませたカニさんを見て、不破さんは意味深に口角を上げた。その自信たっぷりな表情をする時は、大抵、ろくなものじゃない発言が飛び出す時だ。

　現に、ほら……私の不破さんに対する予想は、下手な天気予報より外れない。

「だって、見た目もよくて仕事もデキる男なんて、日下部はもう見飽きてますから」

「……は？」

「俺といつも一緒にいるんだから。そんなの、惹かれる理由にならないだろ……ってことです」

「だから、辰野さんとか眼中になし」なんて、続けてそう言った不破さんを前に、一体、どの口がそれを言うか……と否定するには彼の言葉に説得力がありすぎて、その場にいた全員が声にすることはできなかった。

「まぁ、困ったらいつでも言えよ、蘭ちゃん？」

　そう言って、今度はとてもイジワルに笑う、私の上司。

　相変わらず掴めない……私の、上司。










縁の下の力持ち




「……『Ｃａｆｅカフェ Ｐｌｕｓ＋プラス』、ですか」

「はい、ロゴ案はこちらになります」

　カフェのコンセプト決定までに、そう時間はかからなかった。

　最近では、辰野さんとの打ち合わせにはお決まりの場所となりつつあるカジタ商事の打ち合わせスペース。四人掛けの机の上に広げられた、数枚のＢ４サイズの紙の中に並んだロゴデザインを見て、辰野さんが興味深そうに顎に手を添えた。

「スッキリとしたデザインですが、パッと見た時に健康的なイメージを印象づけられるようなロゴデザインにまとめました」

　デザインに目を通している辰野さんに向けて言い添えれば、「なるほど」という相づちが返ってくる。

　カフェのターゲットは、二十代以上の幅広い年代の女性。そこで私が提案したコンセプトは、〝ちょっとひと息つきながら、心と身体の癒やされるひと時を提供するカフェ〟だった。辰野さんと初めて打ち合わせをした時に彼が言っていた、〝お客様が心地よく休める場所〟という意向を汲みつつ、それにプラスアルファという形で設定したコンセプトだ。

　――『魚心あれば水心、っていうだろ』

　最初に向こうの意向を汲んでこっちに好意を持ってもらえば、その後もやりやすい。

　そんな、どこかの誰かさんのアドバイス通り、三度目の打ち合わせで辰野さんにコンセプトを説明した時、彼はとても喜んでくれた。そして、すぐさま上に話を通したかと思ったら、あっという間に承諾までこぎ着けたのだ。

　コンセプトが決まれば、次はカフェの名前と象徴ともなるロゴデザイン。いくつか案を出してみて、今日はそれを見てもらうための時間を辰野さんからもらった。

　私がデザインしたロゴの並んだプリントを手に持ち、ひとつひとつを丁寧に確認していく辰野さんの表情は穏やかで、手応えは上々に違いない。

「どれも、いいですね。コンセプト含め、こちらの意向も汲みつつ上手く活かしてくださっているし、さすがだと思います」

「ありがとうございます。もちろん、ここからさらにブラッシュアップさせていただきますので、ご要望があればなんなりとおっしゃってください」

　言いながら微笑めば、辰野さんもまた柔らかな笑みを浮かべた。

　その笑みを正面から受け止めながら、再び不破さんの言葉を思い出し、結局あの人の言う通りになったなぁ、なんてことを考える。

　というか今さらだけど、不破さんって、そういう駆け引きみたいなこと、得意だよね……。相手を見て考えるのが上手い、というか。

　辰野さんと初めて打ち合わせをした翌日、『自分に自信がある人間を相手にする時は、最初から相手の意見を無下にするのはＮＧだ』なんて言っていたけれど。

　つまり不破さんは辰野さんを、〝自分に自信がある人〟だと思ってるということで。

　どうしてそう言い切れるのかは教えてくれなかったけど、過去に仕事をしていく中で、そう思うところがあったのかもしれない。

「日下部さん？　どうしました？」

「あ……いえ、すみません！　ええと……企画書にも記載しましたが、カフェの名称のプラス、というのはその名の通り、お客様がこのカフェに来ることで、心にも身体にもプラスになるメニューが揃えてあることを表していて……」

　慌てて意識を手元に戻し、今回の打ち合わせの核となるべき部分を伝えていく。

　私が設定した、〝ちょっとひと息つきながら、心と身体の癒やされるひと時を提供するカフェ〟というのは、言葉そのままというわけじゃない。

　ターゲットである女性たちは、独身であれ既婚であれ、子供がいるいないにかかわらず、どのポジションに身を置いていても〝なんだかんだと忙しい〟のだ。それなら、そんな女性たちになにをどんなふうに提供すれば喜んでもらえるのかを考えた。

「頑張っている女性に、〝ちょっとしたご褒美〟を楽しんでもらえる場所であればいいなと思います」

　忙しさの中の、小さな幸せ。

　私は、その幸せを、気軽に楽しめるカフェを目指したいと思ったんだ。

「加えて、なにげない日常に、ほんの少しのプラスになる時間を提供する場所であること、という意味も持たせました」

「なるほど……いいですね。僕としても、お客様が親しみやすい名前が一番だと思うし、プラスという名前なら意味もわかりやすくて親切だ」

　柔らかに微笑む辰野さんは、長い指を顎の下で優雅に組む。

「前々回の打ち合わせで、オーガニックコーヒーやハーブティーの種類を充実させるという話を聞きましたし、無農薬野菜や果物を使ったドリンクも数種類出せるとのことでしたので、そういう強みを前に出す意味でもこの名前はわかりやすいかと思います」

「確かに、そうですね。今の話を上に話してみます」

　そう言うと、トントンと軽快な音を立て、私が持ってきた企画書と資料を整える彼を見て、思わず心の中でガッツポーズした。

　ネーム案、ロゴ案と合わせて、ここで一気に承諾までこぎ着けることができればスケジュール的にもかなり余裕が出る。今のところ通常業務に支障も出ていないし、このままでいけば意外にもすんなりとこの仕事は終わりそうだ。

　ひとりでそんな思惑を巡らせていれば、再び辰野さんの声に現実へと引き戻された。

「そういえば昨日、メニュー担当と話して、豆乳を使ったメニューも充実させようって話になったんですよ」

「ソイメニューの充実ですか、とてもいいと思います」

　どこか楽しそうに、それでいて私の様子を窺うように話し始めた彼の言葉に笑顔で耳を傾ける。

「社内で女性社員に聞いたら、女性ターゲットで豆乳メニューは欠かせないだろうとか、ミルクを豆乳にチェンジできないのはありえないって意見が多くて」

「そうなんですね。確かに、その意見には私も同意です」

「やっぱり。でも、男性陣はミルクを豆乳にわざわざ変える意味がわからないって首を捻るばかりで……」

　男性の中にも、自分の健康に気を使う人はいるだろう。だけど女性のそれとは圧倒的に差があるとも思う。現に、ａｓｓｏｒｔという小さなオフィスの中でもそうだ。

「そもそも、僕なんかは豆乳自体が苦手で」

「ふふっ。それ、うちの不破も言ってました。男の人って、豆乳が苦手な方、多いですよね」

「……へぇ、不破さんも？」

「はい。不破は『豆をすり潰した味しかしない』って、身も蓋もない文句を……」

　思わず、その時の不破さんを思い出してクスクスと笑みを零せば、そんな私を見て、辰野さんはなぜか曖昧な笑みを浮かべた。

「……やっぱり不破さん、ですか」

「え？」

「いえ、なんでも」

「……？」

　ぽつりと独り言を零した辰野さんは、首をかしげる私を見て、再び曖昧に笑う。

　辰野さんと仕事をするようになって、早一カ月。こうして打ち合わせで何度か顔を合わせてきた中で、気付いたことがいくつかある。

「でも、お客様が喜んでくれるものはできる限り取り入れていきたいと思ってます。やっぱり、お客様に喜んでもらえてこその仕事ですから」

　その中でも一番の発見は、今みたいに辰野さんが、誰よりもお客様のことを考えているということだ。どんな時でも、〝どうしたらお客様に喜んでもらえるか〟を軸に置いて仕事をしている彼には、基本的に迷いがない。

　……なんていうか、本当に見習うべきところばかりの人。辰野さんと仕事をしていると、自分の浅はかさを知ると同時に、私ももっと頑張らなきゃと強く思う。

「お客様の笑顔は、僕たちの原動力なので」

　ぼんやりと、辰野さんの優しい笑顔を見つめていたら、ふと、同じようにいつでも、お客様のことを一番に考えて仕事をしている不破さんが頭を過って、ああ、そうか……と思わず納得した。

　――不破さんと辰野さんって、仕事に対する姿勢が似てるんだ。

『どうすれば、お客様が喜んでくれるか』

　それは私がａｓｓｏｒｔに入社して、初めての仕事を任された時に不破さんに言われた言葉だった。

『デザイナーっていうのは、実際は華やかさなんてほとんどない。やってる仕事は、地味な……〝縁の下の力持ち〟。悔しい思いをすることも多々ある。でも、全部終わってお客さんの笑顔を見たら、自分はすごく楽しい力持ちだって思うんだよ』

　言われた時には、頭の中にたくさんのハテナが浮かんだけれど、今はその言葉の意味がよくわかる……つもりだ。

　デザイナーとして、目立たない存在でいい。でも、自分が作ったものでお客さんが笑顔になるなら……それ以上に嬉しいことは、他にない。

　ぼんやりと、そんなことを思い浮かべながら、その笑顔に繋がる企画書に手を伸ばした。

　広いフロアの片隅に、パーテーションを囲って作られた空間は、窓が大きく開かれているお陰で息苦しさは感じない。舞い込んできた風が、命を吹き込むように始まりのページをパラパラと優しく揺らすと、あの日の不破さんの声が聞こえたような気がした。

『日々に追われて、どんなに仕事に疲れても、結局、デザイナーを辞められない。癖になるんだよ、この仕事』

「私は……デザイナーという立場なので。カフェに来てくれたお客様が喜んでくれるものはもちろん、クライアントである辰野さんや、カジタ商事のみなさんも笑顔になってくれるものを作りたいな、と思ってます」

「……え」

「私も、人の笑顔を作る仕事がしたいんです」

　ふわり、と再び舞い込んだ風に声を乗せて微笑めば、流れた長い髪が私の頬を優しく撫でた。

　言ってから、今の発言は恥ずかしかったかも、と、少しの後悔。

　だから思わず一瞬、目を伏せて、息を吐く。

　けれど、次に視線を上げた時には、なぜか辰野さんが身体を固くして私を見つめていて、思わず私まで動きを止めて彼を見つめてしまった。

「……辰野さん？」

「……っ」

　その表情の変化に、首をかしげた。

　目の前の辰野さんの顔がよく見えるように、風で流れた髪を指先ですくって耳に掛けたら、今度は彼が驚くほどわかりやすく私から目を逸らす。

　なに……一体、どうしたの？

「あの……？」

「……っ。いや、なんていうか」

「……え？」

「思わず、日下部さんに見惚れてしまったというか……」

「え……」

「……すみません」

　予想外の言葉と、あまりにストレートな物言いと、普段隙を見せない辰野さんの耳が赤く染まっていることに気付いて、途端に自分の顔が熱を持っていくのがわかった。

「あ……あの……」

「俺、普段は全然、こんなんじゃないんですけど……っていうと、言い訳みたいですよね」

　言いながら、手のひらで口元を押さえた辰野さんは、私から逃げるように顔を逸らした。

　取り残されてしまった私は今度こそ身動きが取れなくなって、企画書にのせた手が震えないようにと必死だ。

　な、なに、コレ……。

　ドキドキと、早鐘を打つように心臓が高鳴って、静寂に包まれたこの場所では、それが聞こえてしまうんじゃないかと冷や冷やする。

「あー……俺、マジでカッコ悪……」

　いつも冷静で、常に余裕を連れて歩いているような人がそんなことを言うから……もう、どうしたらいいのかわからない。

　だけど、残念ながら、その言葉と表情を素直に信じることもできないくらい、私も大概捻くれているんだ。

「あ、あの……」

「……はい」

「もしかして……私のこと、からかってますか？」

「え……」

「私……弊社の不破にも、よくからかわれるので……。もしかして、辰野さんもそうなのかな、と……」

　相変わらずドキドキと、うるさいくらいに高鳴り続ける心臓に見て見ぬふりをして、辰野さんへと質問を投げた。

　だけど、そんな私に対してひどく驚いた顔をする彼。その表情が、一体なにを意味しているのか……。私の疑問を肯定しているのか、それとも否定しているのか、それさえも今の私には判断ができなくて、思わずジッと彼の目を見つめてしまった。

「……なるほど、ここで、そう来ますか」

「え……？」

「それなら俺も、同じほうから攻めてみようかな」

「辰野、さん……？」

　突然の言葉に、やっぱり首をかしげれば、辰野さんが今の今までの余裕のなさを消して、とても艷やかに微笑んだ。

「……一度でいいから今度、ふたりでご飯とか行ってくれないかなぁ……もちろん仕事抜きに、男と女として」

「あ、あの……？」

「あ。すみません、今の俺の心の声、聞こえちゃいました？　といっても、日下部さん宛てだったから、別に聞こえてもいいんですけどね」

　そう言うと、頬杖をついたまま私をまっすぐに見つめ、楽しそうに口角を上げる。

「俺、ワガママなんですよ」

　そんな辰野さんから――目を逸らすことが、できない。

「欲しいものは、手に入れなきゃ気が済まないたちなので」

「……っ！」

「その上、手に入れるためなら、結構、手段も選ばなかったりします」

　気が付けば、企画書の上に置いていた左手の上に、正面に座る辰野さんの右手が重ねられていた。それがいつ重ねられたのかも気付かないほど私は動揺していて、完全に辰野さんのペースに乗せられてしまったのだと思い知る。

「俺……本気ですよ、日下部さんのこと」

　今、目の前にいる辰野さんの目には熱く甘い熱が浮かんでいて、重ねられた手が、燃えるように熱い。

　これは……辰野さんの作戦なの？　仕事をしていく上での、なにかの駆け引きなんだろうか。それとも、言葉の通り、本気で私を……？

　……まさか。

　その問いに、心の中で首を横に振って、いまだに私に熱のこもった視線を送る辰野さんの目をまっすぐに見つめ返した。

「あ、あの、私…………」

　震える唇、震える吐息。

　どうしよう。どうすればいい……？　辰野さんは大切なクライアントで、大切な仕事相手だから失礼なことをするわけにはいかない。だから……。

「日下部さん、俺は本当に――」

　――コン、コン。

　だけど、辰野さんの唇がなにかを告げようとした時、打ち合わせスペースのパーテーションが軽快なリズムで叩かれて、私たちは互いに肩を揺らすと弾けるように音のしたほうへ振り向いた。

「……打ち合わせ中に、申し訳ありません」

　するとそこには、黒のジャケットを羽織り、相変わらず見惚れるくらいに綺麗な笑みを浮かべた不破さんが立っていた。その姿を見た瞬間、胸に一気に安堵感が雪崩れ込んできて、強張っていた肩から力が抜ける。

「ふ、不破さん……」

「うちの日下部に急ぎの連絡が入ってしまったので、失礼を承知で伺わせていただきました」

　けれど、淡々と抑揚のない声で話す不破さんは、私には一切目もくれず、辰野さんをまっすぐに見つめている。

「……不破さん、お久しぶりです。すみません、僕が日下部さんのことを長く引き留めてしまって」

　そして、その視線を真っ向から受け止めた辰野さんもまた、不破さんへと淡々と返事を返した。

「いえ、こちらこそ突然押しかけて申し訳ありません。僕のほうで対処できればよかったんですが、日下部じゃないと依頼されたデータの場所がわからないという話になってしまって」

「え……っ」

　ふたりの間に流れる冷たい空気に一瞬首を捻ったけれど、思いもよらない不破さんの言葉にすべてが頭の中から消し飛んだ。

　私じゃないとわからないデータ、って。つまりそれは私が共有サーバーにデータを上げ忘れたか、それともなにか不備があってデータが開けないとか、最新のデータがわからなくなってるってこと……？

　思わず、すがるように不破さんを見つめた。だけど当の不破さんは、やっぱり私を見ることもせずに、辰野さんへと射るような視線を送り続けている。

「申し訳ありません。こちらの不手際に巻き込んでしまうようなこと」

　再び淡々と放たれた、温度のない声。

　こ、これは……怒ってる？

　こんなふうに不破さんが不自然に私を見ない時は九割型イラついている時で、そういう時には触らぬ神に祟りなしという暗黙のルールみたいなものがあるのだ。だけど、この場合は嫌でも触るしかないし……もしかしたら、私がミスをしたせいで、みんなが困っているんだろうか。不破さんはそういう時でも冷静に注意をしてくれるから、こんなふうに怒るのはなんだか腑に落ちないけれど。なんにせよ、よくない事態が起きているのは確かだろう。

「す、すみません、不破さんっ。帰ってすぐに対応します！」

　ガタガタと、落ち着きなく椅子を鳴らして立ち上がれば、そこでようやく不破さんの視線がこちらへと向けられた。

　その視線を受けきらないうちに、今度は私が辰野さんに向き直る。

「申し訳ありません、辰野さん……！　企画書の件などなにかありましたら、ご連絡ください。最優先で対応させていただきますので……！」

「……ああ、はい。こっちは、大丈夫です。スケジュールは前倒しで進んでいますし、とりあえず今日いただいた企画書を上に話してから連絡させていただきますので」

「すみません、ありがとうございます。よろしくお願いします！」

　そう言って勢いよく頭を下げると同時に、いつの間にか解放されていた手を動かして、広がった資料を急いでまとめて鞄の中に押し込んだ。

「申し訳ありません。失礼いたします」

　背筋を伸ばし、鞄を手に再度頭を下げると、ヒールを鳴らして足早に打ち合わせスペースを出る。その途中で振り向くと、不破さんは辰野さんとなにかを話し込んでいて、もしかしたら別件の打ち合わせがあったのかもしれないと思い至った。

　長引きそうであれば、ひと足先にａｓｓｏｒｔに戻るべきかな。

　ミスの件も、カニさんかサルさんに確認すれば、大体のことはわかるだろう。

　踵きびすを返して今度こそ足早にカジタ本社のフロアを出ると、タイミングよくやってきたエレベーターに飛び乗った。エレベーターに乗っている時間さえ惜しくて、無意味に何度も腕時計を確認してしまう。

　もともと、今日は夕方入稿のデータがあって、それを終わらせたら別のポスターの修正を戻して。でも、もしもそのデータが見つからないって案件が急ぎなら、それから手を付けないとマズイかもしれないし、その前に再度仕事の確認を……。

「……おい」

「……っ!!」

　ぐるぐると、この後のことを考えながら歩いていたら、いつの間にかａｓｓｏｒｔのあるビルのエレベーター前に立っていた。そんな中、突然背後から声をかけられて、弾けるように振り向けば、訝いぶかしげに目を細めた不破さんが腕を組みながら私を見下ろしている。

「あ……不破さん。辰野さんとの打ち合わせ、もう終わったんですか？」

「打ち合わせなんてしてねぇよ。アイツと打ち合わせしてたのは、お前だろうが」

　その棘とげのあるもの言いに、思わず首をかしげてしまった。

　打ち合わせではないとしたら、どうして辰野さんと話し込んでいたのだろう。それよりなによりクライアントのことを〝アイツ〟だなんて、そんなふうに呼ぶのは不破さんらしくない。

「すみません、あの……打ち合わせを途中で切り上げてしまって、辰野さん、怒ってましたか？」

「それより先に、なにか俺に言うことがあるだろうが」

「あ……すみません、そうですよね。ミスのことは……誰からの連絡で、どの案件でしょうか？」

　恐る恐る不破さんの顔色を窺うように尋ねれば、長い溜め息をついた彼は、冷ややかな目で私を見下ろした。

　もしかして、とんでもないミスをやらかしたのかと不安になる。

「俺に言うことって、その話じゃねぇよ」

「え？」

「……お前さぁ、何度も電話したの、気付かなかった？」

「電話、ですか？」

「お前に何度電話しても繋がらないし。申し訳ないけどカジタの本社に電話したら、『辰野は急ぎの打ち合わせ中で出られないため、こちらから折り返しますとのことです』とか言われて……当たり前にアイツ――辰野さんも、携帯に出ないし」

　そう言って、「ハァ……」と再び深く溜め息をついた不破さんを前に、思わず首をかしげてしまった。

　……おかしいなぁ。辰野さんは私の前でも携帯に電話がきたら席を外して出ていたし、何度か会社の人が電話だと呼びにも来た。電話を受けた人が、誰かと勘違いしたんだろうか。

　考えながら私も鞄の中から携帯を取り出して見てみれば、確かに着信三件の表示が。当たり前に全部、会社からの着信、イコール不破さんだ。

「えぇと……気付かなくてすみませんでした」

「本当に緊急連絡の時もあるんだから、気を付けろよ」

「はい、すみません……。それで、今日の急ぎの連絡は誰から……」

　不破さんの言葉に、なんとなく違和感を覚えながらも再び尋ねれば、隣に立つ彼はチラリと視線だけをこちらへ向けて押し黙った。

「あの、不破さん……？」

「……もう終わった」

「……は？」

「急ぎの連絡は確かにあったけど、俺のほうで対処できたし、見つからないデータに関しては真っ赤な嘘」

　は……はぁ!?

　思わず口を開けたまま呆然と不破さんを見れば、不破さんはそんな私を忌々しそうに横目で睨んだ。

　な、なんで私が、そんな目で見られなきゃいけないの!?　あなたが急ぎの連絡があった、でもデータが見つからないって言うから、急いで戻ってきたのに!!

　急ぎの件を対処してくれたのは感謝してもしきれないけど、嘘ってどういうこと!?　とんでもないミスをしたのかとも思って、冷や冷やしたっていうのに……。っていうか私、大切な打ち合わせの途中だったんですけど!!

　喉の奥まで文句が出かけた時、軽快な音を立ててエレベーターが到着した。無言でさっさと乗り込む不破さんを慌てて追いかけると、彼は私が乗り込んだのを視線だけで確認してからオフィスのある階のボタンを押す。

　扉が閉まればふたりきりの密室空間のでき上がり。静かにエレベーターが動き出すと、唐突に不破さんが左斜め後ろに立つ私に向き直った。

「お前さぁ、いつからそんな簡単になったわけ」

「は……はいっ？」

「仕事中に、手とか握られてんなよ」

「……なっ」

「バーカ」

　バカ!?

　吐き捨てるように投げられたのは、子供じみた言葉。だけど、そんなことを気にしている間もなく、不破さんに……あれを見られていたのだと思ったら、言いようのない羞恥心に襲われた。

　企画書の上で、強く握られた手。引き寄せられた視線。

　というか。一体、どこから見られて――。

「だ、だって……っ」

「なんだよ」

「だ、って……」

「だから、なんだよ」

　思わず真っ赤になりながら不破さんを見つめると、当の本人は冷たい視線を私に送ってくる。

　だって、だって……っ。こんなの言い訳にもならないし、なに言ってんだお前と思われるかもしれないけど、だけど――。

「た、辰野さんって、不破さんに似てると思ったから……っ」

「……は？」

「し、仕事に対する姿勢とか、お客さんのことを一番に考えるところとか、すごく似てるなぁって思って……。そ、そしたらなんだか不破さんと仕事をしているみたいで、つい気が緩んで、だから――っ!?」

「……だから、自分のこと触らせた、って？」

「……っ！」

「ふざけんなよ」

　その言葉と同時に、突然、強く腕を引かれた。動揺する間もなく身体は狭いエレベーターの隅へと押しやられて、背中には甘い痛みが走る。

「お前と連絡つかなくて……俺が、どれだけ心配したと思ってんだ」

「……っ」

「お前がアイツに手を握られてるのを見て、俺がなんとも思わなかったとでも？」

「あ、あの……」

「今のは、仕事の話じゃねぇぞ。俺が男として、お前をどれだけ心配したかって話だ」

　低く、唸るように吐き捨てられた言葉。

　エレベーターの壁に手をつき、囲い込むように私を捕まえている不破さん。

　わけもわからず瞬きを繰り返せば、私を見下ろす彼の瞳と目が合って、思わず唇から震える吐息が零れた。

「……バーカ」

「……っ」

「似てねぇよ、あんなのと」

　目の前には、心底不本意だと言いたげな、不破さんの綺麗な顔。

　……また、バカって言われた。というか……あんなの、なんて。

　さっきから〝アイツ〟だとか、クライアントのことをそんなふうに言うのは、やっぱり不破さんらしくないです。

　心の中ではそう思うのに、ひとつも声となって外には出てくれない。

　思わず不破さんの着ているジャケットを握りしめ、身を固くしたままブラウンの瞳を見つめていれば、見慣れた唇がイジワルに弧こを描いた。

「見惚れてんじゃねーよ」

「な……っ!?」

「蘭……。お前今、超物欲しそうな顔してる」

「……っ！」

　――蘭、なんて。

　この七年、そんなふうに、呼んだこともないくせに。

　物欲しそうな顔って、それはどんな顔ですか、教えてください。

「あー、ムカツク」

　呼吸さえも、ぶつかる距離で。それは息苦しいはずなのに、不破さんから逃げようと、身体は少しも動いてはくれなかった。

　辰野さんの時とは比べものにならないくらいに高鳴る鼓動。どうしようもないくらいに、ドキドキして……不破さんから、目を逸らすことができない。

「ふ、不破さん、あの」

「なんだよ」

「せ、狭い、です」

「だろーな」

　……だろーな、って。クスクスと楽しそうに笑うこの人が、今なにを考えているのか、まるでわからない。

　まるで、わからない？　不破さんの考えていることが？

　……どうして？

　いつもなら、自分でも嫌になるくらい不破さんのことがわかるのに。どうして私は今……わからなくて、不安になっているんだろう。

　今、不破さんから見た私は、相変わらず〝物欲しそうな顔〟をしていますか？

　だとしたら、不破さんは。不破さんは、私に一体、なにをくれるつもりで――。

「……やらねぇよ」

　は……。

「ムカついたから、お預け」

「……はい？」

　思い悩む私の心情とは裏腹に放たれた、予想外の言葉に気の抜けた声が出た。口を開けたまま不破さんを見上げていれば、当の本人は相変わらずイジワルに口角を上げている。

「お前、今一瞬、期待したろ？」

「な……っ、き、期待なんて……！」

　真っ赤な顔で否定すれば、思う壺だ。

　そんな私を不破さんは余裕たっぷりに見下ろしているのだから、腹が立つ以外のなにものでもない。

「お前のことなら、自分でも嫌になるくらいわかるんだよ」

　まるで愛の言葉を囁くような甘い声でそんなことを言った彼を前に、思わずゴクリと喉が鳴った。

　たった今、私は不破さんの考えていることがわからないと不安になるのだと気が付いたばかりなのに。不破さんは……この状況でも私のことを、わかってくれているらしい。

　その事実に、小さく弾んだ私の心。

　え……なんで？　なんで私今、ちょっと嬉しいとか思ってるの？

　不破さんと私は、ただの上司と部下で。この七年、それが変わることなんて一度もなくて。

　愛の、言葉……？　そんなわけ、ない。

　不破さんが私のことがよくわかるのは、七年という月日のせいだ。

　そもそも私は、不破さんに対してそんな感情を抱いたことは一度もないし。今だってただビックリしただけだし、ましてや期待なんて、私が不破さんに対して一体なにを期待することがあると思って、この人はこんなバカげたことを――。

「まぁ……期待したのは、お互い様だけどな」

「……は、い？」

「お前って、しっかりしてるように見せて、ときどきかなり危なっかしいこと、いい加減自覚しとけよ」

「不破、さん……？」

　エレベーターの壁に縫い付けられていた身体が、ゆっくりと解放された。

　それに、なぜかほんの少しの寂しさを感じた私は、本当にどうかしてる。

「あー……、無駄に疲れた」

　そんな、気の抜けた言葉を合図にチーンなんていう、あまりにタイミングのよすぎる音を立てて開いた扉。

「不破、さん、あの」

「さーて、誰かさんのせいで遅れた仕事するか」

　い、今のは、なに……。

　呆然と固まる私を置き去りに、当の本人はたった今の出来事を忘れてしまったかのごとく気怠げに、エレベーターを降りてしまった。その見慣れたはずの後ろ姿を見つめながら、私はその場から一歩も動くことができなくて。

「――あ、念のためにもう一回言っておくけど」

　くるりとジャケットを翻して再びこちらに振り向いた不破さんは、まっすぐに私を指差して言う。

「似てるとか、もう二度と思うな、口にするな。大体にして、俺は――お前にとって、そんなもんか」

「……!!」

　そこで突然、再度エレベーターの扉が閉じ、あっという間に不破さんの姿が見えなくなった。挙句、降りそこねた私は、そのまま一階へ。

「さーて、会社に帰ったら仕事だ……って、う、うわっ、なに、日下部くん!?」

「しゃ……社長、お疲れ様です……」

　エレベーターの中で、壁に背をつけたまま固まっている私を見て驚いた社長に、現実へと引き戻された。

　……ああ。今の私は、起きながらにして夢でも見ていたのだろうか。それともなにか、悪いものでも食べたのかな。

「日下部くん、もしかして疲れてる？　よかったら、チョコレート食べる？」

「ありがとうございます……」

　ううん、だけどこれは夢じゃない。夢だと思いたいけど、現実だ。

『大体にして、俺は――お前にとって、そんなもんか』

　エレベーターの扉が、閉じる間際。やっぱり不本意そうに眉根を寄せた不破さんが続けた、その言葉の真意は？

　……どうしよう、頭が痛い。

　考えれば考えるほど、嫌になるくらい私の心臓は不穏な音を立て続ける。

　もう本当に、わけがわからない。

　結局その日はオフィスに戻っても、仕事に集中するどころか不破さんの顔を見ることさえできなかった。










寝耳に水




「とりあえず写真は仮で、ざっとデザイン組んでみたからチェックしてもらえる？」

　金曜日のオフィス。向かいの席に座るサルさんから送られてきたＵＲＬをクリックすると、画面にはパリスグリーンが広がった。

「わ……もうできたんですか!?　ありがとうございます！」

「いやいや、とりあえず組むだけ組んでみた感じ。ここから、さらに細かく詰めていくから」

　サルさんの言う通り、写真もまだ仮のもので完成とは言えないけれど、シンプルかつオシャレな仕上がりに、思わず胸が躍ってしまうのは、きっと私だけではないだろう。

「これなら、辰野さんにも喜んでもらえると思います」

「ありがとう。あとは日下部さんが辰野さんに提示したネームとロゴデザインの承認が正式に下りれば、いつでも本作業に入れるよ」

　朗らかに笑うサルさんだけど、ここ数日は毎日遅くまで残ってサイトデザインに尽力してくれていた。

「オープンまで残り四カ月、スケジュール的には、かなり余裕あるよね」

「はい。カフェに必要なツールやサイン関係も今のところは順調に進んでます」

「俺の、日頃の指導の賜物だな！　……なーんて、今、不破がここにいたら偉そうに言いそうなもんだ」

　椅子の背もたれに、どっかりと体を預けながら口を挟んだのはカニさんだ。

　かく言う私は、その突然のカニさんの声よりも、不意に飛び出した不破さんの名前にドキリと心臓が飛び跳ねた。

「日下部ちゃんが活躍して一番喜ぶのも、不破だろうしなぁ」

　独り言のようなその言葉に、慌ててＰＣの画面を凝視することで動揺をごまかしてみたものの、逸る鼓動はまったく治まりそうもない。いっそのこと耳を塞ぎたいくらいだけど、そんなことをしたらなにかあったと言っているようなものだ。

「実際、不破くんが今日まで丁寧に指導してきたから、今の日下部さんがいますしね」

「そりゃそうだ。もちろん、日下部ちゃん本人の努力が一番だけどなぁ」

「当然。それは、大前提でしょう」

　うんうん、と頷き合うふたりの言葉に、複雑に揺れる心。

　ありがたい。本当に、ありがたいお言葉なんだけど……。

　その光栄すぎる言葉たちを聞きながらも、私は素直に喜ぶことができなかった。

　だって、今はなにを言われても、不破さんの名前にすべての意識を引っ張られてしまうから。私は今、間違いなく不破さん過敏症だ。

　なんてこと……これもすべて、不破さんのせいなんだから……！

　苛立ちに拳を強く握りながら、チラリと視線を隣に移してみれば、この三日、空になっているデスクが私の目に寂しげに映った。

　……今頃、現地で打ち合わせ中とか、かな。

　心の中で独りごちて、溜め息を零した。

　エレベーター事件の翌日から、当の不破さんは神こう戸べへ出張に行っていて、オフィスに不在だ。今日の夕方には帰ってくる予定だけど、時間も時間なので直帰することが事前に報告されていた。ということは、次に不破さんに会うのは早くても来週の月曜日になるということだ。

　それが、幸か不幸か……。

　どちらかといえば、今の私にとっては不幸中の幸いと言っていいかもしれない。

　だって今の状態で、どんな顔をして不破さんの隣で仕事をしたらいいかわからないし……。なにより、不破さんの顔を、まともに見られる自信もない。

「それにしても、不破がいないと静かだな」

「クライアントから、電話のかかってくる回数も減りますからねぇ」

「それも言ったら、調子に乗るな、絶対」

「ハハッ、間違いないですねぇ」

　カチカチと、不破さんのいない時間を刻む針の音。

　今回の出張は、まるで見計らったかのようなタイミングだった。

　あの日、もう仕事に集中することも、不破さんを見ることもできなかった私は、不破さんが会社を出る直前まで今回の出張のことをすっかり忘れていた。

『明日からいないけど、なにかあったら携帯に連絡くれ』

　帰り際、突然そんなことを言った不破さんを前に、思わず固まったまま彼の顔を凝視してしまったのは、彼の『明日からいないけど』というひと言だけが、やけに鮮明に耳に残ったからだ。

　え、明日からいないって、どういうこと？　まさか……だから、さっきエレベーターの中で、あんなことをしたの？　……なんて。

　冷静になれていたら、出張のことをすぐに思い出せただろうに。その時の私は動揺のせいで不破さんの言葉をそのままに受け取り、行き場のない不安に襲われた。

『なんだよ、その、〝寝耳に水〟って顔』

『……え、だって不破さんが、急に明日からいないなんて言うから』

　ほんの少し、震えた声。マウスを握ったままの手も震えていた。

　今考えても、どうしてそんなに不安に苛まれてしまったのかわからない。

　思い出しただけでも、穴があったら入りたくなるんだけど……。

『不破さん、どこか行っちゃうんですか……？』

　不破さんの顔を見上げながら、零した言葉。

　たぶん、その時の私は大層おもしろい顔をしていたんだろう。

　不安いっぱいに不破さんを見つめる私に、一瞬きょとんとした彼は、次の瞬間、ブッ！と効果音でも付きそうなくらいに吹き出すと、楽しそうに言ったんだ。

『……ただの出張だよ。ちゃんと帰ってくるから、いい子に待ってろ』




「――っていう感じでさ」

「ふぅん？」

「そりゃ、忘れてた私もバカだけど。『いい子に待ってろ』って、なに？　私、不破さんのペットじゃないんだけど！」

　不破さんと交わしたやり取りを思い出し、苛立ちとともにテーブルにグラスを叩きつけた。中身が揺れて、周りにはアルコールの飛し沫ぶきが飛び、点々と跡を残す。

「……いや、それはペット扱いしてるわけじゃなくて、もっと別の意味でしょ」

「別の意味って、なに。こっちの気も知りもしないで、からかったのに？」

「ハァ……そうじゃなくてさ。つまり不破さんは、蘭のことがかわいくて仕方ないってことなんじゃないの？」

「ブ……ッ！」

　溜め息混じりに吐き出された言葉に、今度は飲んでいた烏龍ハイを噴き出しそうになった。慌てておしぼりを手に持ち、口元を押さえて前を向く。

「汚いなぁ……」

「な、なに言ってんの？　かわいくて……って、そんなわけないし、そもそも不破さんと私は、ただの上司と部下だし」

「ハイハイ、それはもう聞き飽きたから。っていうか、蘭も、不破さんって上司も大概面倒くさいわ」

　――金曜日の仕事終わり。カフェの案件がスムーズに進んでいるのをいいことに、珍しく十九時台にオフィスを出た私は、友達であるマキと駅前の居酒屋で久しぶりの再会をしていた。

　マキはデザイン学校時代からの同級生で、現在は印刷会社でデザイナーとして働いている。癒やし系かつかわいい系の見た目とは裏腹に、ズバズバとあけすけな物言いをするギャップが売りの世渡り上手だ。私は、その裏表のない性格が大好きで、卒業してからも、こうして定期的にお互いの暇を見つけて逢おう瀬せを重ねていたりする。

「じゃあさ、その辰野さんて人は、どうなの？」

　花の金曜日、店内は賑わっていて店員さんは忙しなくオーダーの声を響かせている。

　私たちがいるのは、パーテーションで個室風に隔離された席。磨かれたテーブルに頬杖をついて、枝豆のさやで私を指差しながらマキが言った。

「辰野さん、明らかに蘭狙いじゃん」

「っ！」

　その言葉に、必然的に心臓が跳ねる。

「辰野さんは、アリなんじゃない？」

　悩んでいる私を見て、半分以上、楽しんでいるであろうマキ。

　今やっている仕事の話から始まり、辰野さんの話……お酒の勢いまで借りて不破さんとのエレベーター事件のことまで話してしまった末路がコレだ。

　まさかの、恋バナで盛り上がる高校生の放課後状態。学生が好きな甘いミルクティーがお酒に変わって、内容には青春感ほぼゼロだけど……。

「辰野さんは……そういうつもりじゃない、っていうか、リップサービスだと思ってる」

「手まで握られといて、よく言うわ。相手がイケメンじゃなかったら、私ならセクハラで訴えてるね」

「う……っ」

「辰野さんは明らかに口説きにきてるんだから、まずはそこから認めたら？」

　私の主張を呆気なく一いっ蹴しゅうすると、マキは枝豆のさやを揺らしながら「生、おかわりー。あ、ジョッキで」と通りがかりの店員さんに声をかけた。

　……オッサンだよね。ホント、見た目とのギャップがすごすぎる。

「でも、もしそうだとしても、辰野さんに関しては大切な仕事相手だし……ハッキリ言って、それ以上には見れないというか……」

「ハァ……蘭、アンタ……。そんなこと言ってたら、これから一生彼氏なんてできないよ？　仕事一筋の蘭が、仕事以外での出会いなんてほぼないんだから」

「う……っ」

「っていうか、その辰野さんって人も、かなりの優良物件なんでしょ？　そんな人に口説かれて、いい年してカマトトぶってる場合？」

　呆れたように目を細めて、ようやく枝豆のさやをお皿に置いたマキを、それ以上見ることもできずに私はテーブルの上にうなだれた。

　確かに、マキの言う通り。最後に彼氏がいたのは……デザイン学校時代。つまり、働いてからは一度もいい出会いがないということで、それというのも私が仕事漬けの日々を送っているからに他ならない。その間、彼氏が欲しいと思わないでもなかったけれど、実際いたらいたで面倒くさいなぁと思っていたのも事実。

　本当に今さらだけど、二十八歳おひとり様、いろんな意味で不安しかない……。

「平日は朝から晩まで会社に缶詰、深夜に帰宅して死んだように寝て、また朝起きて出勤して……以下略。休日は日頃の疲れを癒やすかのごとく寝てるか、出掛けても男との出会いはなさそうなとこばかり」

「……それは、私が唯一休日の楽しみで出掛けるカフェや本屋さんや、エステや……お寺巡りのことをおっしゃっているんでしょうか……」

「そう、その寺巡り！　アンタ、どんだけ寺好きよ!?」

「だって、鎌かま倉くらとか……休日に出掛けて、お寺行ってマイナスイオン浴びて癒やされて。帰りがけに大好きなカフェ行って読書とか最強コースなんだもん」

「呆れるわ」と言葉の通り、心底呆れた声で言われるから、テーブルに伏せた顔を上げられない。

「私や蘭が働き出して、もう七年だよ？　七年、そんな日々を繰り返してるんだよ？」

「…………」

「以上を踏まえた上で、その辰野さんという人が現れたのが、奇跡のように感じない？」

「……確かに、奇跡かも」

「でしょ？」

　当然のように言い切るマキを前に、もう返す言葉も見つからなかった。四方八方から的確に責められて、せめてもの抵抗がテーブルに突っ伏すことだなんて負け犬の遠吠えもいいところだ。

「でも……もう、考えるのも面倒なんだよね……」

　他人事のように呟いて、烏龍ハイに口をつければ、ジロリとマキに睨まれる。

「なに、その投げやりな言い方は！　アンタ、自分のことなのに真剣に考えてるの!?」

「か、考えてるけど、ちょっともう考えてる時間が面倒だし、もったいないなぁって……」

「はぁ!?」

　たぶん、いや絶対、その言葉がマキに火を付けた。

　次の瞬間、今まで以上に鋭く睨まれて、思わず背筋が寒くなる。

「アンタねぇ、面倒くさくなってる場合じゃないから！　そもそももったいないってなに!?　これで、辰野さんの誘いを断ったら、そっちのほうがもったいないわバカ！」

「う……っ」

「恋のキッカケを面倒くさがったら、もうなにも始まらないじゃない！　一生おひとり様でいる覚悟もないくせに！　もう、本物のバカなんだから！　蘭のバカ！　ホント、バカ！」

「な、なにも、そんなにバカバカ言わなくても……！」

「だって、呆れるくらいバカなんだもん」

　ツン、と顔を逸らしてしまったマキを前に、私はアルコールの回った頭で必死に弁解の言葉を探した。

　確かに、あの、どこからどう見ても素敵な辰野さんの誘いを断るのはもったいないことなのかもしれない。辰野さんに憧れている女の子はカジタ社内にたくさんいるだろうし、辰野さんはさぞかしモテることだろう。

　だけど、それはそれ。これはこれ、だ。私は今、仕事が楽しくて。その仕事相手である辰野さんとそういう関係になることは、なんとなく……なんとなくだけど、私の小さなプライドが許さないというか、仕事は仕事、恋愛は恋愛と割り切って、辰野さんを見ることはできないから……。

「私だって、辰野さんに誘われたのは嬉しかったよ？　でも今はそれよりも、任されている仕事を最優先にしたいし、負けたくないし……」

「……負けたくない？」

「っていうか、一度でいいから〝負けた！〟って思わせたいんです！　……頼りになるって、思われたい」

「蘭……？　アンタ、なに言って」

「そりゃあ私だって自分がバカなことくらい自覚してるし、今さらそんなこと言われなくてもわかってますから！　不破さんに言われなくても、私は自分という人間のことくらい、ちゃんとわかってるの。だから――っ!?」

　と、そこまで言いかけて、私は思わず固まった。それと同時に、「お待たせしましたー」なんて明るい声を連れて、先ほどマキが注文した生ビールが到着する。

　ヤバイ。私今、なに言った？

「あ、あの、マキ、今のは」

「あのねぇ……。悪いけど、私は蘭の上司の〝不破さん〟じゃないから」

「……っ」

「一体どこから、私のことを不破さんだと思ってたわけ？」

　今の今まで、アルコールでクラクラしていた頭。それが一瞬で現実へと引き戻されて、マキの言葉に、酔いが醒めてしまいそうなほどうろたえた。

　私、今……とんでもない、失態を犯した。

「い、今のは、その……」

「へぇ？　不破さんに、〝バカ〟って言われたんだ？　それは日常的な話？　それとも、ついこの間のエレベーターでのキス未遂の時に？」

「キ……っ、キス未遂なんかじゃないから……！　キスなんて、私は期待してなかったし……！」

「へぇ？　ふぅーん？」

　再び目を細めるマキを前に、身体がお酒のせいとは別に熱くなっていく。

「わ、私と不破さんはっ、ただの上司と部下だから……！　その上司と部下が、キスなんてしたら変でしょ……!?」

　今度こそ、まるで言い訳にしか聞こえない弁解の言葉を吐いた。必死になればなるほど思う壺だとわかっていても、どうしても必死にならざるを得ない。

　その理由も、今、引き合いに出されているのが、あの不破さんだから。

　私の上司の不破さんだから、どうしても折れるわけにはいかないのだ。

「じゃあ、仮にもしアンタたちが、ただの上司と部下だとしてもね？　そこに恋愛感情があったら、たとえ上司と部下でも、キスしたって変じゃないでしょ」

「だからっ！　恋愛感情とか、これっぽっちもないし！」

「なにかされるかもって、期待したくせに？」

「……っ!!」

　真っ赤になる私を前に、マキはおもしろそうに口角を上げた。

　その仕草が、なんとなく不破さんを彷ほう彿ふつとさせて、余計に身体が熱を持つ。

　いや、ここでなぜ、さらにマキを不破さんに繋げようとしてるの私……。っていうか、マキ、絶対楽しんでるよね……。

　ああ……もう。なんで、こうなった？　そもそもマキの言葉を不破さんに重ねてしまったところから始まって、つまりはなにが原因でこんなことになってしまったかといえば、やっぱりそれは……。

「……頭が痛い」

「久しぶりに飲んだからじゃない？」

　言いながら、さり気なく水を私の前に置いてくれるマキは優しいのか厳しいのかわからない。

「それにしても、蘭って曲くせ者もの好きだね。私だったら不破さんじゃなくて、素直に口説いてくれる辰野さんを選ぶよ」

「いや……だから私は、不破さんを選んでないし」

「でもまぁ、もしも私が蘭だったらって考えると、不破さんを選ぶのかなぁ。自分のことを、そこまでわかってくれる人ってなかなかいないし」

「いやいや、だからね？　私は不破さんを選んでなんて……」

「って考えると、やっぱり不破さんかぁ」

　もうダメだ。これはもう、なにを言っても聞く気がない。

　仕方なく諦めた私は、マキが差し出してくれた水の入ったグラスに手を伸ばした。カラン、とグラスの中で転がる氷。唇につければ喉の奥を冷たさが通り抜け、熱くなった身体を少しだけ冷ましてくれる。

「でもさぁ、同業者って大前提として、仕事において相手を尊敬できないとダメだよね」

「……不破さんは、デザイナーとしてはすごい人だし尊敬してるよ」

　氷水の冷たさのお陰か、その言葉だけは滑るように唇から溢れ落ちた。

「へぇ……。恋愛関係についてはかたくなに認めないけど、尊敬してることは簡単に認めるんだ？」

　素直な私の返答に、マキは今度こそ驚いたように目を見張る。

　かく言う私はようやく観念して……というか、投げやりになったと言ったほうがいいのかもしれない。もう、ここまで来たら、どうにでもなれと思ってしまった。

「認めるよ。だって、本当に尊敬してるんだもん」

「まぁ、それはこの七年、蘭を見てればわかるけどさ」

「その七年、私は不破さんを……ずっと、そういう目でしか見たことなかったんだよ。いつもはイジワルで、腹立たしいくらいに人のことをからかってくるくせに、仕事になると別人で、妥協がなくて……」

　それでいつだって、私の隣に、いて。

「だからマキが言うように、もしも不破さんに恋愛感情なんて抱いちゃったら、私は、どうしていいかわからなくなるの」

　続けて零れた言葉も、今の私の精一杯の本音で、嘘は少しも混じっていなかった。

　あのエレベーターの中で、ドキドキしたのも本当。期待したのも……認めたくないけど、本当だ。

　でも、なにに期待をしたのかと問われれば、それを説明するのは難しい。

　不破さんからのキスを期待したのか、もっと別の、明確な言葉を期待したのか。

　それは……どちらも正解で、どちらも間違っているような気がする。

　――だけど、ただ、ひとつだけ。ハッキリとわかることが、あるとするなら。

『お前のことなら、自分でも嫌になるくらいわかるんだよ』

　それは、不破さんから渡された行動や熱のすべてを、少しも嫌だと思わなかったことだ。不破さんに距離を縮められた時、動揺はしたけど、少しも嫌な気持ちにはならなかった。

　相手は、尊敬する上司の不破さんなのに。ときどきムカツク、ただの上司の不破さんなのに……。

　だからこそ私は混乱して、そんな自分の気持ちに戸惑って、どうしたらいいのか、わからずにいる。

「もう、これ以上考えると疲れる……」

　くしゃり、と溜め息とともに長い髪に指を通せば、「いい悩みなんじゃない？」と、やっぱりマキは楽しそうに笑った。

「……マキの、薄情者」

「ひどーい。私は、一緒に悩んであげてるのにー」

「嘘つき……半分以上、楽しんでるくせに」

「アハハッ、正解」

　笑いながらビールジョッキを揺らすマキに触発されて、私も再び烏龍ハイに手を伸ばした。

　こんなに飲んだのは、いつぶりだろう。だけどもう、今日は飲まなきゃ、やってられない。

「っていうかさ、話を聞いてて思ったんだけど」

　喉の奥を濃い苦味が通り過ぎたと同時に、正面から言葉を投げられた。

「……なに？」と、訝しげに返事をすれば、相変わらず楽しそうにマキが言う。

「そもそも、蘭はどうしてデザイナーになったの？」

「なんで急に、そんな話になるの……」

「えー？　だって蘭って、宝の持ち腐れだよなーって。蘭の容姿で美容部員とかになれば、説得力もあって今より華やかな毎日になってたかもしれないよ？」

　突拍子もない質問に、一瞬、言葉を止めてマキを見た。

　渡された言葉をアルコールの回った頭の中でなんとか整理して、私は自分の心を確かめるように、再びゆっくりと口を開く。

「それは、小さい頃からの夢で……私は――」

「あー、私が蘭だったらなぁ」

　だけど、カラカラと笑いながらそんなことを言うマキも、今日はお酒が進むペースがいつもより速い。

　そんな彼女に、どうして今の今まで、私は気付かなかったんだろう。気付けなかったんだろう。

　……私って、本当にバカだ。

「ねぇ、蘭も、別の誰かの人生を一度でいいから体験してみたいとか思わない？」

「……これから結婚する人が、なに言ってんの？」

　ぽつり、と不意打ち気味に呟けば、マキはビールを飲もうとしていた手を一瞬止めて、「まぁ、それもそっかー」と、曖昧に笑った。

　そもそも、マキとこうして久しぶりに会うことになったのも、マキが三年ほど付き合っていた彼と結婚することになったからだ。それを三日前に電話で報告されて、お祝いと称して飲みに行こうという話になって今に至る。

　それなのに、いつの間にか話の中心が私のことになっていた。本当なら最初からマキの話を聞くべきだったのに、どうして私の話一辺倒になっていたんだろう。

「……結婚しても、デザイナーは続けるの？」

「無理だろうね」

　だけど、その理由はすぐにわかってしまった。私が声を潜めて投げた質問へ、呆気なく返された予想通りの返事こそが、マキが進んで自分から話を始めなかった理由だ。

「そもそも、彼は前々から私に不規則な生活のデザイナーを辞めてほしがってたし。それを理由に、私がずっと結婚を引き延ばしちゃってたから、余計にデザイナーでいられるのが嫌みたい」

　ビールジョッキについた水滴を指先ですくうマキの目が、一瞬、揺らいだのを私は見逃さなかった。

　マキは結婚する彼に一年以上前にも、一度プロポーズをされたのだけれど、『もう少しデザイナーとして働きたいから』と返事を濁して、彼のことを待たせていた。それが今回結婚に至ったのは、彼が再度マキにプロポーズをしたからだということまでは、先の電話で聞いていたけど……。

「彼の気持ちを考えたら、二度も返事を濁すわけにはいかないでしょ」

　彼はマキの身体を心配して、結婚したらデザイナーを辞めて家庭に入ってほしいと願った。そんな彼の気持ちをマキは重々理解していたし、彼のことがとても大切なのだとも言っていた。

　仕事か、結婚か。この二択を迫られたマキは、悩みに悩んで――ついに答えを出したということだ。

「正直言って、仕事に未練がないと言ったら嘘になるよ？　でも、結婚して家庭を守るとなったら、いつまでも自分本位ではいられないのはお互い様だし……」

　そう自嘲気味に笑うマキを前に、なんと返事をしたらいいのかわからなかった。

「仕事と結婚と、両立できたらそれが一番だと思う。だけど、私の彼はそれを望んでいなかった。だから、私が折れただけ。なにより、今のまま仕事を続けるには、パートナーからの理解が必要不可欠だったから」

「理解が……」

「毎日残業続きで、深夜一時帰宅も日常で……なんて、やっぱり一般的な感覚では理解しがたいよね」

「…………」

「欲しいものがあれば、今あるなにかを手放さなきゃいけない……ってこともある。それが私の場合はデザイナーという仕事だった。ただ、それだけのこと」

　キッパリと言い切るマキは、いつも言葉に嘘がなくて、自分の気持ちにまっすぐで、昔から、自分が大切にしたいものを大切にできる女の子だった。誰よりも自分という人間をよく知っていて、自分の限界や、自分が手の届く範囲をしっかり見極めている。

「なによりデザイナーとしての私は、これまで精一杯頑張ってきたから。だから今は……結構、スッキリしてるんだよ」

　そう言うマキの目にはもう、迷いは感じられなかった。

　つい先ほどまで、うるさいくらいに賑わいでいた店内が、今はなぜかとても静かに息を潜めているように感じる。

　……もうきっと、マキはずいぶん前から、この答えを選ぶことを決めていたんだ。

　今日までずっと一緒に励まし合ってきたマキが、結婚してデザイナーを辞めてしまうのは、すごく寂しい。本当なら、これからもマキの仕事を見ていたいし、マキが同じ業界からいなくなるのは心細くもある。でも、それ以上に私は……大好きなマキが選んだ道を、心の底から応援したいとも思う。

　マキが選んだ道なら、それはきっと、彼女の幸せに続いていく道だと思うから。

「……私は、マキがデザイナーとしてすごく頑張ってたの、ずっとずっと見てきたから」

「……うん」

「私にとっては、マキも尊敬するデザイナーのひとりで、それはこれからもずっと、変わらない」

　涙をこらえて笑顔でそう言えば、マキは一瞬きょとんと目を丸くした。

「――マキ、結婚おめでとう」

　けれど、私がそう声にした瞬間、今度はまるで、花が咲いたようにかわいらしく、それでいてとても綺麗に、笑って。

「ありがと、蘭。大好き」

　鈴の鳴るような声で言葉を紡ぐと、すっかり泡の消えてしまったジョッキを手に持ち、私の手元にあったグラスにぶつけて、とても楽しそうに笑ってみせた。










宝の持ち腐れ




「……完全に、飲みすぎた」

　終電間際の二十三時。こんな遅くに、フラフラとおぼつかない足取りで会社まで戻らなきゃいけないなんて最悪としか言いようがない。

　散々マキと飲んだくれ、いざお会計……という時になって、私は自分が財布を持っていないことに気が付いたのだ。

『蘭、アンタ、私の結婚を祝う気ゼロでしょ』

　マキの言葉は、ごもっともだ。

　かく言う私は、お会計を済ませてくれる親友の横で財布の在り処をアルコールに浸った頭の中で必死に探した。

『どこに忘れたのか、思い出した？』

『思い出した……』

　……間違いない、オフィスの、デスクの引き出しの中だ。お昼にビル内の自販機で飲み物を買って、引き出しの中にしまいこんで、そのまま……。

　自分のバカさ加減に、気持ちよく酔っていた心は一気に現実へと引き戻される。

『今度は、ランチ奢ってよね』

　その上、そう言って肩を叩く親友は、落ち込む私を見てやっぱり楽しそうに笑うと、呆気なく改札の向こうへ消えていった。

　それにしても……こんなに飲みすぎたのは、いつぶりだろう。

　ぼんやりとそんなことを思いながら、私はオフィスに向かう足を少しだけ早めた。

　肝心の終電まで、あと三十分と少し。駅からオフィスまでは徒歩十分圏内だし、財布を取って戻るくらい問題ないだろう。幸い、急遽仕事に戻らなければいけなかった時のことを想定して、オフィスの鍵はきちんと持っている。

　そういうところだけはやけにしっかりしている自分に、今だけは救われた。

「……あれ？」

　けれど、ビルに着いてエレベーターに乗り、オフィスのある階で降りて廊下を歩いていけば、ぼんやりと灯る明かりが目に映った。

　まさか、誰かまだ残って仕事してる？

　その明かりは間違いなく目的地であるオフィスから漏れていて、思わず急いでいた足を止めた。

　今日は、珍しく早めに上がれるかもってカニさんもサルさんも話していたのに、まさか社長でも残っているんだろうか……。だとしたら、アルコール臭を漂わせてオフィスの中に入るのは気まずいなぁ、なんて。

　そんなことを思いつつも、時間もない上に財布がないと帰ることもできない私は、観念してオフィスのドアを開けた。

「……え」

　すると、ドアを開けた先。そこにいた思いもよらない人物に、私は驚きで目を見開いて固まった。

「不破、さん……」

「日下部……お前、なにやってんだ」

　自身のデスクの前に立ち、中腰になりながらＰＣの画面を眺めていた不破さんも、その格好のまま固まってこちらを見ている。

「なにやってんだ、って……不破さんこそ、なにやってるんですか……」

　口をついて出たのは、ごく自然な疑問だ。

　だって、次に会えるのは週明けの月曜日だと思っていたのに……なぜか仕事帰りのような不破さんが、今目の前にいる。嫌味なくらいによく似合うビジネス用のブラックスーツ姿に一瞬見惚れて、慌てて思考を呼び戻した。

　いや、不破さんがそんな格好をしているのは出張に行っていたからこそかもしれないけど……だとしても、やっぱり、なんで今ここに不破さんがいるの？

「気になる案件があったから、一回家に帰って荷物置いてから来たんだよ。電車は終電を気にしなきゃいけなくて面倒だし、車で」

「あ……なるほど」

「で？」

「え？」

「なんでお前は今、出勤してきたわけ？」

「……え？」

「っていうかお前……すげぇ、酒臭くねぇ？」

「……っ」

　その言葉に、思わず顔が熱を持った。

　出張終わりで疲れているはずなのに、気になる案件があったからと、わざわざ会社に来たらしい不破さんと……完全に飲んだくれて、財布を忘れて取りに戻ってきた酔っ払いの私。状況としては、デキる上司とダメな部下だ。

「お前さ……酒弱いくせに、あんま飲みすぎんなよ」

「……すみません」

　謝罪の言葉が素直に口から零れたのは、無性に罪悪感に駆られたから。

　お疲れのところ、アルコール臭漂わせてオフィスに登場して、すみません……。本当に、どこまでバカなの私は……。

「で？」

「……え？」

「忘れたのは、携帯か財布か」

　けれど、落ち込む私とは裏腹に、淡々と言葉を紡ぐ不破さんは突然耳を疑うようなことを言い出した。

「……ああ、携帯はないか。ってことは、財布はデスクん中か？」

「…………」

「まさか、珍しく飲んで酔っ払って、この時間に財布の在り処がわからないとか言うなよ」

　呆れ半分、溜め息混じりにそう言った不破さんは、マウス片手にＰＣ画面を眺めたまま顎で私のデスクを差す。その仕草にも一瞬見惚れて、再び慌てて思考を戻した私は戸惑いながら彼を見た。

　……なんで。

「なんで、わかったんですか……？」

「は？」

「わ、私が、携帯じゃなくて財布を忘れたって……」

　呆然としたまま声をかければ、ゆっくりと顔を上げた彼と視線と視線がぶつかった。

　イジワルに弧を描いた唇は、今からなにを言うつもりなのか……。

　不本意にも胸がドキドキと高鳴って、うるさくて仕方がない。

「仕事に必要な携帯は、お前は絶対、忘れないだろ」

　そう言って、優しく目を細めた不破さんは、再びＰＣの画面へ視線を落とすと、カチカチとマウスを鳴らしながらキーボードを叩く。

　静寂に囲まれた空間で、不破さんの存在を全身で感じる。ほんのりと漂う煙草の苦い香りは不破さんのもので、なんだかそれだけで胸が安心感に包まれた。

　聞き慣れた、キーボードを叩く音がやけに私の心に染み込んで、なぜだか無性に嬉しくて。

　……不破さんが、そばにいる。

　その事実と、カチカチと時間を刻む時計の針の音に誘われるように、ゆっくりと歩を進めた私は、自身のデスクの前で足を止めると目的の引き出しを無造作に開けた。

「あったか？」

「……ありました」

「そりゃよかった」なんて至極適当な返事をする不破さんは、本当にいつも通りで嫌になる。

「言っとくけど、お前のデスクの中なんか見てないからな」

「ストーカーですね、完全に」

「おい、ふざけんな」

「あ、それと。不破さんが気になってたらしい案件、やっておきましたから。月曜日に入稿です」

「……ああ、今見た」

　その言葉を合図に、光の消えたＰＣ画面。回っていたＰＣのファンが止まり、オフィスの中は今度こそ完全なる静寂に包まれた。

　今は酔っ払いだけど、昼間は不破さんの部下としての仕事を全うしていたんですから。

　心の中でそう呟いて、不破さんの綺麗な横顔を眺めた。

「サンキュ、助かった」

「別に……通常業務をこなしただけです」

　先ほどから、うるさいくらいに高鳴る鼓動。

　不破さんからの〝ありがとう〟に、わかりやすく嬉しさが込み上げて、それがバレないように、私は財布を掴むと鞄の中に押し込んだ。

　……今日は、本当に飲みすぎた。早く家に帰って、お昼までグッスリ寝よう。だって明日は土曜日だ。

「それじゃあ、お疲れ様でした」

「……ああ」

「また、来週です」

　けれど、そう言って踵を返した瞬間、突然視界が大きく揺れた。

　そのまま一瞬、全身から力が抜けて……。

　ああ、これ転ぶ……と思ったと同時に、身体が熱いなにかとぶつかった。

「……だから、飲みすぎだって言ったろ」

「不破、さん……」

　力強く掴まれた、私の二の腕。抱き寄せられるように身体を引かれて見上げると、吐息と吐息のぶつかる距離に不破さんの整いすぎた顔があった。

「お前……睫毛、長いな」

「ふ、不破さん、こそ……」

「それ、男が言われても嬉しくねぇよ。っていうかお前、どんだけ飲んだんだよ……」

　再び溜め息をつかれて、今度こそ胸がチクリと痛む。

　どんだけ飲んだんだ、って。一体、誰のせいで飲まなきゃやってられなくなったと思ってるんですか。誰のせいで、こんなにドキドキしてると思ってるの？

　もちろん、これは八つ当たり。完全にただの八つ当たりだけど、でも私は……。

「……私、いい子に待ってましたよ」

「……は？」

「不破さんの言いつけ通り、ちゃんといい子に待ってました」

　まっすぐに見上げた顔。ブラウンの瞳が大きく見開かれ、私を映して、一瞬揺れた。

　あからさまなその動揺を見た瞬間、すぐに頭の中には後悔の二文字が過る。

　……私、今、なにを言おうとした？

　誰のせいでドキドキしてると思ってるのか……なんて、まさか、そんなの不破さんに言えるわけがないのに。だって、そんなことを言ったら、まるで私が不破さんのことを意識してるみたいじゃない。

　からかわれて、バカにされて……イジワルばかり。

　それでも私の、尊敬する上司。私が憧れている、デザイナー。

　私が不破さんに恋愛感情を抱くなんて、そんなの絶対ありえない。

　不破さんは、ただの上司なんだから。私の、上司なんだから。

　だから私は、不破さんのことなんて……。

「……蘭、お前」

「っ、わ、私だって、たまには飲みたくなる時くらい、あります」

「……は？」

「だからっ、飲みたくなる時もあるんです……！」

　不破さんの艶のある声を遮るように言葉を投げれば、すぐに彼が眉根を寄せて私を見た。

　それに気付いていないふりをしながら下を向くと、彼の胸に額を押しつける。

「……デザイナーの親友が、結婚するからって仕事を辞めることになりました」

　思わず、震えた声。

　私は無意識に、不破さんが着ているジャケットを握りしめていた。

　別に、これはごまかそうとしているわけじゃない。これだって、今の私の本音だから。

「突然、だったんです。その子は、ずっと前から決めていたのかもしれないけど……私にとっては、突然だったの」

　不破さんのことだけじゃない。

　それは今日の私が、飲みすぎてしまった、もうひとつの理由だ。

「親友からデザイナーを辞めるって聞かされた時、意地張って応援の言葉を送りましたけど、本当はすごく寂しいし……辞めてほしくなかった」

　ぽつり、ぽつりと話し出せば、今度こそ不破さんが黙り込む。

　そんな不破さんに甘えて、私は胸にはびこる思いをひとつひとつ、剥がすようにして言葉に変えた。

「……だって、これまで一緒に励まし合って頑張ってきたのに。マキは、デザイナーという仕事が大好きだったのに。それなのに……こんなに、呆気なく辞めるなんて思わなくて」

「…………」

「これで私の周りのデザイナーの友達は、全員結婚を理由に仕事を辞めました」

「…………」

「私だけ、なんです。私だけ、おひとり様で取り残されました。結婚したら、デザイナー辞めなきゃいけないの？　どうして？」

「…………」

「こんなの、飲まなきゃやってられないです」

　ギュッと握りしめた手のせいで、不破さんが着ているジャケットには大きく皺が寄る。

　彼氏もいない、仕事一筋の私は結婚というものに現実味がないから、こんなことが言えるのかもしれない。結婚しても今まで通りなんて……それはやっぱり、私の考える夢物語なのだろうか。

「時々、どうしようもなく、独りでいるのが不安になることがあるんです」

　どうして今、こんなことを不破さんに話しているのかわからない。

「私だけ、周りから取り残されていくような気持ちになることがあります」

　だけど、これだけはマキにどうしても言えなくて。

　私は、プライドばかりが高くて、自分勝手で薄情な女だ。友達や、マキには幸せになってほしいけど……それ以上に、自分だけ取り残されていくことが不安だなんて、そんなことを思う自分が情けない。

「もしかしたら私は一生仕事人間で……私生活では一生おひとり様で生きていくことになるのかも……。つまり、行く末は孤独死です……」

「お前って、時々とんでもない方向に思考がぶっ飛ぶよなって、その親友とやらにも言われねぇ？」

　唐突に口を開いた不破さんは、私の言葉に呆れたように溜め息を零した。

　だけど、こんな時にも図星をついてくるイジワルな不破さんに、ついイラッとしてしまって俯いていた顔を上げる。

　もう、酔っ払いって本当に恐ろしい。弱音を聞いてもらっている立場でイラッとするなんて、お酒の力はすごいよね……。

「っ、今、私は、真面目に話してるんです……！」

「わかってるよ」

「わかってないです!!　本当に時々、どうしようもなく心細くなって不安で……未来なんて見えないし、私は本当にデザイナーとしてもやっていけるか心配になることもあって、だから――っ!?」

　けれど、そこまで言いかけて、突然声が出なくなった。

　気が付けば不破さんの顔が見えなくなって、唇には温かいなにかが触れている。

「とりあえず、黙っとけ」

「……っ！」

「この、酔っ払い」

　イジワルにそんなことを言った不破さんは、「お前、ホント酒臭いよ」と、楽しそうに笑う。

　……え、っていうか、ちょっと待って。今の、なに？　ええと……今のって、もしかして、もしかしなくても……私、不破さんに、キスされた？

「お前の言いたいこと、ちゃんとわかってるから」

　言葉もなくして呆然と不破さんを見上げていれば、優しく髪を撫でられた。

　不破さんの長い指がまるで愛おしむように触れるから、たったそれだけのことでも胸がドキドキと高鳴って仕方がない。

「とりあえず、孤独死はしないから安心しとけ」

　その意味深な言葉に……今度こそ顔が火照っていき、私は慌てて一歩後ろへと足を引くと、不破さんの身体から離れた。

「な、なんで不破さんが、そんなことわかるんですか……!?」

「言っただろ、お前のことなら自分でも嫌になるくらいわかるって」

　まっすぐに向けられた瞳。こういう時は、いつも、私をからかうくせに。

　ひどく真剣な面持ちで私を見つめる不破さんを前に、私の身体はわかりやすく熱を持った。

　いつもの、不破さんじゃない。不破さんだけど、こんな表情……私は、知らない。

　相変わらず、早鐘を打つように高鳴る心臓は正直で、私は金縛りにあったように不破さんから目を逸らせずにいた。

「おい、聞こえてんのか？」

　確かに、あのエレベーター事件の時に、私のこと、わかるって言われたけど。それは私もその通りだと思っていたし、私だって不破さんのことをわかっているつもりだった。

　だけどそれは、こういうことじゃない。私はあくまで、不破さんとは上司と部下という関係のもと、相手のことがわかっているつもりでいたのだ。

「ふ、不破さんは、わからないと思いますけど、私って救えないくらいに料理下手です！」

「は？」

「料理のセンスゼロだし、お鍋とか、すぐ焦がしちゃいます……！」

　思わず声を張り上げれば、不破さんがあからさまに眉根を寄せた。

　でも、どうにかして否定しないと、不破さんと私がまるで、ただの上司と部下ではないと言われているみたいで……。その上、今の言い方だと、まるで不破さんが私のことを将来は面倒見る、みたいに聞こえたし。

「いや、わかるだろ。だってお前、確か毎週、料理上手の姉貴に手料理届けてもらってるって言ってたし。料理得意なら、そんなことしてもらう必要ないしな」

「う……っ」

「まぁ、いいんじゃん？　俺は、そこそこ料理できるし」

　だけど、どんなに抵抗しようとしても、不破さんのほうが一枚上手で。

　なにを言っても、結局、自分が墓穴を掘るばかりだった。

「それで？　他に、言いたいことは？」

「わ……っ、私の理想は仕事ができて優しくて、私より背が高くて、浮気しなくて。ギャンブルしなくて、基本的に価値観が合って……ある程度ユーモアがあって、普通にカッコよくて、やっぱり仕事ができて……私の仕事に、理解のある人です……っ！」

「お前の理想、高すぎじゃねぇ？」

　そう言うと、今度こそ不破さんがこらえかねたように喉を鳴らして笑った。

　本当に、どうしてこんなことになっているのか……。だけどもう、どうやっても後には引けない。

「そ、そうです、高いんです！　だから、なかなか理想の人には出会いません！」

「あー、な」

「それに、そもそも私は、〝宝の持ち腐れ〟みたいで……」

「宝の持ち腐れ？」

「し、親友に、言われました……。私は、どちらかというと美容系の仕事に向いている容姿だって……」

「ああ、まぁ……」

「もし、そっちの仕事に就いていたら、今より華やかな毎日だったんじゃないかって。でも私はやっぱり、デザイナーという仕事が好きだし、だから……」

　自分でも、なにを言っているのかわからなくなってきた。お酒の力って本当に怖い。

　けれど、そこまで言えば不破さんは、

「それは俺も、お前に同意だな」

「え……？」

「だって、お前がデザイナーになってくれなきゃ、お前のこと捕まえるのが今よりもっと遅くなったかも」

　そう零しながら……嬉しそうに破顔した。

「……っ」

　その笑顔があまりにも無防備で。こんなふうに笑う不破さんはめったに見られないから、思わず食い入るように見つめてしまう。

　さっきから、胸が痛いくらいに高鳴って仕方がない。

　本当に、なんなの、これ……？　一体、なにが起きてるの？

「っていうか、別に、持ち腐ってもいいだろ」

「……え？」

「だって、お前の見た目も、お前のもんなんだし。お前がどうしようとお前の自由じゃん」

　けれど肝心の不破さんは、そんな私の心情は知る由もなく……。

　当然のことのようにそう言うと、デスクの上に置いてあった煙草をスーツのジャケットの胸ポケットへとしまった。そして、もうひとつ。同じく自身のデスクに置いてあった黒革のキーケースを手に持つと、唐突に私を見て、口角を上げる。

「それ、持ってろ」

「……わっ!?」

　言葉と同時に――キーケースが、私に向かって放り投げられた。

　綺麗な放物線を描いて飛んできたそれを、危なげなくキャッチすれば、キーケースの中で鍵同士が喧嘩してぶつかる音がする。

「――裏の駐車場の二十五番に停めてある、黒のアルファロメオの前で待ってろ」

「え……？」

「もう、終電ないだろ。送ってってやる」

　嘘……!!

　慌てて時計を見てみれば、いつの間にか時刻は二十三時五十分を差していた。

　嘘……じゃない。確かにもう、終電は行ってしまった後だ。

「俺は、ビル前のコンビニで煙草買ってから駐車場行くから。お前、ちゃんとオフィスの鍵閉めて降りてこいよ」

「そ、そんな、それはさすがに申し訳ないから大丈夫です……！　不破さんは出張帰りで疲れてるのに、私の家を回ったら不破さん遠回りになっちゃう……」

　思わず口から出た言葉に、不破さんはドアに向かっていた足を止めた。そのまま振り返りざまに睨まれて、鋭い視線にドキリと心臓が大きく飛び跳ねた。

　なにを言われるのかと身構えれば、今度はひどく真剣な声色で糾弾される。

「酔ってるお前をここに置いて行くほうが、俺は休まらないってわかんねぇ？」

「……っ！」

「だから、素直に俺に送られてろ。この酔っ払い」

　その言葉に、今度こそ返す言葉を失った。

　沸騰したように熱い身体は少しも冷めてくれそうもなく、挙句の果てには不破さんが話すたびに、どんどん温度が上がっていっているような気さえする。

　ああ、本当になにがどうなっているんだろう。確かに、今日の私は不破さんの言う通りの酔っ払いだけど、そんな私よりも不破さんのほうが酔っているみたいだ。

　出張先で、なにか変なものでも食べたとか？　それとも疲れすぎて、ちょっと思考回路がおかしくなっている？

　真っ赤な顔のまま、なにも言えずに不破さんを見つめていれば、不意に口角が上げられた。その仕草に再び心臓が警けい笛てきを鳴らすように高鳴って、息の仕方も忘れそうになる。

　本当に……不破さんは、なにを考えているの？

　キーケースを持って固まったままの私を見て、イジワルに笑う不破さんの想いが掴めない。

「どうしても納得いかないなら、もうひとつ、理由をつけてやろうか」

　そんな私の心の内を見透かしたのか、不破さんは楽しそうに言う。

「へ……？」

「さっきの〝ご褒美〟だけじゃ足りないだろうし、だから、追加のご褒美で送ってってやるよ」

「ご褒美？」

「俺の帰りをいい子に待ってたらしい、ご褒美。ご希望なら……車の中で、もう一回してやってもいいけど？」

「……っ!?」

「一回で終わるかは、わからないけどな」

　喉を鳴らして笑った不破さんを前に……彼が、キスのことを言っているのだと、私は遅れて気が付いた。

　再び身体は火を噴いたように熱を持ち、耳まで赤く染まっていくのがわかる。

「わかったら、無駄な抵抗しないで大人しく車で待ってろ」

　言いながら、再び踵を返した不破さんは、茹でダコであろう私を残して颯爽とオフィスを出ていった。

　残された私は不破さんに渡されたキーケースを握りしめたまま……しばらく、その場から動くことができなくて。

　本当に……不破さん、なにか変なものでも食べたんじゃないの……？

　見慣れた時計の針が日付の変わる深夜零時を差しても、私の頭の中はまるで夢の世界にいるようだった。










灯台下暗し




「煙草、車の中では吸わないんですか？」

　赤信号で停まった車。

　運転席側の窓枠に肘を乗せ、気怠げに前方を見ていた不破さんに声をかければ、視線だけをよこされた。

　切れ長のアーモンドアイ。流し目が色っぽくて、それだけで心臓が大げさに高鳴ってしまう。

「においがついたら嫌なんだよ」

「におい？　……ああ」

　……意外だ。不破さんって、車に煙草のにおいがつくのを嫌うタイプだったんだ。どちらかと言えば、そんなの気にしませんって感じなのに。むしろ、運転中こそ気兼ねなく煙草を吸うイメージだった。オフィスだと廊下にある喫煙所でしか吸えないし。

　そんなことを思いながら、ついジッと綺麗な顔を眺めれば、不破さんが突然訝しげに眉をひそめる。

「……お前、なんか勘違いしてるだろ」

「え？」

「においがつくって、車にじゃないぞ」

「え……」

「お前の服とか髪につくって話だ」

　そう言うと、不破さんは呆れたように息を吐いた。

　同時に、私は自分の浅はかさを突きつけられて、顔が一気に熱を持つ。

　不破さんの車に乗せてもらって走り出してから、数十分。つまるところ、不破さんは煙草のにおいがつくと私が嫌がると思って吸わないでくれていたってことだろう。私を気遣って我慢してくれていたのに、呑気に『吸わないんですか？』なんて失礼にもほどがある。

「す、すみません、私のほうこそ気が利かなくて……。においとか気にしなくていいので、不破さんが吸いたかったら吸ってください。私は全然大丈夫なので！」

　そう言って顔の前でヒラヒラと右手を振れば、視界の端で歩行者専用信号が点滅を始めた。深夜の信号待ち、交差点で停まっているのは私たちを乗せた車だけ。

「俺が、嫌なんだよ」

「え？」

「お前に煙草のにおいがつくのは、俺が嫌だってこと」

　けれど私の返答に、不破さんは煙草を取り出すこともせず、予想のはるか斜め上をいく言葉を口にした。

　直後、赤から青に変わった信号。ギアに手を乗せ、アクセルを踏み込む前に、再び私に視線だけをよこした不破さんは意味あり気に口角を上げる。

「俺、お前のにおい、好きだし」

「……っ」

「まぁ、抱きしめた時に、お前から俺のにおいがするのも悪くないけどな」

　その言葉に今度こそボッ！と効果音でも付きそうなくらいに真っ赤になって固まれば、イジワルに目を細めた不破さんが小さく喉を鳴らして笑った。

　同時に、走り出した車。私は予測不能な運転手の横顔を見つめたまま、次の信号で停まるまで身体を動かすことができなかった。

「そもそも、絶対的によくないものを、お前に吸わせたくないしなぁ」

　また、赤信号。こんなにも、赤信号に捕まるのを恨む日が来るなんて。

　品のいい革製のシートに背を預け、独り言のように呟いた言葉はどこか自分に言い聞かせるようでもあり、それでいてなにかを諦めたような言い方だった。

　だけど私はその言葉に、今さらながら、とんでもない事実に気付かされてしまう。

　……ねぇ、私って、この七年、不破さんが煙草を吸っているところを何回見たことがある？

　慌てて記憶の糸を手繰り寄せても、思い出せる限り、片手で足りる程度だ。それはつまり、今の不破さんの言葉と私の記憶を照らし合わせると、不破さんは意図的に私の前では煙草を吸わずにいたということだろう。

〝灯台下暗し〟とは、まさにこのことだ。あまりに身近すぎて、全然気付けなかった。

「だから、俺はお前に煙草のにおいをつけんのも、煙を吸わせんのも嫌なんだよ」

　……ねぇ、どうして？　なんで、そんなふうに、まるで私を大切にしてくれるようなことを言うの？

　困惑する思考。ただ、それでも私の記憶にはハッキリと不破さんの纏う苦い煙草の香りが染みついている。その香りが鼻を掠めるたびに、それがどこであろうと、私は不破さんを当たり前のように思い出すのだ。まるで、不破さんが自分のそばにいるのは当然のことのように、いないはずの不破さんの姿を探してしまう。

　それが、どうしてなのか、理由なんて考えたこともなかった。七年も一緒にいたら、においくらい覚えてしまって当然だろう。もはや、一種の職業病のようなものであるとさえ思うほどに。そんなふうに考えていたけれど、もしかしてそれは、客観的に見たら、当たり前のことではないのかもしれない。

「まぁ、今日のお前は酒臭いし、マジで酔っ払いだけどな」

「す、すみません……」

　青信号。見慣れたオフィス街を抜け、車は海沿いの道をひた走る。

　落ち着かない思いで運転席を盗み見れば、ハンドルを握る上司はなぜだかひどく上機嫌だった。ラジオから流れる洋楽に合わせて、指先がリズムを刻んでいる。

　オフィスでもキーボードを叩く音が軽い時は決まって不破さんの機嫌がいい時で、その機嫌の具合は大抵仕事の調子と連動していた。

　ということは、出張先でよほどいい収穫でもあったのかな？　打ち合わせついでに、新たな仕事でももらってきた？　それとも……しつこいようだけど、やっぱりなにか悪いものでも食べたとか？

「あ、あの」

「そういえば、あっちで会った宇佐美さんが、お前にずいぶん感謝してたぞ」

「……え？」

「お前がデザインした企画物のミニパンフレット、ターゲットの女性客からかわいくて読みやすいってかなり評判らしい。次回もぜひ、お前にやってほしいって」

　突然の思いもよらない報告に、返事も忘れて不破さんの横顔を見てしまう。

「お前が認められるのは俺も嬉しいし、本当はすぐにでも、お前に伝えてやりたかったんだけど」

「……っ」

「まぁ……実際会ってみたら、珍しくお前は酔っ払っててタイミング逃して、伝えるのが今になったけどな」

　喉を鳴らして笑った不破さんを、瞬きをすることも忘れて見つめた。

　――不破さんの機嫌がいい理由は、私だったんだ。

「宇佐美さんが、今度こっち来る機会があったら、ぜひお前に挨拶させてほしいって」

　ドキドキと高鳴る鼓動。それをごまかすように、たった今、不破さんに言われたことを頭の中に並べる。

「お前も、やっと〝らしく〟なってきたな」

　相変わらず前を向いたままの不破さんだけれど、目には優しさを滲ませていて、誇らしげに弧を描いた唇を見た瞬間、どうしようもなく泣きたくなった。

「きょ、今日は、なんなんですか、ホントに……」

「なにが」

「人のこと酔っ払いだって言ってみたり、子供みたいに笑ったり、急に褒め出したり、突然、キスしたり……」

　涙が零れ落ちないように、ごまかすための予防線を張り巡らせる。

　こんなところで、当然の仕事を褒められたくらいで泣いていたら、自分はまだまだ半人前だ。

「キス、ねぇ……」

「ふ、不破さんは、からかってるつもりかもしれませんけど！　さすがに、キスはセクハラですからね、セクハラ！　セクシャルハラスメント！」

「それは、同意がない場合だろ。っていうか、同意がなかったら、セクハラどころの騒ぎじゃないけどな」

「そ、それはそうですけど！　でも、わかってるなら、どうしてオフィスで、あんなことしたんですか!?　いきなりキスするなんて、あんなこと――!!」

　けれど、必死に張った予防線ともなる言葉は、言い切るより先に不破さんの唇によって掻き消されてしまった。

　私が座る助手席に身を乗り出し、覗き込むようにして唇を重ねてきた不破さん。思わず身体を後ろに引こうとすれば、片手が後頭部に回されて逃げることは叶わない。

　すぐに頭の中が真っ白になって、あっという間になにも考えられなくなる。

「どうして、こんなことするか……理由、ホントにわかんねぇ？」

「……っ」

　ほんの少しだけ離された唇。言いながら、不破さんの指が私の顎先を優しく掴んだ。それと同時に酸素を取り込もうと唇を薄く開けば、その隙をついて再び唇を奪われ、今度は舌がねじ込まれる。

「ん……っ」

　初めて知る、不破さんの情熱的なキス。思わず甘い吐息が口から溢れて、身体中の血液が沸騰したように熱くなった。オフィスでされたキスは、ずいぶん手加減されていたのか。後頭部に回された手のひらが熱い。

　だけど不破さんとのキスは、やっぱり苦くて、どうしようもないほどに甘くて、癖になりそうで……。

　いつも感じている煙草の苦い香りに包まれ、安心感を覚えた瞬間、私は目の前のジャケットをそうすることが当たり前のようにギュッと掴んでいた。

「蘭……」

「……不破、さん」

　クラクラする。

　再びほんの少しだけ離された唇に、掠れたような色気たっぷりの声で名前を呼ばれた瞬間、『もっと』とねだってしまいたくなった。

　綺麗な顔を見上げて、甘い吐息を吐く。

　不破さんは先ほど私に、このキスの理由がわからないのかと尋ねた。

　わからない。わからなかったから、私が不破さんに聞いたのに、質問を質問で返すなんて、やっぱり不破さんはイジワルだ。

「……結局、ご褒美、増えたな？」

　緩く口角を上げた彼を前に、高鳴る鼓動。

　……ねぇ、不破さん。もしもこのキスに理由があるとしたのなら。

　これが、ただの気まぐれでも、悪い冗談でもないとしたのなら、私は。不破さんが、私を欲しいと思ってくれているなんて、そんなふうに思っていいんですか？

　私のこと、女として愛してくれているなんて、都合のいい解釈ですか。

「やっぱり俺、お前のにおい、好き」

　私の額に額をつけた不破さんが、そっと目を閉じてから、そんなことを言う。

　近すぎる距離に鼓動は高鳴るばかりで、近くで見ても綺麗すぎる顔立ちにそのまま見惚れた。

　ゆっくりと持ち上がった瞼。再び目が合えば、情けないくらいに胸がギュッと締めつけられる。

　――この七年、私は不破さんと、上司と部下という関係を守り続けてきた。もちろんその間、不破さんが私のことを女として見てくれているなんて、一度たりとも感じたことはなかった。

　それでも……不破さんが私のことを、部下として大切に思ってくれていたのは身に染みるほど知っている。どんな時でも、不破さんは私を部下として指導し、時には厳しい言葉もかけ、デザイナーとしてモノになるように導いてきてくれた。そんな尊敬する上司との関係が変わるなんて、考えただけで頭が痛くなるのも当然だ。

　私は怖かったんだ。不破さんとの関係に、少しでもヒビが入ってしまうことが。不破さんが隣にいることが当たり前になりすぎて、彼がいなくなることは考えられなくて……。上司と部下という関係でもいいから、彼の隣にいる理由が欲しくて、知らず知らずのうちに自分の気持ちに蓋をしてしまっていたのかもしれない。

　――不破さんをこれからも失いたくない。そばにいたい。自分を見ていてほしい。

　今私が抱く想いは、上司としての彼へ向けたものじゃない。ひとりの男性としての不破さんに向けた想いだ。

「……蘭、俺を見ろ」

　――ああ、そっか。

　やっぱり私、不破さんのことが、好きなんだ。

「……もう、ずっと見てます、不破さんのこと」

　呟いて、目を閉じれば瞼の裏で不破さんが口角を上げて笑っていた。

　彼には私の想いは、お見通しだったのかもしれない。

　……好き。好きなんだ、不破さんのこと。

　素直に認めた瞬間、胸の奥がスッとした。つい数時間前、お酒を飲みながら親友相手に『恋愛感情とか、これっぽっちもない』と言い切ったばかりだというのに呆れてしまう。だけど、不破さんに抱きしめられて、キスをしただけで、自分の気持ちを認めざるを得なくなった。

　私は部下としても、女としても、不破さんのそばにいたい。

　上司としても、ひとりの男の人としても尊敬し、信頼できる不破さんのそばに。

「不破さん……」

「おい、悪い女だな」

　でも、そんなのとても、口にできそうもなかった。今さら彼に、『ひとりの男性として、あなたが好きです』なんて、そんなこと言えるはずもないから。

「悪い女じゃなくて、ただの酔っ払いです……」

　言いながら、私はそっと、不破さんの耳に指先を這わせた。撫でるように指に不破さんの柔らかい髪を乗せて、耳の後ろへと運ぶ。すると、一瞬だけ不破さんの身体がピクリと揺れて、今度は獰どう猛もうな男の色が彼の瞳の奥に滲んだ。

　それが嬉しくて、思わず小さく微笑めば、不破さんの手が自分を誘惑する私の手を捕まえる。

「……お前さぁ、まず先に、言うことあるだろ」

「嫌です、絶対言いたくない……」

「あのなぁ」

　呆れたように息を吐く不破さんの瞳を、まっすぐに見つめ返した。そうすれば、今度こそ不破さんが「部下のくせに生意気だな」と呟き、楽しそうに口角を上げる。

「あとになって、酔ってましたとか、バカなこと言うなよ」

　再び、吸い寄せられるように近づいた唇。

　……絶対言いません、そんなこと。

　心の中で、そっと返事をして目を閉じた。

　けれど、そのまま唇と唇が重なって、再び深く繋がろうと、彼の首に私が自然と腕を回した――瞬間。

「……っ!!」

　突然、耳をつんざくようなクラクションが辺り一帯に響いて、私たちは動きを止めた。慌てて後ろを振り向けば、シルバーのコンパクトカーのライトが私たちを鋭く睨んでいる。思わず不破さんの胸を押して離れると、目の前の信号が青く光っているのが目に入り、頭の中が冷水を浴びせられたように冷え切った。

「……チッ」

「嘘っ、信号待ちだったんですか!?」

「ヤり始めた時には、後ろはいなかったけどな」

　少しも悪びれることもせず、それだけ言うとギアに手をのせ、アクセルを踏み込む不破さん。

　そういう問題じゃないでしょ！　というか、その言い方、語弊がある！

　平然と前を向く運転手の横で、心の中で盛大にツッコミを入れた時には車が走り出していた。慌てて助手席のシートに身体を沈めて両手を頬に当てる。

　ああ、もう……なんで気付かなかったんだろう。本当に私ってば、酔っ払いにもほどがある……。

　落ち着かない気持ちでバックミラーをチラリと覗くと、顔の見えない後ろの運転手に、申し訳なさと羞恥心ばかりが募った。

「言っとくけど、お前が挑発してきたせいだぞ」

「な……っ、挑発なんてしてません……！」

「ああ、そう。じゃあ、後ろの車の運転手に聞いてみるか？」

　けれど、私の心情も見透かした上で、なんのこともないように言い放つ隣の上司。いたたまれなくなった私は、思わず視線を外へ逃がして、助手席の窓越しに不破さんを見つめた。

　……窓越しに見ても、腹立たしいほどイイ男。

　その横顔をぼんやりと眺めながら、私は今さらになって混乱する頭の片隅で前を向く彼に問いかけた。

　ねぇ、私たちって、今、関係が変わったんですよね……？

　だけど結局、そんなことも言葉にはできなくて。

「……あー、煙草吸いたい」

　先ほどまでよりもほんの少し乱暴な運転に、私はいろんな意味でドキドキしながら身を預けるしかなかった。










青天の霹靂




「ハァ……。もう、なにやってるんだろう」

　週明けの月曜日。オフィスのあるビルの一階エレベーターホールで溜め息を零せば、心に憂ゆう鬱うつの塊かたまりが落ちてきた。

　その原因も、久しぶりに飲んで帰った先週の金曜日の夜の出来事のせい。

『……おい、起きろ、酔っ払い』

　散々飲んだくれて財布をオフィスに取りに戻り、終電に乗りそこねたところを出張帰りで疲れている上司に送ってもらうことになった、私。改めて状況を並べただけでも十分大失態なのに、私は送り届けてもらう途中から完全に記憶を失った。ううん、記憶を失ったといえば、まだ聞こえはいいけれど……つまるところ、〝寝た〟のだ。それも、不破さんと車内でキスをした直後に。

　最初に設定した私の家の住所へとナビが導いてくれる声を聞きながら、窓の外を眺めていたはずなのに……途中からプッツリと記憶が途絶えた。次に目を開けた時には自分が住むマンションの前に着いていて、逆に夢でも見ているのかと思ったくらいだ。

　慌てて身体を起こせば、呆れたような顔をした不破さんと目が合って、背中に冷や汗が流れた。

『この状況で爆睡とか、お前も度胸あるな？』

　もはや、私に残された道は平謝りすることだけ。

　散々甘えておいて寝るなんて、自分で自分が信じられない。なにより、誰よりも疲れているであろう上司を前に爆睡するなんて……もう、いろんな意味で泣きたくなる。

『あ、あの、不破さん……すみませんでした』

『今日は、早く寝ろ。お前も疲れてるんだよ』

　だけど、そんな私をそれ以上責めることもせず、不破さんはハザードをつけて車を降りると酔っ払いの私を支えて部屋の前まで送り届けてくれた。

『おやすみ』

　そして、扉が閉まる前に――そっと、額に触れるだけのキス。思わず真っ赤になって両手で額を押さえれば、そんな私を見て『今日のお前は、隙がありすぎ』と、不破さんは優しい笑顔を連れて颯爽と帰っていった。

　それが、あまりにスマートで、スマートすぎて。

　……なんで、あんなに余裕たっぷりなの？

　関係が変わったはずだと思ったけれど、私の勘違いかと思ってしまうくらいに不破さんは通常運転だったのだ。

「ハァ……もう、なんなの……」

　その通常運転に、ほんの少し不満を感じた私は末期だと思う。

　別に、送り狼を期待していたわけではないし、不破さんだって出張帰りで疲れていたこともわかっているけれど。それでもなんというか、あまりにいつも通りで余裕たっぷりだから、ドキドキしているのは自分だけなのかもしれないと、子供みたいなことを考えてしまった。

「ハァ……」

　ホントに、なにやってんだろ、私。

　散々悩んだ挙句に、【送ってくれて、ありがとうございました】とメールを送れば、【どういたしまして】という、色気も素っ気もないメールが返ってきて。そこからなにを送ればいいのかわからなくなって結局、土日を越えて今日まで一度も連絡しなかった。

　……もちろん、不破さんからの連絡も、ただの一度もなかったわけだけど。

「本当に、なんなの、これ……」

　同じような言葉ばかりを繰り返しながら、予想外の自分の乙女思考に呆れた。

　たぶんだけど、私たちは金曜の夜を境に、一応〝上司と部下〟から〝恋人同士〟になったはずだ。

　あんなこと……。あ、あんなキスまでしたんだから、当然だよね？

　いくら私が酔っ払っていたとはいえ、不破さんはしらふだったわけだし。不破さんからもらった言葉だって、彼が私を部下以上に想ってくれていることを表していた。

　私の知ってる不破さんは、女の人相手に不誠実なことをする人じゃない。だから、私たちは付き合い始めたと思ってもいいはずだ。

　不破さんからは『付き合おう』とか、明確ななにかを伝えられたわけじゃないけれど……。でも、アレは……あのキスは、そう受け取っていいんだよね？

「ハァ……」

　心の中で独りごちながら、もう何度目かもわからない溜め息を吐き出した。

　これ、なんのために悩んでるんだろう。かなり不毛な悩みのような気もする。なにより自分の中に、こんなに乙女的な部分が残っていたのかと心の底から驚いてしまう。

「……バカみたい」

　もう、これ以上考えても仕方がない。これから仕事なんだから、余計なことは考えないようにしないと。とりあえず仕事中はいつも通りでいくこと。不破さんとも、いつも通りを心掛けよう。

　再び心の中で独りごちて、軽快な音とともに開いたエレベーターの扉を前に気合いを入れた。

「よしっ、オッケー！」

「なにがオッケーなんだよ」

「ヒッ……!!」

　だけど、エレベーターに乗り込もうとした瞬間、背後から声が聞こえて、私はお化けでも見たかのように悲鳴を上げると、その場で固まり全身を強ばらせた。恐る恐る後ろを振り返れば、案の定、そこには予想通りの人がいて、今度こそ背筋が凍る。

「ふ、不破さん!?」

「……あっ、ぶね」

　ガン！と、身体の真横で響いた鈍い音は、閉じかけたエレベーターの扉を、不破さんが片手で止めてくれた音だ。

　慌てて我に返ってみれば、私の身体はちょうど扉の真ん中で止まっていて、不破さんが止めてくれなかったら朝からサンドイッチの具になっていたところ。

「す、すみません！」

「お前って、俺のこと心配させるのが趣味になったわけ？」

　腕で扉を押さえたまま、不破さんが私を見下ろして、そんなことを言う。

「早く乗れ。仕事だ」

　そう言って笑う上司は、やっぱり、いつも通り。

　だからこそ、空いているほうの手で私の背中を優しく押してくれた不破さんに……。

「……はい、今週も頑張りましょう」

　不覚にもキュンとしてしまったのは、私だけの秘密だ。




「おー、不破、お疲れ。出張、どうだった？」

　オフィスに着くなり声をかけてきたのは、すでに出勤していたカニさんだった。

　不自然に見えないように不破さんの後ろから「おはようございます」と顔を出せば、「日下部ちゃんも一緒か。おはよう」と、いつも通りの返事が返ってくる。

　とりあえず、第一関門はクリアだ。まだ不破さんから『付き合おう』という言葉をもらっていない今、ａｓｓｏｒｔのみんなに不破さんとの関係を知られたら、からかわれるのは目に見えてるし、できるなら気付かれたくない。

　精一杯平常心を装って自分の分と一緒に不破さんのタイムカードも押すと、私はひとり、デスクに向かった。

「神戸の案件は、スムーズにまとまりそうですよ。サイン取り付けの位置確認のために設計の人たちと現場も見に行ったけど、問題なさそうだし」

　そんな私の後を追うように自身のデスクに着いた不破さんも、カニさんに返事をしながらＰＣを立ち上げる。

「まぁ、あの辺りは新開発で新しい店も増えてるんで。実際見るとまた違う印象だったから、見てきてよかったなと思います」

「神戸の街も大分変わったよなぁ。俺なんてもう何年も行ってないけど、洒落た店が多いらしいって嫁が言ってたよ」

「一応、資料として行った先々で写真撮ってきたんで街の雰囲気は見れますよ。サーバーにアップしときます」

　そう言うと、不破さんは鞄の中からデジカメを取り出し、立ち上がったばかりのＰＣへと繋いだ。その一連の動作を横目で捉えながら、私も自分のＰＣを立ち上げた。

「そういえば、神戸はスイーツ関係も、かなり力を入れてるんだよなぁ」

「ですね。お陰で土産探しには苦労しませんでしたよ」

「おっ、待ってました！　さすが不破、気が利くねぇ」

「買ってこないと、カニさん文句言うじゃないっすか」

　調子のいいカニさん相手に不破さんは呆れたような息を吐き、赤い紙袋を差し出した。それを満足そうに受け取ったカニさんは、さっそく紙袋の中へと手を入れる。

「おはようございますー。あれ、カニさん、なにやってるんですか？」

　ちょうど、そのタイミングで出勤してきたのはサルさんで、ガサゴソと紙袋を漁るカニさんを前に不思議そうに首をかしげた。

「おー、サル、おはよう。今、不破からの神戸土産を確認しようとしてたところでさ」

「ああ、なるほど。不破くん、出張、お疲れ様。現場はどうだった？」

「上々です。その土産、会社のみなさんになんで、サルさんも食べてください」

「ありがとう。でも、そんな気を使わなくてよかったのに。……ああ、これ、神戸で結構有名なお店じゃない？　前に、嫁が旅行のお土産でここのチーズケーキ買ってきてくれて、食べたことあるよ」

「……チーズケーキ？」

　その言葉に、思わずピクリと反応してから顔を上げれば、ちょうどデスクに鞄を置いたサルさんと目が合った。そのまま数秒見つめ合うと、不意になにかに気が付いたらしいサルさんが優しく目を細める。

「ああ、そっか。確か、日下部さんってチーズケーキ、好きだよね」

　思わず、ボッ！と顔が火を噴いたように熱くなった。

　サルさんの言う通り、私はチーズケーキに目がない。カフェに行っても基本的に頼むのはチーズケーキだし、疲れた時に食べるご褒美もチーズケーキ。だから、ついつい反応してしまったけれど、私までお土産にがっついてるみたいで恥ずかしい。

　それに、まさかとは思うけど……まさか、ねぇ？

「不破！　お前、日下部ちゃんの趣向に合わせて土産決めたろ！」

「そうですけど、なにか」

「な……っ」

　サラリと、なんのこともないように応えた不破さんを前に、思わず大げさに驚いてしまった。

「お前、普通は上司の俺の趣向に合わせるべきでなぁ……」

「まぁまぁ、カニさんはなんでも好きだからいいじゃないですか。不破くん、ありがとね。チーズケーキは、三時休憩にでもみんなで食べよう」

　そう言うと、無精なカニさんの手から紙袋を奪って冷蔵庫のある休憩スペースへと消えていくサルさん。それを見送ってからチラリと隣のデスクを覗き見る。だけど、不破さんはもうすっかり仕事モードで、頬杖をつくように口元を片手で押さえていて、私の視線に気付いているだろうにこちらを見ようともしなかった。

　不破さんは、一体、どういうつもりであんなことを口にしたんだろう。私の趣向に合わせてお土産を決めたなんて、ふたりの前で堂々とあんなことを言えば、まるで私たちの関係が変わったことをふたりに宣言してるみたいじゃない。

　それとも、いつものように私をからかっただけ？

　そう思うと悔しいけれど、私が喜ぶかもしれないと考えながらチーズケーキを選んでいる不破さんを思い浮かべたら、もうなにもかもどうでもよくなる……。

　沸騰したように、熱くなった身体。真っ赤な顔を隠すように視線を下に落とせば、隣の席の上司がそんな私に気が付いて、イジワルに微笑んだ。




「……なぁ、お前が進めてるカフェの名前って、〝カフェ・プラス〟だよな？」

　その雨雲は、突然オフィスの天井を覆った。

　あと一時間ほどで、朝、サルさんが言っていた三時休憩を取ろうかという頃。まるで独り言のような口振りでそんなことを聞く不破さんに、私は作業中だった手を止め、一瞬きょとんとしてから頷いた。

「そうですけど……一応、それで進めたいと辰野さんにも話して、先週、ロゴ案も提示してきました」

「……マズイな」

　私の言葉に、苦虫を噛み潰したかのように小さく声を零した不破さん。その様子に、心臓が不穏に高鳴り出す。

「マズイ、って……あの、どういう」

「俺が今朝サーバーに上げた神戸の街中の写真、見てみろ。海沿いにカフェが並んでる通りに、〝カフェ・プラス〟って店がある」

「え……」

　思わず、零れた息。不破さんに言われるがまま、慌ててサーバーを開いて指定されたフォルダを叩くと、目の前には神戸の街並みが広がった。

　逸る気持ちを抑えて、丁寧に画像を一枚一枚確認していく。すると、その中の一枚に、不破さんの言う通り、私が今進めているカフェと同じ名称のオシャレなお店を見つけて、マウスを動かしていた手を止めた。

「今、見ました。確かに、神戸にも同じ名称のカフェがありますね……。でも、カジタ商事がカフェを作るのは関東ですし、似たような名称のカフェは世の中にもたくさんあるから……」

「お前、忘れたのか？」

「え？」

「カジタは今回のカフェをスタートとして、いずれはチェーン店展開したいと言っていただろう」

「――っ」

　不破さんの指摘に、返す言葉を失う。今指摘されたのは、カフェ案件の最初の打ち合わせで、辰野さんが言っていたことだ。

　忘れていたわけじゃない。もちろん、ディレクションをする上で、根底にその言葉はあった。ただ、チェーン店展開のことは下の順位に置いてしまっていただけ。優先順位を考えれば、今は一号店を成功させることが先決だし、辰野さんも言っていた通り、一号店の成功なくしてチェーン店展開なんて夢のまた夢だろう。

「でも……同じ名称のカフェがあるからといって、そこまで気にする必要はないと思います」

　一度だけ小さく息を吐き出して、できる限り冷静に言葉を紡いだ。

「……気にする必要、ない？」

「はい。たった今言いましたけど、こういう同じような店舗名って、個人経営のカフェではよくあるんです。私が行くカフェにも、同じ名前のお店もあります」

　ただ名称が同じだというだけで、コンセプトだって違うし中身も違えば、それは別物だ。だから別に、そこまで気にする必要はないんじゃないかと思う。

「ロゴも私が提案したものとはまったく違いますし、店舗名だけが偶然同じでも、なんの支障もないはずで――」

「写真のほうの〝カフェ・プラス〟は、関西では名の知れたチェーン店だ」

「え……？」

「その名前で検索かけてみろ。神戸だけじゃなく大おお阪さかや京きょう都とにも手広く展開しているカフェチェーンだって、すぐにわかる」

　一瞬、時間が止まったような錯覚に陥った。

　手広く展開している、カフェチェーン。頭の中で再度その言葉を繰り返すと、私はゴクリと喉を鳴らしてから、慌ててキーボードを叩いてブラウザを開いた。

　逸る気持ちに急かされながら検索をかけてみれば、不破さんの言う通り、〝カフェ・プラス〟という名のチェーン店が引っかかってきた。それに再びゴクリと息をのむ。

　経営する会社は関西を中心に、カフェ以外の飲食事業でも実績を残している大手企業だ。ホームページにも、ズラリと関連店舗名が並んでいる。

「絶望的なのは、商標登録もされている名前だってこと」

「商標、登録……」

「ダメ元で、さっき商標登録確認の検索かけたんだよ。当たり前だけど、お前もそれくらいは理解してるよな？　すでに商標登録されている名称が、簡単には利用できないってこと」

「……っ」

　今度こそ、目の前が真っ黒に染まった。

　商標登録とは、その商標を独占的に使用することができる権利だ。商標登録されれば、ライセンス契約をして使用許諾を受けない限り、第三者が勝手に使用することはできない。うっかり使用してしまった場合は商標を侵害したということになり、使用の差し止めや損害賠償を請求される可能性だってある。

　もし今回、〝カフェ・プラス〟という名称を使ってしまった場合、チェーン店展開が叶った時には間違いなくつまずく要因になるし、下手したら訴えられることもありえる。そうなった時、カジタ商事が被る損害は計り知れない。

「ちなみに、カタカナ表記だけじゃなく、ローマ字表記もすべて押さえられてる」

「そんな……」

「お前、それでもまだ〝気にする必要はない〟なんて、バカなこと言わないよな？」

「す、すみません、私……商標登録とか、まるで気が付かなくて……」

　唇から零れた言葉は、自分でもハッキリとわかるくらいに震えていた。

〝青天の霹靂〟とは、まさにこのことだろう。たった今不破さんに指摘されるまでは、なにもかもが順調に進んでいると思っていた。それが今、一瞬でひっくり返ってしまったのだ。

　こめかみを殴られたような衝撃が身体の中を駆け巡って、心臓がバクバクとうるさい。

「気付かなかった、で、済まされる話じゃないだろう」

「……っ」

「もし、今の段階で気付かなくてオープンまで進んでたら、取り返しのつかないことになってたかもしれないんだぞ。それを呑気に、〝気にする必要はない〟だとか〝気付きませんでした〟なんて無責任にもほどがある」

　揺れる瞳を上げて不破さんを見つめれば、私をまっすぐに射抜く厳しい視線とぶつかった。朝、私を見つめていた優しい眼差しとは、まるで違う。失望と、怒りを滲ませた目だ。

　そのまま不破さんの目を見ていることは耐えられず、思わず目を逸らせば鼻の奥がツンと痛む。自分の甘えを真っ向から指摘され、なんの反論もできない。

「ネームとロゴ案を提出する前に、どうしてもっとよく調べなかったんだ。時間は十分あっただろ？」

「そ、それは……少しでもスケジュールを前倒しで進めるように、と。そうすれば、双方にも余裕ができるんじゃないかと思って……」

「スケジュールを前倒しで進めることよりも、丁寧に仕事をすることのほうが、よっぽど大事だろう。それでミスをしていたら、むしろマイナスでしかない」

「……っ」

「不破くん……ごめん、日下部さんだけじゃない。サイトを作ってた俺も気付かないことだった。だから……」

「サルさんは黙っててください。この案件のディレクションをしているのは、日下部です」

　私たちのやり取りを見兼ねたサルさんがフォローに入ってくれたけれど、不破さんは厳しい口調でそれさえも一蹴する。

「お前の、ほんの少しの気の緩みでどれだけの人に迷惑がかかるか、わかってんのか」

　戒めるような、突き放すような物言いに、今度こそ喉の奥が熱くなった。

　こんなふうに叱責されるのは、いつぶりだろう。ここ最近は、今のように強く注意されることも、指導されることもなかった。それだけ自分は以前よりも成長していて、不破さんから、少なからず信頼されているのだとも感じていた。

　今回のカフェ案件だって、〝このままでいけば意外にもすんなりと終わりそう〟だなんて。まだ、なにもかも完成にはほど遠いというのに、そんなことを偉そうに思っていた。

「今、お前が並べた言葉はすべて言い訳だ。言い訳を並べてでき上がったものを、お前はクライアントに誠心誠意込めて作ったものだと言って渡せるのか」

　ＰＣのファンの音だけが響くオフィス内、重苦しい空気に指先が冷えて震えた。

　結局は、バカな自分のおごりが招いたミスだった。不破さんの言う通り、これは私の気の緩みが招いた失態だ。そして……今、なにより不破さんが怒っているのは、そんな自分を私自身が正当化しようとしたこと。

　私は今、間違いなく不破さんの信頼を裏切った。

「辰野さんに……話してきます」

　震える唇で、なんとかそう言葉にしてから席を立った。

　さっきメールでやり取りした時、今日、辰野さんはカジタ本社に終日いると言っていた。だからきっと、カジタ本社に行けば辰野さんに会えるだろう。

　会ったらまずは、辰野さんに頭を下げなければいけない。そして事情を説明し、ネームとロゴ案を再度検討させてほしいと伝えるんだ。

　なにより案じなければいけないのは、辰野さんがネームとロゴ案を、すでに上司に通していた場合。そうなると、辰野さん自身が上から叱責されるかもしれないし、カジタにも多大な迷惑をかけることになる。

「……いってきます」

　オフィスを出るために、不破さんの後ろを通っても不破さんの顔を見ることはできなかった。そのまま早足で廊下を歩いてエレベーターに乗り込む直前、別のフロアで打ち合わせを終えてきたカニさんと出くわした。

「あれ、日下部ちゃん？　今日は外での打ち合わせはないはずじゃ……」

「すみません……っ、今は急ぎますので、また帰ってきてから説明します!!」

　だけど、声をかけてくれたカニさんにも素っ気のない態度を取ったまま、私は到着したエレベーターに飛び乗る。

　扉が完全に閉じたのを確認してから、私は壁に背を預けて両手で自分の顔を覆った。

「ホント……私、なにやってんだろ……」

　ひとりになった途端、目には涙が渗んで声が震えた。

　バカみたい。ひとりで勝手に浮かれて、調子に乗って。

　関係が変わった途端に――失望させた。

「もう……っ、最悪……」

　きっと、今の私はずいぶんひどい顔をしているに違いない。

　悔しくて、情けなくて……苦しくて。

　だけど、これから辰野さんのところへ行くのに泣くわけにはいかない。泣きはらした顔でクライアントに会いに行くなんて、それこそ情けなくて救えない。

　ゆっくりと顔を上げ、ぼんやりと滲む視界で、エレベーターの階数表示を見つめた。

　朝、不破さんと一緒に乗ってきたエレベーター。寂しい機械音だけが聞こえる箱の中で、私はひとり、震える唇を噛みしめた。










猿も木から落ちる




「日下部さん、急にどうしたんですか？」

　カジタ本社に着くと、私は受付に備え付けられた電話で辰野さんを呼び出した。すぐに現れた辰野さんは今日も品のいいダークグレーのスーツを着こなし、突然訪問してきた私に驚いている。

「突然、すみません……早急に辰野さんに謝らなければいけないことがあって来ました」

「謝らなければいけないこと？」

「はい。先日提示させていただいた、カフェのネームとロゴ案の件で……」

　そこまで言って、言葉を止めた。辰野さんの顔を見ることができなくて、視線を落とし、おろしたてのワインレッドのパンプスの先端をジッと見つめてしまう。

　以前、自分へのご褒美にと買ったパンプス。お気に入りのこれは、特別な日におろそうと決めていた。

　そう、今日は私にとって特別な日であるはず……だったのに。朝、浮かれながら足先を入れたパンプスを、こんな気持ちで見下ろすことになるだなんて思わなかった。

「日下部さん？」

　黙りこくってしまった私に、辰野さんが気遣わしげな声をくれる。

　その声を聞くと、再び情けなさが追いかけてくるように胸いっぱいに広がって、余計に顔を上げられなくなった。

　ミスのことを話せば……彼は、きっと呆れるだろう。

　それどころか、もう二度と、私とは仕事はしたくないと言われるかもしれない。

　そう思うと、先の言葉がなかなか声になってくれなかった。

『お前の、ほんの少しの気の緩みでどれだけの人に迷惑がかかるか、わかってんのか』

　だけど、弱気になった瞬間、不破さんから言われた言葉が頭の中でこだました。

　なにもかも不破さんの言う通りだ。私の情けない気の緩みで、こんなことになったのだから。一刻も早く、話さなければいけない。私の口から、きちんと説明しなければいけない。辰野さんの貴重な時間をこれ以上無駄にするわけにはいかないのだ。

「本当に申し訳ありません。私――」

「……ああ、そうだ。日下部さん、これから少し、時間ありますか？」

「え……」

　けれど、説明しようと重い口を開いたところで、思いもよらない辰野さんの提案に言葉が止められてしまった。顔を上げれば、彼は相変わらず柔らかな笑顔を私に向けていて、つい瞬きを繰り返してその笑顔を見つめてしまう。

「もし時間があるなら、せっかくなので外で話しましょう。今、財布だけ取ってくるので、少し待っててください」

「あ、あの」

「すぐ、戻ります。えーと、そうだ。僕の携帯だけ持っててもらえますか？」

「……え？」

　渡されたのは、辰野さんがいつも使っている社用の携帯電話だ。

　どうして、大切なこれを私に……？

　思わず心の中で呟けば、私の考えは顔に出ていたんだろう。再び笑みを浮かべた辰野さんが思いもよらないことを口にする。

「うっかり逃げられないように、警察官で言う手錠代わりです」

「……手錠、って」

「すぐ、戻ります」

　混乱する私に念を押すように言い残した彼は、颯爽とフロアの片隅へと消えていった。

　確かに、営業マンには必要不可欠であろう社用の携帯電話を渡されてしまえば、迂う闊かつにこの場を離れることもできない。

　結局私は辰野さんの思惑通り、彼が帰ってくるまで大人しくその場で待ち続けるしかなかった。




「ここ、俺のお気に入りなんです。なにかあるとここで考えごとしてます」

　約束通り、すぐに戻ってきた辰野さんに連れられてきたのは駅前にある流行りのカフェだった。平日ということもあり、おしゃべりをする子供連れの主婦、ＰＣを開いている営業マン、カウンター席で勉強に勤しむ学生など、客層はさまざまだ。

　奥まったテーブル席に腰を下ろした私たちは、どちらともなく手に取ったメニューに短い時間で目を通す。

「ブレンドでいいですか？」

　こういう時、なにを頼めばいいのか戸惑っていた私に辰野さんが聞いてくれた。ふたつ返事で頷けば、タイミングよく隣を通った店員さんに辰野さんが声をかける。

「平日なのに、結構賑わってますね」

　彼の言う通り、出入りの多い店内。落ち着かなくてソワソワしてしまい、私は辰野さんへと顔を向けることができなかった。

「ここのブレンド、美味しいんですよ。なんとなく、流行るのもわかるなぁって。あと、うちの一番のライバルになりそうかもって最近社内でよく話してて」

「そうなんですね……」

「だから、日下部さんとぜひ、一緒に来たかったんです。なかなか、お誘いする機会もなかったので今日はラッキーでした」

　その言葉に、思わず顔を上げて辰野さんを見つめた。

　長い指を顎の下で組み、優しく目を細める辰野さん。なにを考えているのか……辰野さんが今、なにを思ってそんなことを言ったのかもわからずに、私はひとり、戸惑うしかない。

「あ、あの、辰野さん……」

「それで、日下部さんの話っていうのは」

「……え」

「仕事の件で話があるから、社まで来てくださったんですよね」

　だけど、唐突にそう切り出した辰野さんに、再び現実へと引き戻された。

　相変わらず端正な顔立ちをしている彼の綺麗な瞳に射抜かれて、思わずゴクリと息をのむ。

「ここなら、少しは気分を変えて話せるかなと思ったんです。日下部さん、少しナーバスな様子だったので」

　辰野さんは、そう言って優しく微笑んだ後、図星をつかれて眉を下げた私を見て今度は困ったように笑った。その笑顔を見たら再び胸には申し訳なさが広がって、視線は自然とテーブルへと落ちていく。

　……そうか、辰野さんは私の様子が変だから、わざわざここに連れてきてくれたんだ。確かに、お互いの社内の人間がいない場所でなら誰にも邪魔されず、頭の中で伝えたいことを整理しながら話せるかもしれない。それに、あのままカジタの受付前で頭を下げていたら、ひどく目立ってしまっていただろう。

　というか、そもそも、クライアントにこんなふうに気を使わせてしまっている時点で情けない話なのだけれど……。

「あの、私……」

　耳当たりのいいジャズのＢＧＭと、店内に漂うコーヒーの香り。それらすべてを全身で感じれば、少しだけ緊張も解れる気がした。

　ゆっくりと息を吐く。そうすれば自然と肩から力が抜けて前を向ける。

　今なら。今なら自分の失態もなにもかもを包み隠さず、辰野さんへと伝えられる。伝えなければいけないことを、誠心誠意、言葉にしなければいけない。

「辰野さん、申し訳ありません……。先ほども少しお話しした通り、今日はカフェの件で早急に謝りたいことがあって来ました」

　そこまで言うともう一度息を吐き、辰野さんをまっすぐに見つめた。

「現在進めているネームとロゴ案なのですが、弊社と私のほうで確認したところ、すでにネームが他社企業に商標登録されていて使用不可能でした」

　言い切って、私はテーブルの下で強く拳を握った。

　改めて口にすれば、本当に情けない失態だ。私が確認を怠ったことで起きたイージーミス。

「本当に、申し訳ありません。こちらから一度提示させていただいたものではあるのですが、ネームとロゴ案に関しては白紙に戻させてください」

「……なるほど。では、ネームとロゴに関しては、一から仕切り直しということですか」

「はい。辰野さんのほうで、すでに上に話を通してしまっていたら申し訳ありません。私のせいで、辰野さんにも、たくさんご迷惑をおかけしてしまって……」

　段々と小さくなった語尾。私は再び視線を下へと落とすと、唇を噛みしめた。

　申し訳ないなんて、どれだけ伝えても足りないけれど、今の私にはそれ以外言えることがないのだ。だから、この後辰野さんになにを言われようとも真摯に受け止めなければいけない。すべては自分の責任なのだから。

「私にできることがあれば、なんでもいたします。この度は、誠に申し訳ありませんでした……！」

　相変わらず賑わう店内で、私はテーブルに額をつける勢いで頭を下げた。

　本来であれば立って頭を下げたほうがいいのだろうけれど、店内でそれをするのは辰野さんが悪目立ちしてしまって逆に迷惑だ。

「……日下部さん、顔を上げてください」

　ほんの数秒の間を空けて、まるでコーヒーの湯気のように穏やかな辰野さんの声が聞こえた。誘われるようにゆっくりと顔を上げると、そのタイミングでブレンドコーヒーがふたつ運ばれてきて、コトンという優しい音とともにテーブルの上へと置かれる。

「確かに、事前に確認もされずに提出されたのは軽率でしたね。もしも気付かずに進んでしまっていたら、取り返しのつかないことになっていたと思います」

　淡々と、それだけ言った辰野さんは目の前に置かれたカップへと手を伸ばし、そっと口をつけた。

「僕は、仕事とは、関わる人たちとの信頼関係で成り立つものだと思っています」

　辰野さんはカップをソーサーに戻してから私を見て小さく微笑んだ。

　今はその笑顔を見ているだけで、ズキズキと胸が痛んで、情けなくも泣きたくなる。

　クライアントであるカジタ商事のみなさん、今回の仕事を任せてくれたａｓｓｏｒｔの社長、未熟な私のフォローに回ってくれているカニさんやサルさん、そして……不破さん。多くの人たちがそれぞれに担う役割があって、その中で支え合いながら仕事をしている。

　すべての人たちの顔が見えるわけではない。けれど、顔の見えない相手とだって繋がっているのだ。目には見えない〝信頼〟という名の糸で。それは仕事を成功させるのに必要不可欠なもので、なによりも大事にしなくてはいけないものだと私も思う。

「それを理解していない方とは、僕は仕事はできません」

　キッパリと言い切った辰野さんの目はまっすぐで、心臓がズキズキと痛みを増した。

　あなたとはこれ以上仕事はできない、と。そう言われたのは確かで、ショックを受けている反面、〝やっぱり〟なんて心のどこかで納得している自分もいる。

　一度切れた信頼の糸。それをもう一度結ぶために、今の私にはなにができるだろう。未熟な私に、これ以上できることなんてあるの？

　もしかしたら、ここで手を離して不破さんへと繋いだほうが辰野さんにとっても、カジタ商事にとっても、最善なのかもしれない。

　だけど、私は。今の私には、こんなことを言う資格もないし、言うべきではないこともわかっているけれど――それでも。

「辰野さんからすれば、この先も私に任せるのはご不安かと思います。私とは、これ以上の仕事はできないと思われても当然だということも承知しています」

「…………」

「ですが、もう一度だけ……もう一度だけ、チャンスをくださいませんか？　私はどうしても、この仕事を通してひとりでも多くのお客様に笑顔を届けたいんです」

　そこまで言い切ると、まっすぐに辰野さんの目を見つめて強く拳を握った。

　たった今、自分がどんな顔をしているかはわからない。だけど、ここで手を離すわけにはいかないんだ。

　どれくらい、沈黙が続いていたかはわからない。遠くでクラクションの鳴る音が聞こえて、ガタガタと風が窓を叩く音も耳を掠めた。

「――『私も、人の笑顔を作る仕事がしたいんです』」

「え……」

「覚えているかはわかりませんが……以前、日下部さんに言われた言葉です」

　ゆっくりと、確かめるように紡がれた、思いもよらない言葉に思わず目を丸くする。

「あの時は、そう言った日下部さんがあまりに綺麗で、それに返事をすることができませんでしたけど……」

　そこまで言うと、辰野さんは困ったように笑って再びコーヒーへと手を伸ばした。まるで自分を落ち着かせるかのようにカップに口をつけると、まっすぐな目で私を射抜く。

「あれは、間違いなく日下部さんの本心から出た言葉だと……僕は今でも信じています」

　その言葉を聞いた瞬間、喉の奥が熱くなった。鼻がツンと痛んで、慌てて辰野さんから目を逸らすとテーブルの上のコーヒーが、ゆらゆらと滲んで揺れる。

「すみません、僕の言い方が悪かったです。僕も日下部さんと同じで、この仕事を通して多くの方に笑顔を届けたい。そして、それは日下部さんと一緒にできたらいいなと思っています」

　まだ、一度も手を付けることのできていないコーヒー。その上に涙が落ちてしまったら、辰野さんがオススメだというせっかくの味が台無しになってしまう。

「だから、もう一度、お互い気合いを入れて頑張りましょう。新しいネームとロゴ案も、楽しみにしています」

「……ありがとうございます。私、頑張ります。絶対に、いいものを作りますっ」

　必死に瞬きを繰り返しながらそう言えば、向かいの席から「はい、楽しみにしてます」という優しい声が返ってきた。

　嬉しい。まだ、仕事ができる。もう一度信じてくれて、一緒にいいものを作ろうと言ってもらえたことが、なによりも嬉しくてたまらない。

「それにしても……うん。非常に申し訳ないけれど、俺的には、かなり美味しい展開です」

「……え？」

「『できることがあれば、なんでもいたします』……って。もちろんそれは、公私混同可能ですよね？」

　けれど、次の瞬間聞こえてきた思いもよらない言葉に顔を上げれば、驚いている私を見てニッコリと微笑む辰野さんがいた。

　頬杖をつき、綺麗に弧を描いた唇。その唇が次になにを言い出すのか、声をなくして固まっていると、再び辰野さんが楽しそうに口を開く。

「まぁ、〝猿も木から落ちる〟って言いますし。ミスなんて誰にでもあることですから、そんなに落ち込まないで。ここから、挽回していきましょう」

「あ、あの、辰野さん……？」

　思い詰めていたはずの私とは裏腹の、軽い物言いにほんの少しの違和感を覚えてしまう。もうひとつ……この場面で出てきた諺ことわざも、まるで不破さんの癖に似ていて自分の耳を疑った。

「色々、楽しみですね、これから」

「え……」

「そんなわけで、よろしくお願いします。日下部さん」

　相変わらず、手元のカップの中でゆらゆらと揺れているコーヒー。私がようやく口にした頃にはすっかり冷めてしまっていたけれど、確かに辰野さんの言う通り、初めて口にするその味は、どこか癖になるような……。刺激的でまろやかな味わいを、辰野さんの笑顔とともに私の中にハッキリと残した。










目は口ほどに物を言う




「わざわざ、お時間を取らせてしまって、すみませんでした」

「いえ、僕のほうこそ思いがけず日下部さんと外出できたのでラッキーでした」

　ａｓｓｏｒｔのオフィスがあるビルの前で爽やかに笑う辰野さんを、複雑な気持ちで見つめた。

　カフェを出てからすぐに解散とはならず、仕事の話と世間話をしながら、辰野さんは私をビルの前まで送り届けてくれたのだ。

　本当に、掴みどころがなくて……それでいて時々、思いもよらない言動と表情を見せる彼のペースに、段々と乗せられてしまっている気がする。最後に言われた、〝公私混同〟の件も気になるけれど……なんとなく深く追及することができなかったのは、彼が私にその隙を与えてくれなかったから。

「それでは、また後日。新しいネームとロゴ案が固まったらご連絡ください」

「はい、本当にありがとうございました。次こそは、間違いなく最高のものをお届けできるように頑張ります」

　そこまで言うと、一度だけ辰野さんに頭を下げて踵を返した。

「きゃ……っ」

　――と、振り向き様に、急ぎ足で通り過ぎたサラリーマンと肩がぶつかって、思わずグラリと視界が揺れる。

「あ、……っぶな。大丈夫ですか？」

　とっさに身構えたけれど、間一髪、大きな腕が身体を支えてくれて倒れずに済んだ。品のいいスーツの胸に手を当て顔を上げれば、焦ったような面持ちで私を見る辰野さんがいて、思わず顔が熱を持つ。

「す、すみません……ありがとうございます……」

「いえ、日下部さんに怪我がなくてよかったです」

　慌てて離れてから乱れた髪を耳にかけると、そんな私を見て辰野さんが柔らかに微笑んだ。

　ふわりと鼻を掠めた香りは辰野さんらしく爽やかなのに、なんとなく違和感を覚えてしまう自分がいる。

「……今日は、本当にありがとうございました。それではまた、ご連絡させていただきます」

「はい、いつでもお待ちしています」

　改めて、もう一度頭を下げてから顔を上げた。

　絡まる視線。柔らかな眼差しに違和感を打ち消してから再度踵を返せば――今度は思いもよらない人物を視界に捉えて、思わず身体が固まった。

「あ、不破さん。偶然ですね」

　……不破さん。

　いつからそこに立っていたのか、私たちの数メートル先、ビルの入口の壁に背を預け、訝しげに目を細めてこちらを見ている。黒い細身のスラックスのポケットへと片手を入れ、どこか疲れと苛立ちの色を混ぜたような空気を醸し出す彼に、胸が早鐘を打つように高鳴り出した。

「もしかして、不破さんも僕たちと同じように外で打ち合わせでしたか」

　けれど、不破さんの纏う不穏な気配にも気が付いていないのか、辰野さんは明るく声をかけた。ふたりの温度差に内心でハラハラしてしまうけれど、辰野さんは普段通りなのだからなにを言えるわけもない。

　スルリ、と足元を冷たい風が駆け抜ける。不意に壁へと預けていた背を離し、ゆっくりと気怠げに私たちに近づいてきた不破さんに、心臓の音ばかりが大きくなった。

「僕たちも、ちょうど今打ち合わせが終わったところなんです。さっきまで、駅前のカフェでふたりで話をしていて」

　私たちの前で足を止めた不破さんへと、辰野さんが再び明るい口調で言葉を投げた。

　いつも通り。それどころか、やけに声が弾んで聞こえるのは私の気のせいだろうか。

「……お疲れ様です。日下部から話がいったと思いますが、この度は申し訳ありませんでした」

　辰野さんの質問には触れず、不破さんはスラックスのポケットから手を抜いて頭を下げた。それに辰野さんが一瞬目を見開いたけれど、私はとてもじゃないけど驚く余裕なんてなかった。

　不破さんが、クライアントに頭を下げている。

　クライアントから感謝されることはあっても、彼自身が頭を下げるなんてこの七年、一度だって見たことがない。いつも完璧な仕事をこなす彼の、普段は決して見ることのない姿に胸がズキズキと痛んで、息をするのも苦しくなった。

「あの、私……」

「ああ、その話でしたらもう解決したので大丈夫ですよ。この先も、いいものを作れるように一緒に頑張りましょうと、たった今話がついたところです」

　一緒に謝らなければと頭を下げようとした私を制し、軽快かつ柔らかな口調でそう言った辰野さんに、不破さんがゆっくりと顔を上げた。

　まっすぐな目は、辰野さんに向けられたまま。かく言う辰野さんも口調と同様に柔らかに微笑んだまま、不破さんをまっすぐに見つめている。

「……そうですか。ありがとうございます。もしも、またなにか日下部がやらかしたら、その時は遠慮なく、僕にご連絡ください」

「大丈夫ですよ。日下部さんならなにがあっても最大限尽力してくれると信じていますし、たった今しがたの打ち合わせで、今回は不破さんの出番はないかなと僕も思ったところなので」

　辰野さんがそう返したところで、なぜか不破さんが一瞬、訝しげに目を細めた。

　それに気付いたらしい辰野さんは、満足げな笑みを浮かべて、今度は私に向き直る。

「それじゃあ、日下部さん。ご連絡、お待ちしています。あと、今回の仕事が一段落したら、改めて食事に誘わせてくださいね。その時は、僕からひとつ、おもしろい話をさせてください」

「え……」

「ほら、約束したじゃないですか。ああ、それと、僕の社用の携帯電話も持っていてくださってありがとうございました。今日は日下部さんとふたりきりの時に、たとえ仕事でも邪魔されたくないなぁと思っていたので嬉しかったです」

　言いながら、辰野さんが取り出したのはカフェに入るよりずいぶん前に、私が彼へと返した社用の携帯電話だ。だけど、たった今の言い方だと、打ち合わせをしている最中はずっと私がその携帯電話を持っていたみたいに聞こえる。それに、食事の件も……もしかして、それが辰野さんの言う〝公私混同〟なのだろうか。

「じゃあ、また。色々、楽しみにしています」

「あ、あの！　辰野さん、私……!?」

　帰ろうとする辰野さんの背中に慌てて声をかけると、彼が足を止めてこちらを振り返った。けれど次の瞬間、なぜか突然私の腕を掴んだ不破さんに、言葉を止められてしまう。

　見上げれば、鋭い目を辰野さんに向ける不破さんがいて、一瞬、自分の目を疑う。

「申し訳ありませんが、楽しみにしていただくのは、あくまで仕事上での話に留めていただきたい」

「不破、さん……？」

「以前も一度忠告させていただいた通り、彼女に触れていいのは俺だけなので、辰野さんの出番はありません」

　なぜか〝辰野さん〟という名前を強調し、有無を言わさぬ口調でそんなことを言い切った不破さんに、今度は自分の耳を疑った。

　不破さんは今、なにを言ったの。

　彼女に触れていいのは俺だけ……？

　クライアントである辰野さんにそんなことを言うなんて、常識的にありえない。

　なにより、今までの不破さんならこんなことを言うはずもないのに……。

　その上、以前も一度忠告させていただいたって、どういうこと？

　困惑しながら不破さんを見上げれば、彼はまるで辰野さんに見せつけるように、私を腕の中へと抱き寄せた。まさかクライアントの前でこんなことまでされるとは思わず、私はひとりでうろたえてしまう。

　こんなの、不破さんと私が特別な関係だと辰野さんに言っているのと同じだ。

　けれど、ふと視線をさまよわせてから辰野さんを見れば、彼は挑戦的な笑みを浮かべて不破さんを見据えていた。それは、まるで怒りを滲ませた不破さんを前に、してやったりと、したたかな笑みを浮かべているようで……。

「その余裕のない表情が、見たかったんですよ」

「辰野さん……？」

「仕事に公私混同を持ち込まない、デキる〝不破さん〟は、どこにいったんですか？今の今まで、彼女のよき上司であったはずなのに、おかしいですね」

　その言葉と口調もいつもの辰野さんらしからぬ、どこか相手を見下したような物言いで、心臓が不穏な音を立て続けた。

「そもそも彼女に触れていいのは自分だけ、というのは、不破さんが勝手に決めたことでしょう。だから、僕には関係のない話です」

「…………」

「僕は今まで通り、隙をついて、彼女の中に爪つめ痕あとを残させていただきます。せいぜい、〝よき上司〟として大切な彼女を守ってみてくださいよ」

　挙げ句の果てには去り際にそんなことを言い残し、甘い笑みを私に向けると、辰野さんは颯爽とその場を後にした。

　不破さんの腕の中でその後ろ姿を見つめながら、私はただただ呆然と目を白黒させていた。訪れた沈黙には気まずさしかなくて、なにを言ったらいいのかもわからない。

「……ふざけんな」

「……っ！」

　その張り詰めた空気を破ったのは、唸るように吐き出された不破さんの言葉だった。私の腕を引き、ビルの中に入っていく彼の背中を必死に追いかける。

「あ、あの！　不破さん……！」

　運がいいのか悪いのか、タイミングよくやってきたエレベーターに不破さんは私を押し込むとようやく腕を放し、ボタンを乱暴に押して扉を閉めた。

　重苦しい空気。私のほうを見ようともしない彼に、喉の奥まで出かかっていた言葉が止まってしまう。不破さんがなにを思っているのか……聞きたいことがありすぎて、なにから尋ねたらいいのかわからない。

　あんなにも辰野さんと険悪な空気になってしまって、大丈夫なのだろうか。……ううん、大丈夫なわけがない。相手は大切なクライアントで、不破さんは確実に彼に失礼な態度と言動をとった。もちろん辰野さんだって、いつもとはまるで別人のように挑発的に見えたけれど。たとえそうだとしても、あんなことを言ってしまって、カジタ商事とのこれからの仕事に大きな支障が出るんじゃ――。

「……食事、ねぇ」

「え……」

「まぁ、クライアントと飯ぐらい行くよな。それも仕事のひとつだと考えたら当然だよ」

　唐突に吐き出された声には驚くほど温度がなかった。

　嘲笑すら含まれた声色に顔を上げれば、冷ややかに私を見下ろす不破さんと目が合う。同時に、階数表示が動いていないことに気が付いて、心臓がドキリと跳ねた。

　見ればオフィスのある階のボタンは押されていなくて、視線を巡らせた瞬間、今度は身体を強く壁際へと押しつけられた。

「――っ!!」

「あんな安い挑発に乗せられるなんて、俺も大概ガキだな」

「不破、さん……？」

「だけど……どうしても、黙っていられなかった」

　行き場のない苛立ちを含みながら、苦しそうに吐き出された言葉に心臓がズキリと痛む。不破さんが辰野さんに対してあんなことを言ったのは他でもない、彼が私を想ってくれているからに違いない。

「蘭がアイツの腕に抱き留められているのを見た時、気が狂うかと思った」

「……っ」

「お前のことになると、俺は自分でも思った以上に余裕がなくなるみたいだ……」

　耳元で囁かれた言葉に、身体の芯が甘く痺れた。そっと、輪郭をなぞる指に心が震えて、目の前にいる不破さんのことしか考えられなくなる。

　そんな私の想いが、不破さんにバレてしまったのだろう。不意にイジワルに口角を上げた彼は、獰猛な光を瞳の奥に宿して私の顎を、そっと掴んだ。

「……お前は、今はこのエレベーターに誰も入ってこないことだけ祈ってろ」

「え……」

「蘭が、もっと俺のことしか考えられなくなるように、たっぷり時間をかけてイジメてやるよ」

　言葉と同時に、重ねられた唇。強引かつ、性急に奪われた唇に、思わず息の仕方を忘れた。

　いつの間にか抱き寄せるように肩へと廻された腕。逃げることは許さないとばかりに後頭部にあてがわれた手が、私の理性の邪魔をする。

「不破、さ……、ホントに、誰か来たら……っ」

「……黙ってろ」

「ん……っ」

　何度も何度も、離れては塞がれる唇。不破さんが言った通り、今誰かがエレベーターホールにあるボタンを押したらと思うと、冷や汗が背中を伝った。けれど、今はそんな理性の糸を繋ぐことすら、私にはできない。

　いつもとは違い、どこか余裕のない不破さん。乱暴で強引なのに優しい彼に、私もついていくのが精一杯だ。

「……んんっ」

「蘭……」

　――どれくらい、お互いの熱を求めていたかはわからない。

　いつの間にか深く、溺れるように重ねていた唇はようやく酸素を十分に取ることを許されて、名残を惜しむように離れていった。全身から力が抜けた私が不破さんへと身体を預ければ、彼は私を抱き留めたまま、どこか満足そうに微笑む。

「よかったな、誰もこのビルに用事がなくて」

「……最低、です」

　赤くなった顔で抗議とも言えない抗議を送る私に、さっきまでの余裕のなさを消した彼が楽しそうに笑った。その上、ちゃっかりとエレベーターのボタンを押す余力まであるのだから腹が立って仕方がない。

　ようやく動き出すことを許されたエレベーターは鈍い音を立て、目的の階へと向かっていった。辰野さんに会いに行く前は、やけに寂しく聞こえた機械音ですら、今は胸を高鳴らせる要因になってしまうのだから、どうしようもない。

「蘭、お前、ちょっと間を空けてから戻れよ。オフィスの連中が今のお前の顔見たら、泣いてたのかと勘違いする」

　さっきまでは、とんでもなく不機嫌だったくせに。クライアントを前に、あんなに失礼な物言いをしたくせに、至極冷静にそんなことを言うこの人とは別人かと思ってしまう。

「それより、辰野さんにあんなことを言って、大丈夫だったんですか？　これからの仕事に、支障が出ませんか？」

「問題ない。あれは……まぁ、お互いなかったことにしようとでも言えば済む話だ」

　そういう問題？

「仮に不破さんはそうだとしても、私はこれからの辰野さんとの仕事に支障が出るんですけど」

「いい話だな」

「もう、最低……。次に、どんな顔して辰野さんに会えばいいか、わからないです」

　思わずうなだれると、不破さんはなにがおもしろいのか喉を鳴らして笑った。

「別に、いつも通り普通の顔で会いに行けよ。下手に謝る必要なんてない。なにもなかったようにしてりゃあいい」

「……不破さんって、実は辰野さんのこと、嫌いなんですか？」

「さぁ、どうだろうな」

　不破さんがそう言ったと同時に、エレベーターが軽快な音を立てて目的の階へと到着した。私を見て相変わらず楽しそうに笑っている彼を残し、私はエレベーターから自分勝手に降りていく。

「というか、不破さんが、こんなふうに公私混同するだなんて思ってもみませんでした。とっても残念です」

「へぇ……そんなこと言えるなんてずいぶん余裕じゃん。お前はてっきり、俺に嫌われたとか勝手に思い詰めて、落ち込んでるかと思ってたよ」

　続いて降りてきた彼は、やっぱり楽しそうに笑って私の髪を優しく撫でた。

　……本当に、嫌になる。その通りに決まってるでしょ。誰でも、あんなふうに叱責されたら落ち込むに決まってる。それが、つい最近気持ちを自覚したばかりの相手であればなおさらだ。

「確かに……不破さんの言う通り、カジタ本社に向かう途中までは、もう色々ダメかもしれないとか思ってました」

「だろうな」

「でも、全部、自業自得だから仕方ないです。それに……少し冷静になれば、あれは上司としての不破さんが、バカな部下の失態を怒ってくれたんだってさすがにわかります。いつもの不破さんは、仕事とプライベートを混同する人じゃないので」

　……本当は、叱責された直後は、最悪このまま自然消滅かもしれないなんてことまで頭を過ったけれど。それよりも、仕事のことで頭の中がいっぱいで、私たちの関係の行方まで考えている余裕はなかった。

　でも……辰野さんに頭を下げる不破さんを見て、気が付いたんだ。

　だって私は、誰よりも知っているから。上司である不破さんのこと。この七年、誰よりもそばで見てきたから、ちゃんとわかってる。

「……不破さんのことは、誰よりも信じています」

　信じてる。あれくらいで、不破さんが私のことを見限るなんて、絶対にしないって。部下としても……恋人としても、簡単に切れることのない絆が私たちの間にはあると、自惚れかもしれないけど信じてるんだ。

「私は不破さんの言葉以上に、不破さんという人間を信じてるんです」

　その言葉は、照れくさくて顔を見ながら言うことはできなかった。

「俺も、信じてたよ。俺のかわいい部下は、上司である俺の厳しい叱責にも負けずに、誠心誠意クライアントに頭を下げて、納得のいく結果を持って帰ってくる、って」

「……っ」

「よく踏ん張った。ここからまた、挽回しよう」

　――悔しい。悔しいけど、その言葉を聞いた瞬間、こらえ切れずに涙が零れた。

　慌ててそれを拭って、隠れるように壁際へと逃げれば、後ろから抱きしめられる。

「ふ、不破さんがクライアントに頭を下げてるのなんて、初めて見て……っ。私のせいで、不破さんにあんなこと……本当に情けないし、悔しいです……っ」

「別に、頭を下げることくらい、どうってことないし。なにより、お前の上司としては当然だろ」

「そ、それでも、悔しかったんです……っ。不破さんにあんなことさせたのが、私だと思うと、余計に……っ」

　堰せきを切ったように溢れ出した涙。顔を両手で覆って必死に隠せば、その手を不破さんに掴まれ、引き剝がされた。

「お前が泣いてんの、初めて見るわ」

「な……っ、泣いてません……っ」

「今さら否定しても無駄だろ。泣き顔もそそるし、たまには泣かせるのもありだな」

　耳元でそんな甘い言葉を囁かれ、あやすように髪まで撫でられたら、もう真っ赤になるしかない。

「だ、誰かに見られたら、からかわれる……っ」

「いいじゃん、別に。そん時は、またフォローしてやる」

「フォローされてばかりじゃ嫌です……っ。い、今だって……オフィスに帰ったら、カフェ以外の案件全部、不破さんとカニさん、サルさんが代わりに進めてくれてるに違いないのに……っ」

　そこまで言えば、不破さんが驚いたように私を見た。

　それを真っ赤であろう目で仰ぎ見てから、子供のように唇を尖らせる。

「なに、お前。すごいな、オフィスに監視カメラでもつけてんの？」

「だから……それくらい、わかります。何年、みんなと働いてると思ってるんですか？私は……自分のミスのせいでみんなの仕事を増やすことになってしまって……バカな自分が、情けなくて悔しくて、仕方ないんですっ」

　この七年、誰よりもそばで見てきた。だからこそ、ミスをした私がオフィスを出てから、不破さんがどういう行動に出たのかもわかってしまう。私のカフェ以外の仕事を全部取り上げて、カニさんとサルさん、そして自分に振り分けたに違いない。

　それを快く引き受けてくれたであろうふたりと――きっと、誰よりも多く自分に仕事を回した不破さんが、今、目の前にいる。

「ありがとう、ございます……っ。でも、カフェの仕事が追いついたら、ちゃんと通常業務もこなしますから、あと一週間だけ待っててくださいっ」

「ホント、お前って呆れるくらい意地っ張りな」

　涙を拭って顔を上げ、まっすぐに不破さんを見つめれば、不破さんはどこか呆れたような息を吐いてから小さく笑う。

「……負けず嫌いって言ってください」

「意地っ張り」

「……そういう自分は、さっきまで辰野さんに振り回されていたくせに」

「あ？」

「最初に辰野さんが不破さんに声をかけた時、私が代わりに答えればよかったですね。不破さんは打ち合わせじゃなくて、煙草を買いに出てたんだ……って。そうすれば、あんなふうに険悪な空気にもならなかったかも」

　言いながら思い出すのは、スラックスのポケットに片手を入れて、疲れと苛立ちを表情に滲ませていた不破さんだ。あれは私の仕事をやれるだけ早急に片付けた後、煙草が切れていることに気付いて買いに出て帰ってきたところだったのだ。

　不破さんが辰野さんの前で私を自分の腕に抱き寄せた時、強く煙草の香りが鼻を掠めたから、間違いなく、外で吸ってから戻ってきたのだろう。

「〝目は口ほどに物を言う〟、です」

「悪さ、できねぇなぁ」

　私の誘導尋問に、呆気なく両手を上げた不破さんが、心底おもしろそうに笑った。

　大好きな無邪気な笑顔に、胸がどうしようもないほど高鳴ってしまう。

　この場面でドキドキしている私も大概だとは思うけれど、言葉で説明されるより、相手の一挙一動を見ているだけで伝わる気持ちもあるのだ。

「それなら俺も、言ってやればよかったな」

「え？」

「社用の携帯電話。よりにもよって他人の社用の携帯電話なんてお前が持ったら、そんなものなにより先に相手に返すに決まってんだろーが、って」

「……っ」

「あと食事の件も。仕事として行くなら、上司としてはなにも言わないけどなぁ」

　グッ、と再び引き寄せられた身体。呼吸のぶつかり合う距離で綺麗な顔に見つめられて思わず息をのめば、鼻先をぶつけた彼が忌々しそうに眉根を寄せた。

「お前の男としては、絶対に行かせたくねぇ」

「な……っ」

「お前も、そこのところ、よく自覚してから行動しろよ」

　甘すぎる命令は、間違いなく上司としてではなく、私の恋人としての言葉で。

「ああ、あと。その靴、よく似合ってる」

　私の頭にポン、と優しく手を置いてからオフィスに戻っていった彼の言葉は……上司としてなのか恋人としてなのか、どちらの彼のものなのか、わからなかった。










善は急げ




「なんだか、すごく素敵な彼だね」

　祝日休みの金曜日。白い家具でナチュラルにまとめられた部屋には、シフォンケーキの甘い香りがほんのりと漂っている。

　レースのあしらわれた小花柄のかわいらしいランチョンマットが敷かれたテーブル。淹れたてのコーヒーとともに置かれたケーキを、私は遠慮なく頬張った。

「……彼、っていうか、上司だけど」

「ふふっ。それを言うなら〝上司だけど、彼〟、でしょう？」

　久しぶりに会う、ひとつ年上の姉である杏あん。料理が得意な彼女のお手製シフォンケーキは、チーズケーキと並んで私の大好物だ。

　動くたびに、ふわふわと揺れる栗色の髪。笑うだけで、空気が春のような温かさに包まれて、まるで女神……というより天使みたいな人だなと思った。

　……なんて、自分の姉のことをこんなふうに褒めるのも変な話かもしれないけれど。

　料理上手で気遣い上手。その上、誰にでも別け隔てなく優しくて、思いやりのある清楚で謙虚な大人の女性なのだ。

　私とはまるで違った〝女らしさ〟をこれでもかというほど持ち合わせている姉のことが、私はときどき羨ましいなと思ってしまう。

「でも、本当に素敵な人じゃない。蘭が間違えた時はきちんと叱ってくれて、それ以外でも、ちゃんと蘭のことを見ていてくれるんだもん」

　向かいに座り、ココアの入ったマグカップを両手で包みながら、お姉ちゃんが嬉しそうに笑った。

　普段アクセサリーを身につけないお姉ちゃんの左手薬指にはリングが光っていて、それは近々、彼女が結婚することを意味している。

　改めて見渡してみると、私の周りは結婚ラッシュというか、幸せな女子で溢れているのだ。その波にようやく乗れそうかもしれないと言っていいのか……ううん、私はやっぱり乗り遅れ気味だろう。

「素敵な人……では、あるけど。でも、時々すごくイジワルだよ」

「ふふっ、でも、優しくて頼りがいのある人なのよね」

　お姉ちゃんには、なにもかもお見通しらしい。

　なんとなく照れくさくなってマグカップに口をつけると、心地のいい苦味が口いっぱいに広がった。

「それで、せっかくのお休みなのに、今日は彼とは会わないの？」

「……うん。まだ、私の仕事が片付いてないし」

　不破さんとの話を、恥ずかしい部分は省きながらひと通りお姉ちゃんへと報告した私は、この後のことを考えて眉根を寄せた。

　辰野さんから再チャンスをもらってから四日目。来週の月曜日には、辰野さんに新しいカフェのネームとロゴ案を提示したいと思っている。

　それなのに……どうしても、コレというものが浮かんでこないのだ。いくつか案は出してロゴデザインもしてみたものの、自信を持って押せるようなものはできていない。

「だから今日はこの後、前々から気になってたカフェに行ってみようかなって。ずっとオフィスに缶詰で考えてても、煮詰まるだけだし」

　どんなに仕事に忙殺されようが、気分転換は大切だ。少し外に出て、視点を変えてみる。それが発想の転換にも繋がったりする。

『発想の転換。息詰まった時は、思いきって視点を変えてみるのも手だ』

　考えてみたらそれは、不破さんに以前言われた言葉だった。デスクに座りっぱなしで大量の資料に埋もれたままじゃ、見えるものが見えなくなってしまう時もある。

「ごめんね、それに付き合えなくて……。午後の予定がなければ、蘭と一緒にカフェに行けたんだけど……」

　マグカップに口をつけ悩む私を見て、お姉ちゃんが申し訳なさそうに眉尻を下げた。

　相変わらず優しい姉。そんな彼女は昔から、私の自慢の姉だった。

「全然。だって、今日だって急にここに来たんだもん。それに、お姉ちゃんは結婚式の打ち合わせなんだから、そっちを優先して当たり前」

　お姉ちゃんは、三カ月後に結婚式を挙げる予定だ。お相手は、お姉ちゃんが勤める会社の社長さん。昔から恋には奥手なお姉ちゃんを、社長さんがどうやって捕まえたのか気になるところだけど、お姉ちゃんに聞いてみても『私が好きになったんだよ』と、照れくさそうに笑うだけ。

　私たちの弟の陽ようは、すでにお姉ちゃんの婚約者と仲よくやっているらしいけど……。無愛想なあの弟を手懐けたんだから、お姉ちゃんの婚約者も相当のやり手なのかもしれない。

　まぁ、若くして大手企業の社長を任されているくらいだしね。なにより、お姉ちゃんがこんなに幸せそうなんだから、いい人には間違いないだろう。

「いつか不破さんに会えるのを、楽しみにしてるね」

「……お姉ちゃんに紹介できるようになる頃には、私ももう少し、料理の勉強しなきゃ」

「ふふっ、蘭なら大丈夫よ。それに、不破さんは蘭の不器用なところも全部含めて、好きでいてくれるんだと思うよ」

　幸せそうに笑いながらそんなことを言ったお姉ちゃんの言葉がくすぐったくて、私はごまかすようにカップに口をつけた。

　気が付けば部屋の時計の針は正午を指していて。穏やかなこの時間こそ私にとっては一番の気分転換だったなぁ……なんてそんなことを心の中で思いながら、私はシフォンケーキをすくって、もう一口頬張った。




「……うーん、どうしよう」

　お姉ちゃんの家を出てから電車に乗って、目的地近くの駅で携帯電話片手に悩むこと十数分。開いたページにはふたつのカフェの情報が並んでいて、そのどちらもが魅力的なせいでなかなか駅から離れられない。

　ひとつは、浜辺近くのオシャレなカフェ。オーシャンビューを眺めながら、お店自慢のパンケーキを食べる幸せな時間を謳っている。そしてもうひとつは、駅近で最近流行っているカフェで、オススメは芸能人がテレビのロケで訪れては美味しいと推している濃厚ガトーショコラ。

「流行ってるほうは混んでそうだし、やっぱり、今回は海の見えるカフェかなぁ」

　けれど、海の近くまで行くバスの停留所へ歩いていこうとした瞬間、突然携帯電話が震えて、一瞬思考回路が停止した。

「……不破さん？」

　携帯電話の画面を思わず凝視する。着信の相手は、間違いなく不破さんだった。

　途端に高鳴り出した心臓にそっと蓋をするように息を吐いた私は、恐る恐る携帯電話の画面をタップした。

「……もしもし、日下部です」

《お前、今なにしてる？》

　緊張しながら電話に出た私とは裏腹に、不破さんは極めていつも通り、マイペースだ。

「……今は、海近くの駅にいます。今からひとりで、カフェでも行こうかなと思ってたところで」

《あー、もしかして、こないだ俺がロゴデザインしたオーダーショップの入った駅ビルのあるところか？》

「あ、そうです。え……なんでわかったんですか？」

《わかったっていうか、そこなら迎えに行くのも楽だなと思っただけ。じゃあ、十分後にそっち行くから、そのままそこにいろ》

「……はい？　十分後って……不破さん、今どこにいるんですか？」

《海。じゃあ、またあとでな》

「ちょっ……」

　私の静止の声も聞かずに、一方的かつ呆気なく電話は切られた。

　……なんなの、ほんとに。

　心の中で独りごちながらも、それを声にする気にはなれなくて。無機質な電子音を聞いた後、私はひとりで高鳴る鼓動を抱えながら立ち尽くすほかなかった。




「さっきまで、この近くの海でサーフィンしてたんだよ」

　予告通り、十分後に現れた不破さんはショートボードを愛車に積んでいた。

　ほんのりと鼻を掠める、潮の香り。Ｖネックの黒いロングＴシャツに細身のジーンズという会社では見慣れないラフな格好は、シンプルなのになぜか異様に様になっているから不思議だ。ジャケットを着ていないせいで、いつもよりもくっきりと見える引きしまった身体のラインが、無駄に色気を漂わせている。

「それで、目的地は？」

「不破さんって……女心とか無視ですね」

　けれど、そんなふうにドキドキしているのは、いつだって私だけなのだ。私をさっさと車に乗せて、初めて仕事以外で休日に会うというのに少しの余韻にも浸らない彼は、極めていつも通り。

　私だけなの？　初めてのデートかもしれないなんて、ドキドキしているのは。

「お前って、時々、無駄に女子だな」

「……時々じゃなくて、いつも女子だし無駄とか失礼ですけど」

「あー、っていうか、突然、かわいくなるってことな」

「……はい？」

「今みたいなヤツ。拗ねてる感じが、無駄にかわいい」

　かわいい？　……私が？

　思わず固まる私に、不破さんがフッと柔らかに口角を上げて笑った。

　かく言う私はその笑顔を見た瞬間、あからさまに眉根を寄せる。

　……これは、からかわれてる？

　お姉ちゃんなら、ここで真っ赤になって固まるところなんだろう。

　そこが私の、女らしさに欠ける部分だってことも重々わかってはいるけれど、疑いのほうが大きいのだから仕方がない。

「俺は、お前に会いたいから、会いに来たんだけど」

「…………」

「そうじゃなきゃ、海から上がって疲れてるところで連絡なんてしないだろ」

「…………」

「だから、拗ねるなよ。お前がちょうど近くの駅にいるって聞いて、飛ばしてきたんだぞ」

「…………」

「それで？　目的地は」

「…………」

「蘭と出掛けられんの、結構楽しみにしながらここまで来たんだけど」

　……ズルイ。

　結局、そこまで言われて、私は真っ赤になった顔を隠すように不破さんから顔を背けた。そんな私を見て、不破さんが楽しそうに笑う。

　……悔しい。なぜかいつも、不破さんのペースに乗せられている。

「……ここです」

　駅前のロータリーで長く停まっているわけにもいかず、赤くなった顔をごまかすように携帯電話の画面を不破さんへと向けた。――と、私が差し出した携帯の画面を視線でなぞった不破さんが、突然訝しげに目を細めて息を吐く。

「そこ、今日は祝日で閉まってたぞ」

「え!?　嘘っ」

「それと、その下の駅前のカフェ。ここに来るまでに前を通ったけど、めちゃくちゃ並んでた」

　相変わらず、厄日続きだ。いっそのこと、今日はお祓はらいに行ったほうがいい？

「どうしよう……今日は、このどっちかに行く気満々だったから、それ以外のところは考えてませんでした……」

　思わずうなだれると、不破さんはハンドルに両腕を乗せてフロントガラスから空を仰いだ。

　雲ひとつない晴天。出掛けるにはもってこいの一日だ。

　だけど、このままだと行き先が決まらない。せっかく気分転換かつ、なにか新しいものを……と思って来たのに、これじゃあなんの意味もない。むしろ、貴重な時間を無駄にしてしまうことになる。挙げ句の果てには、突発的だけど不破さんとの初めてのデートも台無しになるなんて……。

「じゃあ、別の店行くか」

「……え？」

「ちょっと山の中だけど、たぶん、お前なら絶対に気に入る」

「……ホントですか？」

「まぁ、俺も結構気に入ってる店」

　そう言うと、楽しそうに口角を上げた彼は、私の返事も聞かずに車のギアを入れて走り出した。

　落ち込んでいた気分が一気に浮上して、携帯電話を膝の上でギュッと握る。

　相変わらず、ドキドキと高鳴る鼓動。不破さんが気に入っているというお店に連れていってもらえることが、こんなにも嬉しいなんて。

　窓の外を流れる景色。よく晴れた空を眺めながら、案外、厄日でもなかったかも……なんて、現金な私は笑みを零した。

「……風の隠れ家」

　駅から車を走らせること約十五分。着いた場所は山の上にある、小さな一軒家だった。一見しただけでは、お店のようには見えないのだけれど、店先の花壇にはひっそりと、『Ｃａｆｅカフェ 風かぜの隠かくれ家が』というプレートが立っている。

　レンガ造りの建物は味わいがある佇まいで、細かな装飾の施された白枠の窓と、気品のあるネイビーの屋根から顔を出す煙突が、とても印象的だった。綺麗に手入れされた庭先の奥、花に囲まれた通路の先にはアンティーク調のドアがあり、思わず好奇心をそそられる。

　ここに着くまでは、どこにカフェなんてあるのかと疑ってしまうくらいの山道だったけれど、目の前の童話に出てくるようなお家がカフェだと言われてしまえば、心を躍らさずにはいられない。

「ここ、ガキの頃からのツレのお袋さんが趣味でやってる店なんだよ」

「そうなんですか……」

「初めに言っとくけど、なかなか、強烈だからな」

「強烈？」

「まぁ、入ればわかる」

　そこまで言うと、意味あり気な笑みを浮かべてからドアを押し開けた不破さん。

　すると、大きなぬいぐるみ――ではなく、かわいいゴールデンレトリバーが尻尾を揺らして出迎えてくれて、思わず顔が綻んでしまった。

「レノン。今日も店番、ご苦労さん」

「レノン、っていうんですか、この子」

「ああ、ここのマダムがジョン・レノンフリークなんだよ」

「マダム……？」

　不破さんの口から、らしくもない言葉が飛び出て、つい首をかしげてしまった。

　同時にレノンが大きく尻尾を揺らして、店の奥へと消えていく。その直後にパタパタという足音が聞こえ、奥から花柄のエプロンをつけた女性が現れた。

「ごめんなさい、気が付かなくて！　――あら。不破くんじゃない。あらあら、今日は美人さんと一緒なのね！」

　――マダム。不破さんの言葉に納得してしまうほど品のある、それでいて親しみやすさも醸し出したふくよかな女性が、私たちを笑顔で迎えてくれた。

「久しぶり。元気でした？」

「もちろん、この通りよぉ。不破くんがあんまりにも顔出してくれないから、トモキとまた喧嘩でもしてるのかと思ったわ。あの子も仕事が忙しいって全然顔見せてくれなくて～……というか、こんなところで立ち話もなんだし、中に入って！　今日はね、アップルパイを焼いてあるのよ！」

　不破さんを前に満面の笑みを浮かべながらマシンガンの如くそこまで言ったマダムは、エプロンと同じ柄のスリッパをふたつ私たちの前に並べてくれた。

　靴を脱ぎ、玄関先に置かれたそれに足を入れ、店内へ足を踏み入れると、促されるまま左隣の扉を開ける。すると目の前には、まるで童話の世界に入り込んだような素敵な空間が広がって……今度こそ、私の口からは感嘆の声が零れた。

「素敵……！」

　部屋の隅には、外壁と同じレンガ造りの暖炉がある。不規則に並べられた席はすべてソファ席で、どれもがアンティーク調で統一されていた。

　壁半分は床から天井まで本棚になっていて、そこかしこに洋書が並べられている。空いたスペースには、かわいらしい動物の置物や写真立てが絶妙なセンスで飾られていて、部屋を優雅に彩っていた。

　大きな木の振り子時計が、穏やかな時を刻む。

　全体的に物が多くて下手をすればまとまりのなくなってしまうであろう空間も、マダムと一緒でどこか品のある空間へと仕上げられていた。

　その中でもなにより一番、私の目を引いたのは――。

「テラス席まであるんですね……！」

　一面ガラス張りの窓の向こうにある、テラス席だ。高台の家に造られたそれは、まるで空に浮かんでいるように見え、まさにここは〝風の隠れ家〟だと思った。

「もしも、テラス席がよければそちらへどうぞ。天気はいいけど少し空気が冷たいから、そのカゴの中にある膝掛けを使ってね」

「ありがとうございます！」

　ニッコリと微笑んでくれたマダムにお礼を伝えてから足早にテラスへと出た。

　ウッドデッキのテラスには四人掛けのテーブルが三つ用意されていて、綺麗に手入れのされた花がそこかしこに並べられている。

　オーシャンビューなんてものじゃない。視界いっぱいに広がる空と海の青、下から吹き上げる風の音だけが、私の心を埋め尽くした。

「ずいぶん、気に入ってくれたようでよかったよ」

　そんな私を見守るように眺めていた不破さんが、一番海側に置かれたテーブルの椅子に腰を下ろしてから小さく笑った。

　慌てて我に返った私は振り向くと、彼同様に笑顔を見せる。

「連れてきてくれて、ありがとうございます！　たぶん、今まで来たカフェの中で一番素敵です。素敵すぎて、誰にも教えたくないくらい」

　興奮を抑え切れずにそう言えば、やっぱり不破さんは楽しそうに笑った。

　潮風と、木々の擦れる音と鳥の声。ＢＧＭなんてなくても、ただ、自然が作ってくれた温かな世界が、どうしようもなく私の心を躍らせる。

「まぁ俺も、誰にも教えたことなかったからな」

「え？」

「お前が初めてってこと。これから先も、ここには、お前以外とは来ないだろうな」

　けれど、素敵なカフェに出会えて躍っていた心もすぐに、不破さんに攫さらわれてしまった。

　自分の言いたいことだけ言って、当の本人は太陽の光を反射して光る海を眺めている。その綺麗な横顔につい見惚れてしまい、照れくささから目を伏せた。

　……ホントに、ズルイ人。私のことばかりドキドキさせて、自分はいつも自由なんだ。

「ご注文は、どうなさいますか？」

　動揺を精一杯押し込めて、不破さんの向かいに腰を下ろせば、タイミングを見計らったようにマダムが私たちのところへやってきた。オーダーを聞かれて、顔を上げた私は、迷うことなく「アップルパイをお願いします！」と笑顔で答える。

「なんだよ、チーズケーキじゃないのか」

　からかうように言った不破さんに、ほんの少し心が揺れたけれど、マダムが今日はアップルパイを焼いたと言っていたし、その気持ちを無駄にはしたくない。

「はい、今日はアップルパイがいいです」

　私の想いを不破さんは汲み取ってくれたのだろう。優しく目を細めてからメニューを閉じると、マダムに差し出し、オーダーを彼女に告げる。

「アップルパイひとつと、ブレンドコーヒーひとつ。蘭、お前は飲み物は？」

「あ……私は、ロイヤルミルクティを」

「わかりました。ふふっ、チーズケーキは、大丈夫？」

「それは、次にふたりで来た時の楽しみにとっておきます。その時はあらかじめ連絡するんで、いつもより特別なものを、コイツに出してやってください」

　不破さんの言葉に、マダムへと向けていた視線を慌てて彼へと戻した。そうすれば頬杖をつきながら、そっと口角を上げた彼と目が合い、心臓がドキリと跳ねる。

「あらあら、なんだか妬けちゃうわねぇ」

　マダムが冷やかすような声を出すものだから、私は真っ赤になって視線をテーブルへと落とした。

「次にここに来る口実があったほうが、俺もコイツを誘いやすいんで」

　不破さんの不意打ちって、どうしたら上手に交わせるようになるんだろう。この先も、突然こんなふうに甘やかされたら、私の心臓はいくつあっても足りない気がする。

「わかったわ。それなら次におふたりが来る時は、特製のスペシャルチーズケーキをごちそうしちゃう」

　かわいくウインクをしたマダムは満面の笑みを浮かべて、颯爽と店の中へと戻っていった。

　残された私と不破さんは、空と海に挟まれて、ただ風の音だけを聞いていた。

　……どうしよう、私、すごく幸せだ。

　嬉しさをこらえきれずに、つい口元が綻ぶ。

　テラスを囲む花たちだけが、私たちをそっと見守っていた。




「アップルパイと、ロイヤルミルクティ。そしてこちらがブレンドコーヒーです。ゆっくりしていってね」

　オーダーが運ばれてきたタイミングで足元にやってきたレノンが、テーブルの下で気持ちよさそうにうたた寝を始めた。

　マダムお手製のアップルパイは食べたことのないくらいに美味しくて、上にのせられたバニラアイスと一緒に食べると格別だった。

　ケーキとドリンクを堪能しながら、不破さんと他愛もない会話をする。内容はお決まりの仕事の話や、不破さんの趣味のサーフィンや車の話、それから私の家族の話。ごく自然に話すことができていることに、また幸せを感じてしまう。

「不破さんって、カフェとか来るんですね。かなり意外でした」

「カフェといえるカフェに来るのは、ここくらいだな。普段使いなら気楽に入れるコーヒーショップで十分だし、男なんて、そんなもんだろ」

「……夢のないこと言いますね」

　私の言葉に、不破さんが「夢だらけのお前と一緒にするな」と優しく笑った。

　こんなにも、穏やかな時間を過ごせたのはいつぶりだろう。

　思わず、時間も忘れてしまうくらい。今この瞬間がどうしようもなく幸せで、溜まっていた疲れもすべて、静かに溶けて消えていく。

　目を閉じて、澄んだ空気を吸い込んで……宝物のようなひと時を噛みしめる。

「――」

　そうすれば、不意になにかがストン、と心の中に落ちてきて、私は思わず閉じたばかりの瞼を上げた。

「……蘭、どうした」

　……そうか。もしかしたら、これこそが私の目指すカフェのあるべき姿なのかもしれない。

　私が掲げたコンセプト。

〝ちょっと一息つきながら、心と身体の癒やされるひと時を提供するカフェ〟

　それは、その言葉の通り、訪れた〝人〟が、宝物のような〝時〟を過ごせる場所であること。私は今まで、どちらかというと売りとなる〝商品〟をイメージさせるような店名ばかりを考えていた。けれど本当は、心癒やされる時を過ごせる〝空間〟であることを表現するほうが大事だったのかもしれない。

「不破さん、あの……私、この後オフィスに行ってもいいですか？」

「オフィス？」

「……はい。今なら、すごくいいものが作れる気がするんです。というか、今すぐ。早く、デザインを考えたいです！」

　腰を浮かせ、つい身を乗り出して言えば、気持ちよさそうに寝ていたレノンが不満気に私を見上げてテーブルの下から抜け出した。

　せっかくの不破さんとの初デート。本当ならこのまま、夜まで一緒に過ごすべきなのだろう。それが連休だというならなおさらだ。

　だけどあいにく、今の私にそれだけの余裕はない。それよりなにより、今すぐにやるべきことが目の前にある。

「お前、さっき俺に、乙女心を無視するな……みたいなこと言ってなかった？」

「……すみません。でも、〝善は急げ〟というので」

「お前の場合、急ぎすぎてつまずいたばかりだけどな」

「う……。でも！　今度は、そうはならないように頑張るって決めたんです！　同じ失敗は繰り返しません！」

　今までの穏やかな時間を壊す発言をした私を前に、不破さんは一瞬呆れたような顔をしたけれど。

「しょうがねぇなぁ……オフィスまで送ってってやるよ。その代わり、月曜にはできあがったデザイン、俺に一番に見せろよ」

「はい……！」

　すぐに楽しそうに笑うと、テーブルの隅に置かれた手描きの伝票を持って席を立った。

「あ……私が払います！　今日は、私の用事に付き合わせてしまったようなものなので……」

　その背中を追いかけるように声をかければ、視線だけで振り向いた彼が優しく目を細める。

「バーカ」

「え？」

「……言ったろ。俺が会いたかったから、会いに来たんだって」

　吹き抜ける風に攫われた、優しい声。

　晴れやかな空。どこまでも続く海。風の音。

　開放的なその場所で、ここに来た時のようにドキドキと胸を高鳴らせた私は、最高の激励の言葉までもらい、とうとう素直に頬を染めた。










鬼に金棒




「『ｈｉｔｏ＋ｔｏｋｉひととき』……ですか」

「はい。ロゴは、＋の部分を〝ｔ〟に見立てたデザインにしてみました」

　月曜日。予定通り辰野さんとの打ち合わせを迎えた私は、土日の間に仕上げた企画書を持ち、カジタ本社を訪れた。

　私が新しく提示したカフェの名は『ｈｉｔｏ＋ｔｏｋｉ』。その名の通り、カフェを訪れた〝人〟たちが自分にとって〝プラス〟となる〝時〟を過ごせる場所であること。そして、美味しく身体にいいものを摂り、自分にとってプラスとなる時を作ろうという意味も込められている。

「ひと時、ってすごく素敵な響きだと思うんです。カフェで過ごす時間は、ほんのひと時だけだけど。だからこそ私たちは、その〝ひと時〟を特別なものにしたい。私たちが作るカフェが、そういう〝時〟をお客様にご提供できたら……という願いを込めました」

　企画書に書いた堅苦しい文章を、私なりの言葉に砕いて辰野さんへと伝えた。

　まっすぐに、前を見て。堂々と、自分の作ったものをプレゼンする。

「いかがでしょうか？」

「……うん。いいと思います。〝ひと時〟という言葉自体、馴染みのあるものだし、なにより温かい印象を受ける。ただのかな表記ではないところにオリジナリティもある」

「ありがとうございます」

「こんなことを言うと失礼ですが、前回提示していただいたものより何倍もいいと思います。これならすぐに、上にも通せそうです。日下部さん、本当にありがとうございました」

　満足気な笑みを浮かべた辰野さんを前に、私も思わず笑みを零した。

　約束通り、今朝一番に、この企画書を見せた時の不破さんの言葉と顔が脳裏を過る。

『いいな。これなら、先方も喜んでくれる』

　尊敬する上司に太鼓判を押してもらい、ほんの少しの不安も吹き飛ばしてからここに来た。自分でもいいものができたとは思うけれど、やっぱり不安は最後まで拭えないものだから。不破さんからの言葉があったからこそ、辰野さんに堂々と企画書を提示できたのかもしれない。だって、今まで不破さんに褒められたものがクライアントに通らなかったことは一度もない。間違いなく、不破さんからもらった言葉が、自信へと繋がったんだ。

「上から承認が下りたら、なる早でご連絡させていただきます。すぐにでも、必要ツールのデザインに取りかかっていただきたいので」

「はい、わかりました。とりあえず、急ぎは看板などですよね。併せて制作するメニュー表、コースターやロゴ入りカップなどもすべてリストにまとめてメールでお送りさせていただきます。もしも追加でコレ、というものがあればご連絡ください」

　お互いに、今後の確認をしながら手元の企画書と資料をまとめた。

　ネームとロゴ案が通ったとしても、それで仕事は終わりではない。ここから、デザイナーとしては本格的に制作作業へ入っていく。

「メニューの料理撮影も、まずはカメラマンに確認を取らせていただきますね。その際にカット数が大体どれくらいになるかをあらかじめ教えていただきたいです」

「あー、ですよね。それは、キッチン担当と僕のほうで再度確認してみます。まだメニュー内容の最終決定が上から下りていないので」

「わかりました。もし決定したら、撮影スケジュールも含めて、改めてご相談させてください」

　そこまで言うと席を立ち、頭を下げた。

　同じように立ち上がった辰野さんも、私を見て微笑む。

「なんだか、ようやく日下部さんらしくなってきた感じですね。今の日下部さん、すごくイキイキしてます」

　相変わらず、聞き慣れない時計の針がコツコツと時を刻んでいる。

　つい、一週間前だ。不破さんに叱責されて、クライアントである辰野さんに気を使わせてしまうくらいに、落ち込んでいた。

　たった、一週間。されど確実に、時は動いている。

　だって、約四カ月後には今手元にある企画書の中のカフェが、現実となって現れるのだから。自分の携わったものが世に出回り、自分以外の誰かに触れる。

「ふっきれたのも、不破さんのお陰ですか？」

　突然の言葉に、思わず動きを止めて彼を見た。そうすれば柔らかに細められた目と目が合って、瞬きの仕方を忘れた。

　辰野さんと面と向かって会うのは、不破さんが彼の前で私を抱きしめて牽制して以来だ。だから、ここに来るまでは、辰野さんとどんな顔をして会えばいいのかと思い悩んでいたのだけれど……。

『別に、いつも通り普通の顔で会いに行けよ。下手に謝る必要なんてない。なにもなかったようにしてりゃあいい』

　いざ会ってみれば不破さんの言う通り、辰野さんはいつもと同じで、拍子抜けしてしまった。だから今日はこのまま、あの時のことには触れられずに終わるのだろうと思っていた。なかったことにしてくれたのだと、都合のいいように考えていて……。

「やっぱり、不破さんはすごいですね」

　苦笑いとともに言葉を零した辰野さんを前に、私はまっすぐに前を向いたまま小さく首を横に振った。

「確かにおっしゃる通り、弊社の不破は、とても尊敬すべき上司ですが……。私が今、こうしてまた前を向けたのは、辰野さんをはじめとしたみなさんのお陰です。なにより辰野さんがもう一度チャンスをくださったから、私は腐らずに自分らしく仕事ができています」

「……っ」

「私ひとりでは、到底ここにはたどり着けませんでした。だから、あと少し……未熟な私に、お力をお貸しください」

　頭を下げてから流れた髪を耳にかけ、ニッコリと微笑んだ。

　そうすれば、辰野さんは不意を突かれたように一瞬だけ固まって、「完成が、楽しみですね」と零してから嬉しそうに笑う。

「ではまた、ご連絡させていただきます」

　まだまだ、ここからが正念場だ。

　しっかりと前を向き、私はひとり颯爽とフロアを後にした。




「ハァ……」

　カジタ本社を出て、オフィスのあるビルのエレベーターホールまで戻ってきた私は、長く深い溜め息をついた。

　どうにか難題をクリアでき、ダメだとはわかっていても心の底から安堵してしまう。

　ボタンを押さずにエレベーター横の壁に背を預けると、私は自分の胸にそっと手を当てた。

「――不破さん。今日は、ありがとうございました」

　けれど突然前方から鈴の鳴るような声が聞こえて、私は慌てて背筋を伸ばした。見れば、見慣れた黒いジャケットを羽織った不破さんと、やけに身体のラインを強調したスーツを身に纏う女性の姿が見えて、心臓が不穏に跳ねる。

「データのほうは、すぐにお送りさせていただきます。もし他に急ぎの案件があれば、ご連絡ください」

「急ぎがなくても、個人的に不破さんにご連絡するのはダメですか？」

　甘く、かわいらしい声が耳に障る。それをそつのないスマートな笑顔で受け止めた不破さんは、ふと顔を上げ、視線の先に私を見つけて大きく目を見開いた。

　……マズイ。

　そう思った時には、時すでに遅し、だ。

　慌ててふたりに背を向け、エレベーターのボタンを押す。

　心の中で頭上の階数表示のランプが早く下りてくることばかりを願った。

「いい加減、食事くらい付き合ってくださいよ。不破さん、特定の女性はいないんでしょう？」

　今、彼にすり寄っているのは、ラグジュアリーブランドの広報を務める女性だ。不破さんとは年に数回、パンフレットやポスターの仕事で顔を合わせる程度なのだけれど、彼女は必ずと言っていいほど社外での打ち合わせを希望した。以前から、なんとなく……なんとなく、それに違和感を覚えていた。だけど、クライアントの希望をこちらが拒否する理由もないし、不破さんも当たり前のように打ち合わせへと出かけていたから……。

「私、不破さんのこと、仕事以外でももっとよく知りたいんです」

　まさか……彼女があんなにあからさまに、不破さんに言い寄っていたなんて思いもしなかった。

　彼女が不破さんに惹かれる気持ちは痛いほどよくわかる。街を歩いていても、不破さんに甘い眼差しを向ける女性はたくさんいる。

　だけど、これは……ルール違反なんじゃない？

「ねぇねぇ、不破さん。今夜って、時間あります？　ふたりで飲みに行きません？」

　彼女には今、不破さんしか見えていないのだろう。数メートル先のエレベーターホールにいる私の存在はまるで空気で、私は息を潜めているしかない。

「私、明日は休みなんです。だから今日は、帰らなくても大丈夫」

　耳を塞ぎたくなるような言葉まで聞こえ、いよいよ俯きかけたところにエレベーターが到着した。足早に乗り込み、目的の階のボタンを押す。

　けれど、恐る恐る顔を上げた先、彼女の隣から私をまっすぐに見据えている彼と目が合って、思わずドアを閉めようとした手を止めた。

「――蘭！　そのまま、待ってろ」

「え？」

　突然声を張り上げた不破さんに、隣の彼女が弾かれたように振り向いて私を見る。

　私は驚きながらも素直にドアを開けたまま待つ。そんな私を確認してから、彼は自分の腕を掴む彼女の手を静かに解いた。

「不破さん？　あの方って――」

「申し訳ないんですが、僕は今日も何時に仕事が終わるかわかりませんし、明日も仕事なのでお付き合いすることはできません。……というより、仕事外であなたとふたりで会うつもりはありません」

「え……」

「最近ようやく捕まえた、〝彼女〟のことしか、女性として見れないので」

　不破さんの言葉に、血液が沸騰したように身体が熱くなった。

　反対に、顔色を青くしたクライアントは睨むように不破さんを仰ぎ見た後、足早に彼の前から立ち去る。

　その背中を見送ることもせず、一度だけ小さく息を吐いた彼はまっすぐにエレベーターに向かってきて、なにごともなかったかのように乗り込むと、ドアを閉めた。

「……あ、の。大丈夫なんですか？」

「なにが」

　なんとかそれを口にすれば、抑揚のない声が返ってくる。

　クライアントの好意をあんなふうに無下にして問題ないんだろうか。とはいえ、クライアントという立場を使い、仕事に私情を挟んできた彼女も彼女だけれど……。

　思わず考え込んでいると、不意にエレベーターが五階で止まった。電気の消えたフロアから、見知った顔の清掃会社の制服を着たおじさんが乗り込んでくる。

「あれ……ここの階、テナント入ってませんでしたよね？」

　思わず声をかければおじさんも私たちに気が付いて、「ああ、ａｓｓｏｒｔの」と小さく声を零した。

「来月から、建築関連の事務所が入ることになったんだよ。それで今、メンテナンスをしているところでな」

　おじさんが『閉』ボタンに手を伸ばした時、不破さんが唐突に私の腕を強く引いた。

「その事務所の看板のデザインを、ちょうど任されたところだったんです。なのでちょっと、僕たちで寸法チェックに入ってもいいですか？」

「え……」

「ああ、それならフロアの電気は廊下を奥に歩いていった先にある。真っ暗じゃ仕事にならないだろうからね。終わったら、忘れずに消していってください」

「ありがとうございます」

　丁寧に説明をしてくれたおじさんに一度だけ会釈をすると、入れ替わるように私たちはエレベーターを降りた。扉が閉まれば辺りは暗闇に包まれて、壁際の上部にある小窓からの光だけが頼りなく足元を照らしている。

「あ、あの……ここの看板のデザインの仕事って、もしかして私が打ち合わせに出ている間に新規で入ったものですか？」

　私の腕を掴んだままの不破さんの隣に立ち、暗闇で彼を見上げて尋ねると、綺麗なブラウンの瞳が私を捕えた。

　その仕事内容を、私は把握していない。朝、打ち合わせに出る前にメールチェックは済ませたし、もしも依頼が来たとしたのならその後だろう。

「今から採寸チェックするんですよね？　だとしたら私、オフィスから採寸用のメジャーをとってくるので、不破さんは電気を――!!」

　だけど私がそう言って、再びエレベーターのボタンに手を伸ばそうとすれば、突然背後から不破さんに抱きしめられた。

　心臓は早鐘を打つように高鳴り出して、身体は金縛りにあったように動かない。

「……バーカ。そんなの、嘘に決まってんだろ」

「……っ」

　耳に唇を寄せ、掠れた声でそんな言葉を吐いた不破さんに、身体の奥が甘く痺れた。

「う、嘘って……それならなんで、こんなところに……」

「誰にも邪魔されないところで、お前とふたりきりになりたかったんだよ。お前だって、俺とふたりで話したかったろ？」

「そ……そんなことっ」

「俺が自分以外の女に誘われて、わかりやすく妬いてたくせに」

　反論するより先に、顎を掴まれ顔を引き上げられて、後ろから噛みつくようなキスをされた。そっと、輪郭をなぞる指先が私の理性の糸を切る。

　わかりやすく妬いていた……って、あんな場面を見せられて、なにも思わずにいるなんて無理に決まっているじゃない。

「……案外、まんざらでもなかったんじゃないですか？」

「なにがだよ」

「あ、あんなに綺麗な人に言い寄られて、本当はいい気持ちだったんじゃ――」

　すべてを言い終えるより先に、身体を壁に押しつけられた。背中に無機質な冷たさを感じながらも顔を上げれば、私へと射るような視線を向ける彼がいる。

「ようやく捕まえた〝彼女〟のことしか考えてないって俺の言葉、聞こえてなかったのか？」

「……っ」

「他の男に簡単に自分のことを触らせるお前にだけは、言われたくねぇよ」

「な……っ、簡単に触らせてなんか――んっ!?」

　再び反論しようと強い目を彼に向けた瞬間、乱暴に唇を塞がれた。壁に右手をつく彼の胸に手を当て精一杯押し返そうとしたけれど、不破さんの身体は微動だにしない。太ももの間に膝を捻じ込まれ、逃げ道を完全に断たれてしまった。引き寄せるように腰に添えられた手が、焦れったそうに私が着ているのシフォンのトップスの裾に触れている。

「……やっ、不破さ……っ」

「……黙ってろ」

　不破さんも、ギリギリの理性と戦っているのだろう。

　直に私の背中に触れた熱い手のひらが、一瞬下着に触れてから押しとどまった。

　誰もいない、真っ暗なフロアでこんなことをするなんて。この後もオフィスに戻って仕事をしないといけないのに……。

「ハァ……」

　こらえかねたように深い溜め息をついた不破さんは、私の肩に額をのせた。一瞬きょとんとしてから彼の柔らかな髪に触れると、私の首筋に唇をつけた彼が忌々しそうに言葉を零す。

「結局俺が、生殺しかよ」

「あ、あの……」

「それでも少しは……俺の気持ちを思い知ったか」

　その言葉の意味が理解できないほど、私も鈍くはない。たぶん……不破さんは、辰野さんのことを言っているんだろう。

「たまにはこうやって、お前を妬かせるのも悪くないな」

　イジワルに笑う彼は、結局いつも通りで、自分勝手だ。肝心なことはなにも口にはしてくれないくせに、そうやって私の心ばかりを弄もてあそぶ。

「不破さんは……」

　不破さんは、私のこと、どう思ってるんですか？

　言いかけて、言葉を止めた。意地っ張りで無駄にプライドばかりが高い私は、それを素直に口にすることができない。

「不破さん……」

「うん？」

「会社に戻る前に、もっとたくさんキス……してください」

　彼の首に腕を回してキスをねだれば、優しく唇を塞がれた。何度も角度を変えては重なる唇と、互いの口端から零れる吐息は甘くて、余計なことを私の頭の中から消し去ってくれる。

「……こんなところ、連れ込むんじゃなかった」

　どれくらい、熱を交わしていたのかもわからない。

　再び唇を離した不破さんは、私の額に額をつけて、苦々しそうに舌を打った。

「キスだけじゃ、足りねぇ……」

「……私もです」

　口を滑らせた私に「ふざけんな」と、理不尽な言葉が落ちてきた。

　力強く抱きしめられた腕の中で、そっと静かに目を閉じる。

　私たちはお互いの熱が冷めるまで、しばらくそこで抱き合っていた。




「全然、終わらない……!!」

　どっさりと積み上がった資料にプリントアウトされた用紙、片付けを怠ったままの色校。ＰＣ画面の縁にビッシリと貼られた付箋が減る気配はない。

　辰野さんから無事にネームとロゴ案の了承をもらい、いよいよ本格的に制作に入ってから――早三カ月。カフェのオープンまであと一カ月というところまできて、私は大量の仕事に忙殺されていた。

「オープン間近になると、やっぱりアレも必要、コレも必要ってなるのは、あるあるだよね」

「ついでに全部が急ぎってのも、あるあるだなぁ」

「そして、急ぎすぎてこまめなデータ保存を怠って、イラストレーターが固まり、データが飛ぶのもあるある」

「きゃー!!　イラレが落ちた!!」

　ひとりでバタバタしている私とは裏腹に、デザイナーあるあるを楽しそうに語っている三人に殺意が湧く。

「不破さんが、イラレが固まるとか不穏なこと言うから！　その通りになっちゃったじゃないですか！」

「なんだ、自分の不注意を認めずに、上司に八つ当たりか？　ずいぶん、偉くなったなぁ」

「八つ当たりもしたくなるよね。だって不破くん、日下部さんにイジワルなことばっかり言うんだもん」

「不破が日下部ちゃんにイジワルなのは今に始まったことじゃないだろう。しかし、このままだと今日も終電コースか？」

「明日も終電コースですよ、コイツ」

「もう！　絶望的なこと言わないでください!!」

　とっくに定時を過ぎた夜のオフィス。それぞれに仕事をこなしながら、軽口を叩き合う余裕があることが私たちの救いだ。

　お腹空いたし、目は疲れたし、眠いし、できれば早く帰りたい。

　だけどそれをしないのは、私たちが仕事をしている向こう側にも私たちと同じように、自分の仕事と向き合っている人たちがいるから。どんなに疲れても、私たちの仕事を楽しみに待っていてくれる人たちがいるからだ。




「……おい。お前、このままだと終電すら乗り遅れるぞ」

　静寂に包まれた深夜のオフィスで声をかけられて、私は色校に落としていた視線を上げた。その先では、黒いジャケットを羽織り、帰り支度を済ませた不破さんが眉間に皺を寄せてこちらを見ている。

　慌てて時計を見れば、時刻は二十三時十五分を回っていて、今から急いで荷物をまとめて駅に走っても終電ギリギリという時間だ。

「……お疲れ様です」

「お疲れ様です、じゃないだろ。お前、まさかここに泊まるつもりか」

「その、まさかです。だって、明日の朝までに送校用データ作っておかないと間に合わないし」

「……チッ」

　視線を色校に落としたまま邪魔な前髪を掻き上げて事実を口にすれば、あからさまな舌打ちをされた。顔を上げると、羽織っていたジャケットを自身のデスクに投げ置いた不破さんが、落としたばかりであろう自分のＰＣの電源を入れ始める。

「あ、あの、大丈夫なので！　不破さんは気にせず帰ってください！」

「大丈夫じゃないだろ」

「でも、不破さんだって神戸の案件が追い込みに入ってて、ここのところ連日終電だし……」

　つい語尾が小さくなったのは、不破さんの目が訝しげに細められたからだ。その上、ＰＣの起動を待っていたはずの彼は、すぐ隣のデスクに座る私の前まで気怠げに歩いてくると、膝がぶつかる手前で足を止めた。

「じゃあ、お前は、俺にお前をここにひとりで置いて帰れって？」

「それは……」

「普通に考えて無理だろ。お前、俺をなんだと思ってる」

　私が見ていた色校に手をつき、見下ろすように影を落とした不破さん。

　今のは上司としての言葉なのか、それとも個人的に私を想ってのことなのか……。

「でも、不破さんだって明日も入稿しなきゃいけない案件がいくつかあるし……」

「それ、全部データ確認まで終わってるし」

「え……」

「っていうか、いっぱいいっぱいになる前に、仕事回せって初めに言ったよな？　それもお前の仕事のうちだって」

「…………」

「周りに気を使う余裕があるなら、少しは自分のことも気遣え」

　前言撤回だ。これは上司として、怒ってる。

　色校の上に置かれた不破さんの長い指が、トン、トン、と一定のリズムを刻む。

　これは、不破さんが少しイライラしている時か、なにかを考え込んでいる時の癖。今の状況ではどう考えても、間違いなく前者だろう。

「だって……これ以上、不破さんに負担をかけたくなかったんです。そうでなくても、私の仕事がいくつか不破さんに流れてるのに」

　結局、ここまで来て本音を口にする以外の道が絶たれた。

　不破さんだけじゃない。カニさんもサルさんも、それぞれに多くの案件を抱えているし、その中で一番下っ端の私が弱音を吐くわけにはいかないと思っていた。

　なんとか、仕事は回ってる。支障も出ずに動いている。だから、大丈夫。

　あと一カ月。今が一番の踏ん張り時で、ここで頑張れば――少しでも、不破さんに近づけるような気がしたの。だから、どれだけ仕事に忙殺されても前を向けた。

「蘭のことで、負担に思うことなんてねぇよ」

「え……」

「むしろ、お前に頼られないほうが俺はこたえる」

「……っ」

「それって、お前のことが大切ならなおさらだろ。なぁ、そういうの、いい加減わかってくれねぇ？」

　ゆっくりと、降りてきた影。なにが起きるのかと身構えるより先に唇と唇が重なった。デスクに置いていた冷たくなった手が、優しい手に包まれる。

　至近距離で目が合って、どちらともなくもう一度唇を重ねた。

　……ギシリ、と鈍く唸った椅子の音を合図に、さらに深いキスに溺れていく。

「ん……っ」

　カチカチと時を刻む針の音。次に気が付いた時には終電の時間は過ぎていて、不破さんを帰すための材料はなくなっていた。

「不破さん、ごめんなさい……」

「……お前さぁ、謝るのはまぁ許してやるけど、今すぐここで抱きたくなるような表情はするなよ」

「ふ、不破さんこそ……無駄に色気を出すの、やめてください……」

　名残を惜しむように離れた唇は、相変わらず憎まれ口ばかりを叩いてしまう。

　そんなかわいくない私を責めることもせず、私のデスクの上からいくつかの資料を攫っていった不破さんは、静かに自身のデスクに腰を下ろした。

「男としては、残念な朝までコースだな」

「……深夜のセクハラ、やめてください。通報しますよ」

「お前……〝鬼に金棒〟的な状況だぞ、今。それを通報でみすみす棒に振るのはバカだろ」

　当然のごとく言い放った上司はマウスに手を置き、こちらを睨んだ。

　よくも自分で、鬼に金棒なんて言う。

　思わず笑えば、隣で彼も楽しそうに笑った。

「仮眠用のソファ、ひとつしかないですけど、どうします？」

「お前、今日寝れると思ってんの？」

「……またセクハラですか」

「ちげーよ。お前の仕事が朝までに片付くのかって話だよ」

　深夜のオフィスに軽快に鳴るのは、私たちがキーボードを叩く音。聞き慣れた音を聞きながら、私は隣を見て再び小さく笑った。

「片付くって、思ってますよ。だって、今の私は〝鬼に金棒〟ですから」

　始業時間まで、あと約九時間。

　終わりのない仕事はないと信じて、もう少しだけ頑張ろう。










両手に花




「一時はどうなるかと思いましたが、無事に今日を迎えることができて本当によかったです」

　そろそろ陽も落ちようとしている頃。賑わう店内でお客様の様子を眺めていれば、不意に隣に立った辰野さんが柔らかな声でそう言った。

　一段とスマートに決められたブラックのビジネススーツ。首からはスタッフであることを示すプレートが下げられている。

　今日は、カフェ『ｈｉｔｏ＋ｔｏｋｉ』のオープン日だ。カフェの入るファッションビルもリニューアルオープンを迎え、店内はどこも人で溢れ返っていた。

　幸い天気も味方してくれて、外は見事なお出かけ日和。土曜日の今日は、会社は休みなのだけれど、私はカフェのオープンを見届けるべく現場に出向いている。

「本当によかったです。お客様も、こんなに笑顔で……。携わってきたみんなの想いが、報われたような気がします」

　溢れる笑顔と活気に包まれた店内、その片隅にあるスタッフルームの扉の前で思わず笑みを零せば、辰野さんもまた嬉しそうに笑った。

「そういえば、例の件ですが。さっそく今晩、どうでしょうか？」

　ぼんやりとお客様を眺めていたところで不意にそんな声をかけられて、私は驚いて辰野さんへと視線を移した。

　私を見て相変わらず爽やかに微笑む彼と目が合って、つい瞳を揺らしてしまう。

「……それは以前、辰野さんがおっしゃっていた〝公私混同〟のことでしょうか？」

「はい、もちろんです。あの時、カフェの案件が落ち着いたら誘わせてくださいと言ったことです」

　キッパリと言い切って、満面の笑みを浮かべた彼を前に、眉尻を下げてしまった。

　今日の今日まで、私の中で見て見ぬふりをしてきた部分は確かにあった。これが私の自惚れではなければ、有り難いことに辰野さんは私に好意を持ってくれているのだろう。とはいっても、あくまで私に興味がある程度の話だと思う。そう感じる理由のひとつは、辰野さんの言葉の軽さ。本気で誘っているように見せかけて、気まぐれにも聞こえる彼の言葉からは、誠実さというものが欠けている気がした。

　それでも、辰野さんが時おり見せる真剣な表情が、私の心を揺さぶったのは確かだ。だけど……だからといって、そこからなにかが生まれたわけじゃない。

　私は不破さんのことが好きで、今は、不破さん以外の男性を恋愛対象として見ることはできない。それなのに、辰野さんと仕事の垣根を越えて深い関係になるというのは申し訳ないけれど無理な話。

　そもそも……以前、不破さんが辰野さんに失礼な態度と言動をとった時に、辰野さんは私と彼がただの上司と部下というだけではない、特別な関係であることに気が付いたはずだ。それなのにどうして私を、誘ってくるのだろう。

「すみません、辰野さん……。今さらではありますが、その公私混同、なにか別のことに変えていただくことはできませんか？」

「え？」

「辰野さんも、すでにお気付きかとは思いますが、私、お付き合いさせていただいている方がいて。なので、仕事以外のプライベートの場で男性とふたりきりで食事をするのは、お受けしがたいんです」

　なんとなく気恥ずかしくて、あえて不破さんの名前は出さなかった。

　私が大げさに勘繰ってしまっているだけで、彼は気軽な気持ちで誘ってくれているのかもしれない。だとしたら、こんな断り方をしたら、自意識過剰だと呆れられてしまうだろう。だけど、このまま曖昧な態度を取り続けるのは意に反する。できれば辰野さんとは仕事相手として、これからも良好な関係を築いていきたい。だからこそ、今ここで、ハッキリと一線を引いておくべきだと思った。

「お付き合いさせていただいている方って、不破さんですよね？」

　あえて伏せた名前をあけすけに口にされ、思わず目を見開いて固まった。

「すみません、答えはわかっていても、確認だけ。あれから数カ月経っていて、相手が不破さんじゃない可能性も、ゼロではありませんし」

　どこか楽しそうに、それでいて、からかい口調でそう言った辰野さんを前に返す言葉を失った。そんな私の様子を肯定と取ったらしい彼は、ニッコリと満足気な笑みを浮かべる。

　……やっぱり、わかっていながら私にモーションをかけてきていたの？

　イタズラに細められた目。なにかを企んでいるようにも見える表情に、思わずゴクリと喉が鳴った。

「つまりですね。僕は、それをわかった上で日下部さんを今晩お誘いしてるんです。前に、おもしろい話があるって言いましたよね？　それを、ぜひお話させていただきたくて」

　ザワザワと賑わう店内では、他人の会話を聞き取ることは難しい。それは私たちにも当てはまり、第三者からすればスタッフ同士がなにか打ち合わせでもしているように見えるだろう。

「おもしろい話って……」

「不破さんの話です。もっと言えば、日下部さんの知らない不破さんの話、ですかね」

　驚いて、再び目を見開いた。

　辰野さんしか知らない、不破さんの話……？

　確かに、辰野さんと不破さんは、以前から何度も仕事をしていた間柄だ。辰野さんは私と仕事をするよりも、不破さんと仕事をしていた期間のほうが格段に長い。でも、普通に考えたら、私のほうが不破さんと一緒にいる時間は長いし、よく知っているはず。間違いなくそう思う。

　それなのに、辰野さんの言葉になんとなく胸の奥を掻き乱されてしまうのは――。

　私が、不破さんのことを自分でも思っている以上に好きだから、なのだろう。

「だからぜひ、今晩、美味しいお酒を飲みながらお話ししましょう」

　相変わらず騒がしい店内で、私たちは互いを探り合うように見つめ合っていた。余裕たっぷりの笑みを浮かべている辰野さんと、眉根を寄せて黙りこくっている私。

　……辰野さんの真意は、やっぱり掴めない。

　数回瞬きを繰り返した後、ゆっくりと息を吐く。そうして私は、彼から視線を外して前を向いた。

「……結構です」

「え？」

「確かに、魅力的なお話ではありますけど。でも、もしも私が知らない彼がいるのだとしたら、それは辰野さんからではなく彼自身から教えてもらいます」

　キッパリと言い切れば、辰野さんが隣で目を見開くのがわかった。

「でも、本人は日下部さんには言わないかもしれませんよ？　もしかしたら、一生隠し続けるかも」

　ふと腕時計に視線を落とせば、十九時半を過ぎていて、一日の速さに驚いてしまう。

「……別に、不破が私に隠したいなら隠し続けてくれてもいいです」

　どうしてこうも辰野さんが食い下がるのか、私にはよくわからなかった。

　その不破さんの話というのは、そんなにもおもしろいことなのだろうか。だとしたら少なからず、興味はあるけれど……。

「彼があえて隠していることを、わざわざ聞き出そうとは思わないので」

「え……でも、そういうのって普通は知りたいものじゃないですか？　この先長く付き合うことを視野に入れるのなら、知らなきゃいけないこともありますよね」

「辰野さんのおっしゃる通りです。だけど、もしも辰野さんが言うそのおもしろい話というのが、不破があえて私に言わない話なのだとすれば――」

　その時、視線の先にこちらへ歩いてくる姿を見つけて、私は静かに微笑んだ。

　スラリと高い背、嫌味なほど長い足。黒いジャケットを羽織り、人混みの中を歩いているだけなのに、やけに絵になるから不思議だ。

「彼が、私に言わないのなら。それは、きっと、私のためを思って黙ってくれていることなのだと思います」

「……っ」

「私は不破さんを、信じているので」

　そこまで言って、辰野さんへと笑みを向ければ、私たちの前で足を止めた彼――不破さんが、どこか不機嫌に私のことを見下ろした。

「不破さん、お疲れ様です。今日は休日なのに、どうしたんですか？」

「どうした、じゃねぇだろ。さっきお前にメール入れたんだけど」

「すみません、仕事中なので確認できていませんでした」

　ニッコリと微笑めば、不破さんは訝しげに目を細めて私を見つめる。

　今は、その視線すら心地いい。不破さんが纏う煙草の苦い香りを感じた瞬間、言いようのない安心感に胸が包まれた。

　知らぬ間に私は、餌付けならぬ香付けをされてしまっていたらしい。大好きなコーヒーの香りや、誰もが好みそうな爽やかな香りよりも、煙草の香りが一番落ち着くなんて本当にどうかしている。

「せっかく、お前の大仕事の成果を見に来てやったんだけどなぁ」

「ありがとうございます。午後イチで、カニさんとサルさんも来てくれてました」

「そういえば、家族連れで顔出すって言ってたな」

「カニさんの娘さん、すごくかわいかったです。カニさんが溺愛する理由も納得しました」

「ハァ……結局、日下部さんには少しもなびいてもらえなかったか」

「え……？」

　不破さんと内輪の話をしていたところで、辰野さんの思いもよらない言葉が聞こえて、私たちは一斉に彼のほうへと目を向けた。そうすれば腕を組み、恨めしそうに不破さんを見る辰野さんが目に入り、思わず目を丸くする。

「しかも、タイガに完敗とか。俺、かなり痛い当て馬じゃん」

「辰野さん……？」

　突然、よくわからないことを言い出した彼を前に、混乱するしかなかった。

　私の聞き間違えでなければ今、辰野さんは不破さんのことを『タイガ』と呼んだ。その上、今の彼の口調と雰囲気はまるで、不破さんと辰野さんが火花を散らしたあの時と同じだ。いつもの爽やかで清せい廉れんな辰野さんではない。砕けた口調と態度は、〝カジタ商事営業部エース〟の顔ではない。

「タイガにだけは、負けたくなかったんだけどな。でもまぁ、初めから勝負にならない勝負だったか」

　納得したように頷いて辰野さんが不破さんを見るから、私も慌てて不破さんへと視線を戻した。そこにいるのは相変わらずいつも通りの様子の不破さんで、私はひとりで混乱し続けるほかなかった。

「……そもそも、俺はお前と勝負なんてしてないし、お前が勝手にコイツにちょっかい出してただけだろ」

「それはそうだけど。でも、もしかしたらって思ってたんだけどな」

「どこでそう思うんだよ。っていうか、少しでも手ぇ出そうとしたら、例の件の時点で殴ってたよ」

「そんなに怒らなくてもいいだろ。タイガがめちゃくちゃ大切にしてる子がどんなものか、俺も興味あったんだよ」

　淡々と交わされる会話をひとり、部外者の立ち位置で追いかけた。

　……なに？　一体、どういうこと？　例の件って、なんの話？

　思わずすがるように不破さんを見れば、私の視線に気付いた彼は私を見て優しく目を細める。

「あ、あの、これってどういう……」

「……黙ってて悪かった。俺とコイツ――辰野智とも紀きは、ガキの頃からの同級生だ」

「え……!?」

「いわゆる、腐れ縁だな。お互い仕事とプライベートは切り離してるから、普段は蘭が見ての通りの関係だけど」

　そこまで言われて私は改めて、今までのふたりを思い浮かべた。

　確かに、このふたりが同い年だということは、カニさんとサルさんから聞かされて知っていた。けれど今の不破さんの口振りからすると、ふたりがそんな親密な間柄だとはカニさんたちも知らないのかもしれない。それくらい、辰野さんと不破さんは、仕事上の付き合いしかしていないような、あきらかに他人行儀のやり取りをしていた。

「でも、途中は俺も結構本気だったよ。落ち込んでた時なんて、普段のクールビューティーぶりとギャップがあってかわいいなぁと思ったし」

「おい……お前……」

「まぁでも、例の件では正直、罪悪感のほうが大きかったから。あんなに落ち込ませるなら、俺から言ってあげればよかったかなって」

　辰野さんが言っていることが理解できなくて、眉根を寄せて彼を見つめてしまった。今、辰野さんの口から出た〝例の件〟というのも、つい先ほど不破さんが口にしたことと同じなのだろうか。

　ひとりで思考を巡らせている私に苦笑いを零した辰野さんが、「タイガも、ほんとイジワルだよなぁ」なんて、小言を漏らす。

「不破さん、あの……〝例の件〟って」

「……コイツは、最初から気付いてたんだよ」

「え？」

「蘭が、一番最初に提示したネーム案。関西に同じ名称のチェーン店があること、コイツは知ってたんだ」

　不破さんの言葉に、一瞬頭の中が真っ白になった。ゆっくりと辰野さんへと向き直れば、やっぱり苦笑いを浮かべた彼が「ごめんね」と首をすくめる。

「俺、本社に異動になる前は、関西方面の支社にいたんだ。だから、日下部さんからネーム案を提示された時には、あれが使えないネームだって気付いてたんだけど……。俺も、結構ムキになって日下部さんを落とそうと思ってたから、後々、この失敗をなにかに使えるかもと思ってあえて黙ってた」

「そんな……」

「だからもちろん、一番最初の案は上にも通してなかったし、日下部さんが俺の処遇を心配する必要なんて、まるでなくて。……本当に、ごめんね。でも、あの時のタイガは怖かったなぁ。『お前、いい加減にしろ』って胸倉掴まれて、マジで殴られるかと思った」

「ああ、それは日下部さんと喫茶店に行って、タイガと言い争いになった日の夜の話ね」と続けた辰野さんは、肩をすくめてやっぱり困ったように笑った。

　当の私はといえば――絶句だ。絶句するしかない。

　だってまさか、あのミスにこんなオチがあっただなんて。あの時は、辰野さんにまで迷惑をかけてしまって本当にどうしようかと悩みに悩んだけれど……その必要は、なかったんだ。

「タイガに本気でキレられて大変だった。アイツはお前が思ってる以上に今回の仕事と真摯に向き合ってる。その気持ちを踏みにじるなら、お前でも許さない……って、もうすごい剣幕でさ」

「お前なぁ……」

「まぁ、あの時は、珍しく余裕なくした顔を見せてもらえて俺は楽しかったよ。〝仕事に私情は持ち込まない〟って自分の信念を曲げてまで、日下部さんを守ろうとしていたのには正直驚いたけど、羨ましいな、とも思った」

「……お前、それ以上言ったら」

「日下部さんへの俺なりの謝罪なんだから、これくらいは言わせろよ。俺も人のことは言える立場じゃないけど、お前がもっと早く俺との関係を話してやってれば、日下部さんだってあんなに思い悩まなかったんだぞ？」

「だからって」

「……よかったです」

「え？」

「本当に、よかった……。辰野さん、私にはなにも言わなかったけど、もしかしたら上司に叱責されたりとか今後の査定に響いたりとか、本当はなにかあったのかもしれないって心配してたので……」

　思わず心の底から息を吐いて、辰野さんを見つめた。

　あのミスは、間違いなく私の甘い考えから起きた失態だ。けれど、今の話を聞いてほんの少しだけ心は軽くなった。私のミスに辰野さんを巻き込まずに済んで本当によかった。

「改めて、あの時は申し訳ありませんでした。それと、今日まで尽力してくださり本当にありがとうございました」

　言いながら頭を下げて、辰野さんに微笑んだ。

「……やっぱり欲しいなぁ、日下部さん」

　そうすれば、ぽつりとそう零した辰野さんが、困ったように笑いながら私を見る。

　きょとんとして彼を見たら、突然、肩に乱暴に腕が回されて、強く後ろに抱き留められた。振り向けば、ひどく不機嫌そうに辰野さんを睨む不破さんがいて、大げさに胸が鳴る。

「やらねーよ、コイツだけは。他を当たれ」

「ふ、不破さん!?」

「ねぇ、日下部さん。こんなのより俺にしない？　俺のほうが、たくさんかわいがってあげられるよ」

「ふざけんな。仕事以外で俺の女に触ったら、もう二度と仕事でも近づけさせねぇからな。もう一回、関西に飛んどけ」

　公の場で堂々と、不破さんがそんなことを言い出すものだから、身体は熱を持たずにはいられなかった。

　……なに、これ。一体なんなの、本当に。なんか色々、照れてしまう。

「ハハッ。嘘嘘。なんか、こんなタイガを見られるのって本当に貴重だからおもしろくて。ついつい、ちょっかい出したくなるんだよね」

「あのなぁ……」

「今までごめんね、日下部さん。これからは……というか、これからも仕事相手として、どうぞよろしく。あ、でも、もしもタイガが嫌になったら、いつでも僕のところに来てくださいね？」

「……蘭、帰るぞ」

　――辰野さんが見事なリップサービスでウインクまでくれた瞬間、今度は強く手を引かれた。歩き出しながら一度振り返ると、私たちの背後でヒラヒラと手を振る辰野さんの表情が、少しだけ寂しそうに見えたのは私の気のせいではない気がする。

「……なんだか、〝両手に花〟、でした」

「両手に花？」

「不破さんのお陰で、すごく貴重な経験をさせていただきました」

　思わずしみじみとそう言えば、目の前の綺麗な顔が忌々しげに歪められた。それを曖昧な笑顔で受けると、再び前を向いた彼についてビルの外に出た。

　不破さんには本当に申し訳ないけれど、私も女だから仕方がない。イイ男ふたりに挟まれて、幸せを感じないほど私も枯れてはいないのだ。

「……でも、よかったです」

「なにが」

「不破さんが、来てくれて」

「…………」

「手、繋ぐのも初めてなので、嬉しいです」

　初めて繋がった手の温かさを感じながら、そう呟けば小さな舌打ちが返された。

　街中を行き交う人たちの中には、もしかしたら顔見知りのクライアントもいたかもしれない。だけど今は……それさえも、気にならない。

「お前は片手に花で、満足してろ」

　しばらく歩いた先の路地裏に引きずりこまれ、強引に重ねられた唇。そっと彼の首に手を回せば、やっぱり煙草の苦い香りが鼻を掠めて、胸が愛しさで溢れた。










嘘から出た実




「フェアじゃないと思ったんだよ」

　路地裏から出た私たちが向かったのは、駅前の駐車場だった。

　そこに停められていた不破さんの愛車に乗り込み、今まで辰野さんとの関係を黙っていたことを改めて問い詰めると、彼は悪びれもせずにそんなことを言う。

「フェアじゃないって意味がわかりません。友達なら友達だって、せめて……私にだけは言ってくれたらよかったのに」

　ジロリと睨めば、ハンドルに手を乗せたまま前を向いている彼は、どこか面倒くさそうで視線をこちらへと向けてくれない。

「逆に、そんなこと言われたら仕事しにくかったろ。そもそも、俺とアイツの繋がりを知ったところで、お前はそれを利用するようなタイプでもないし、話す必要もないと思ったんだよ」

　ハァ、といよいよ溜め息までつかれて、喉の奥に溜まっていた文句をのみ込んでしまった。

　確かに不破さんの言う通り、辰野さんが不破さんの友達だと知っていたら私は仕事がしにくくなっていたかもしれない。……特に、途中からは不破さんとの関係が変わってしまったし。彼の友人と仕事をすると思うと、余計な見栄を張ってしまっていたかも。

「そうだとしても……もう少し早く教えてくれたらよかったのに。そうすれば、辰野さんからの誘いも冗談だって割りきれて、もっと気楽に断れました」

「だから、それについては悪かったと思ってるよ。アイツは昔から、俺をからかうのが趣味みたいなもんで……。まぁ今回は、かなり悪質だったけどな」

　苦笑いを零してからギアを入れ、アクセルを踏み込んだ不破さんは、そのまま駐車場を後にした。

　たとえ友達でも、自分の彼女にちょっかいを出されて、〝からかっていた〟で済むものなんだろうか。それとも、それだけふたりが深い絆のようなもので結ばれているとか？　……もしくは、私は絶対に自分を選ぶという自負でもあったか。

「……後者のような気がする」

「コウシャ？」

「いえ……なんでもないです。それより、もう秘密にしてること、ないですか？」

「うん？」

「辰野さんがネタにするような、私に言ってないこととか……他にはないですか？」

　今、車がどこに向かっているのか。それを確認するより先にそんなことを聞く私も、大概面倒くさい女だと思う。

　けれど唇を尖らせた私を見て、どこか楽しそうに笑った不破さんはやっぱり余裕たっぷりで、なんとなくさっきから気に食わない。

「前に、お前とふたりで行ったカフェ覚えてるか？」

「あの、素敵なマダムのやってるカフェのことですか？」

「そう。あのカフェな、アイツの実家」

「アイツって……」

「〝辰野さん〟の実家ってこと。で、マダムはアイツの母親な」

　……まさか。

　驚きすぎて声が出なかった。

　あの時、確かに不破さんは、『ガキの頃からのツレのお袋さんが趣味でやってる店』なんてことを言っていたけれど。ツレというのが辰野さんのことで、あのマダムが辰野さんのお母さんだなんて思いもしなかった。

　そういえば……マダムも、〝トモキ〟という名前を口にしていた気もする。

「……なんか、今日一日で不破さんのこと信用できなくなりました。嘘つくの、上手すぎて」

「心外だな。嘘なんて一度もついてない。ただ、言わなかっただけだ」

「屁理屈ですよ……そもそも、なんなんですか、その〝お互い仕事とプライベートは切り離していこう〟って決めごと。別にクライアントが友達でもいいじゃないですか」

　それ以上深く考えるのも嫌になり、脱力してシートに身体を預ければ、やっぱり不破さんは苦笑いを零すだけ。

　今までのことが、辰野さんが言っていた〝おもしろい話〟だとすれば、辰野さんも相当いい性格をしている。

「ツレだからってことに、甘えたくないんだよ」

「……え？」

「あくまで仕事は、対等にやりたい。なにより、変な甘えはお互いのためにもよくないしな」

　窓の外を流れる景色はすっかり夜に染まっていて、光るネオンがガラスに反射しては消えていく。

「それに、クライアントが知り合いっていうのも、時と場合によってはよし悪しだ」

　不破さんの言うことも一理ある。仕事をする上で、知り合いということが有利に働くこともあるだろう。けれど、ミスをしても大目にみてもらえるという甘えが出たり、知り合いということで無理難題を押しつけられたり、やりにくくなる場合もあるのだ。なにより、知り合いであるという情が、逆に自分の仕事を公平に見てもらえない理由にもなりえる。

「……不破さんらしいですね」

「なにがだよ」

「あくまで周りとフェアに戦おうとするところがです」

　やっぱり、そういうところが好きだなぁ、なんて。

　その先は言葉にできなかったけれど、緩く口角を上げた彼には伝わっているだろう。

　思わずホッと息を吐けば、なんだか胸の奥が軽くなった。

「ところで、今どこに向かってるんですか？」

「どこって、ホテルだろ」

「ホテ……ホテル!?」

　なにげなく投げた質問にとんでもない答えが返ってきて、穏やかだった心は窓の外へと呆気なく飛んでいった。

「聞いてません……!!」

「お前なぁ……だから、メール入れたって言ったろ」

「メール……まだ、見てません」

「じゃあ、お前が悪い」

　キッパリと言い切られて、思わずゴクリと喉を鳴らした。

「あ、あの……今から行き先変更なんて、できませんか？」

「予約入れてあるから無理だろ」

「よ、予約って……それ、いつから準備してたんですか……？」

　恐る恐る尋ねれば、やっぱり不破さんがイジワルに口角を上げるから、心臓が今にも口から飛び出しそうだ。

「さぁ、いつからだろうな？」

　土曜日の夜。イジワルな上司とふたりきり。

　本当に――なにからなにまで、今日は驚くことが多すぎる。




「美味しい……っ！」

　デザートに出された濃厚なチーズケーキを口に運べば、思わず喜びの声が溢れた。

　女らしさに欠けている私を、不破さんが向かいの席で呆れながらも優しく見守ってくれている。

「喜んでいただけて結構だ」

「ホテルディナーなら、最初からそう言ってください。不破さんがややこしいこと言うから、変に身構えちゃいました」

　言葉の通り、不破さんが予約したホテルというのは横よこ浜はまにあるタワーホテル内のレストランのことだった。普段は絶対に入れないような敷居の高いレストラン。ガラス張りの窓からは街の夜景を一望できた。

　指定された席に腰を下ろした瞬間、次々と運ばれてきた豪華な料理。それをひとつひとつ噛みしめながら、今日はいつもよりフォーマルな格好で仕事に出ていてよかったと心の底から安堵した。

「お前って食べてる時、本当に幸せそうな」

　実際、幸せなんだから仕方ないです。こんなに素敵なところに連れてきてもらえるなんて思ってもみなかったから。不破さんが、こんなに素敵なサプライズを用意してくれるだなんて、明日は雪でも降るんじゃないかとさえ思う。

　グラスに注がれた食後酒は、甘口のデザートワイン。それを喉に流せば、甘美な味わいが身体の中へと消えていく。

「でも、今日はどうして、ここだったんですか？　いくら大きな仕事を終えたご褒美にって言っても、こんなに豪華な打ち上げしてもらったら、私も調子に乗りますよ？」

　気持ちよく酔いながら、私と同じようにワインに口をつけていた不破さんへと質問を投げた。すると、グラスを置いた彼がひと呼吸置いてから私へと向き直る。

　まっすぐな瞳に射抜かれて、私も思わず手が止まった。

　不意に、なにかを決意したような目で私を見た彼は、突然、なにを言い出すかと思えば――。

「お前に、もうひとつ言ってないことがあったから」

「私に……言ってないこと？　辰野さんとの話ですか？」

「いや……俺と、お前の話」

「私と、不破さんの話……？」

「蘭……俺と、結婚を前提に付き合おう」

「え……」

「というか、もう結婚するか」

　一瞬、なにを言われているのかわからなかった。けれど、私を見る彼の――不破さんの目があまりにまっすぐだから、心臓が否が応でも高鳴り出す。

「な、なに言って」

「嫌か？」

「い、嫌だとか……そういう話ではなくてっ。突然だから……突然すぎて……。だってまだ私、不破さんに好きだとかも一度も言ってもらってない……！」

　口をついて出た言葉は、意地っ張りな私の素直な本音だった。

　私の言葉に、不破さんが目を丸くする。

　だけどこれは、紛れもない事実だ。不破さんと関係が変わった日から今日まで、私はただの一度も彼から『好き』だという言葉をもらったことがない。だから私は……本当は、それがずっと不安で、ずっとずっと気がかりだった。

　七年も一緒にいて、不破さんの言動や態度を見ていれば、私を大切にしてくれていることは嫌でもわかる。私のことを好きでいてくれて、特別に思ってくれていることも、関係が変わってからは何度も感じることはできた。

　だけど、それとこれとは別問題だ。『好き』だと、その言葉をもらえるだけで、どれだけ心強いか。それだけで、どんなに幸せか……。

　なにより結婚は、その気持ちの先にあるものだと、ずっと思っていたから。

「悪かった。それは、あえて言わずに今日まで来た」

「え……？」

「お前が今回の仕事を成功させるまでは、口にせずにいようと思ってたんだ。お前が一人前になるまで……ずっと、そう思ってたから」

　まっすぐで、秀しゅう麗れいな目が私を射抜く。

「お前のこと、好きだよ」

「そ、そんなあっさり……。なにより、今言うなんて……ズルイです……っ」

「もう、お前のことに関してはズルくてもなんでもいい。……なぁ、それ、早く食べ終わってくんない？　お前がかわいすぎるから、俺はもう、今すぐにでも上の部屋に行きたいんだけど」

　その言葉の意味を理解するには、数秒の間が必要だった。

　理解した途端、沸騰したように身体が熱を持つ。

　そんな私を見てやっぱりイジワルに笑った彼は、手元のフォークでお皿の上に残っていたチーズケーキをすくうと、急かすように私の口へと運んだ。




「あ、あの、不破さん……っ」

「お前さぁ、なんでそんな緊張してんの」

　ここに来るまでひと言も話せずにいた私は今、視界いっぱいに広がる夜景を堪能する間もなく、ベッドの上へと押し倒されていた。

　ようやく彼の名前を呼べば呆れたように笑われて、やっぱり温度の違いにほんの少しの不満を感じてしまう。

「あ、改めて気持ちを確認し合った途端、これですか……？」

「気持ちを確認し合ったからこそ、これなんだろ」

「でも……まさか本当に、部屋までとってあるとは思いませんでした」

「ホテル行くって言ったろ。俺は嘘なんてついてねぇよ」

　いつの間にか着ていたジャケットを脱ぎ捨てた彼。ご丁寧に私の着ているワンピースのファスナーまで下ろそうとするから、慌ててその手を掴んで止める。

「……なんだよ」

「ま、待ってください！」

「無理だろ。お前、どれだけ俺に我慢させる気だ」

「どれだけって……」

「七年。待ちくたびれたにも、ほどがある」

　思いもよらない言葉に目を丸くすれば、相変わらずまっすぐに私を見下ろす不破さんの視線に射抜かれた。

　――七年。それは私と不破さんが上司と部下として過ごしてきた時間で、まさかその間ずっと、彼が私を想ってくれていたなんて。

「な……なんで、その間、なにもなかったんですか」

「お前のせいだろ」

「私の……？」

「お前がまっすぐすぎたせいで、俺はお前に手を出せなかった。だけどもう、我慢する必要もない。だから蘭、今日は寝れると思うなよ？」

　そっと、唇に触れた指先。そこから伝わる熱に浮かされながら彼を見上げれば、愛おしそうに私を見る彼がいて、心の中が甘く色づいた。

　……好き。私は、この人が好きだ。

　上司としても、ひとりの男性としても、私はこの人が好きでたまらない。

「ってことで、もういい加減黙れよ」

「ま、まだ待ってください……！」

「……嘘だろ、お前」

「だ、だって私……まだ、さっきの返事、してません」

　それはもう苦し紛れの言い訳に過ぎず、さすがに呆れた様子の彼だったけれど、私を組み敷いたまま素直に言葉の続きを待ってくれた。

　返事なんて、ひとつしかないのに。むしろ、今の状況で返事もなにもないとわかっているけれど。その上、それを口にしてしまえば、彼を煽るだけだということも。

「ま、前にも言いましたけど……私、料理のセンスとかゼロだし、すぐにお鍋とか焦がします」

「……前にも言ったけど、そこそこ俺も料理できるし、なるようになるだろ」

「そ、それと！　私は理想がすごく高いんです！　仕事ができて優しくて、私より背が高くて、浮気しなくて。ギャンブルしなくて、基本的に価値観が合って……ある程度ユーモアがあって、普通にカッコよくて、やっぱり仕事ができて……なにより」

「なにより？」

「私の仕事に理解のある人じゃないと、結婚できません……」

　本当に、自分で自分を殴りたくなる。今この場面で意地を張り、自分の夢物語のような理想を口にするなんて、バカバカしいことこの上ないだろう。

　けれど、視線の先の彼は、少しも動じることなく口角を上げて笑うんだ。

　いつも通り、余裕を浮かべて不敵に笑う。

　同時に私たちの距離は近づいて、反射的にギュッと瞼を閉じた瞬間、そっと、額にキスが落とされた。

「その、お前の理想って、俺のことじゃん？」

「……はい？」

「今言ったお前の理想、俺なら全部当てはまってると思うけど」

　額へのキスにドキドキしたのも束の間。とんでもないことを言う彼に、思わず目を見開いた。

　……呆れた。呆れすぎて、なにも言い返せなかった。だって、私の高すぎる理想、ちゃんと聞いてた？

「浮気しないかどうかは、まだわからないじゃないですか」

「七年待った俺に、それを言うか」

「……そもそも、自意識過剰すぎて呆れます」

「そうか？　〝嘘から出た実〟だろ」

「……まぁ、そうとも言いますね」

　私だって、決して本気で理想を述べたわけじゃない。ただ、場を乗り切るための冗談みたいなものだった。

　それなのにまさか、半分、冗談で言ったことが偶然にも真実になるなんて。

　……ううん、偶然なんかじゃないのかもしれない。

　七年一緒にいて、ずっと隣で見てきた私の上司。私が憧れる――理想のヒト。

「っていうか、俺のほうこそお前にまだ聞きたいことがあるんだけどな」

「……なんですか？」

「意地っ張りな彼女のせいで、俺も結構振り回されてる」

　そっと私の頬に指先を滑らせて、私の唇を優しく撫でる。

　それだけで身体が震えて、目の前にいる愛しい彼のすべてが欲しくなった。

　本当にワガママな私の心。

　本当は彼が欲しくてたまらないのに、なかなか素直になれない私の心。

「俺もまだ、お前から、好きって言われてないんだけど」

「え……？」

「蘭の言葉で、ずっと聞きたかった」

　そう言う彼があまりにも真剣だから、思わずきょとんとしながら見つめてしまった。

　その間に、ゆっくりと唇が降りてきて、優しく触れたそれに身を委ねれば、隙をついてワンピースのファスナーが下ろされる。

「……っ、不破さん……っ」

「まぁ、好きなだけ意地張り続けてくれてもいいけどな。素直になれるまで、この後、じわじわ追い詰めるのも楽しそうだ」

　イジワルな言葉とは裏腹な、優しい彼の指先が私の身体を優しくなぞると自分でも驚くくらい素直に跳ねた。

　甘く甘く震える身体。時間をかけて愛されて、身も心も溶けそうだ。

　彼が落とす甘いキスは、意地っ張りな私を素直にさせる彼だけが使える魔法。

「不破さんの……イジ、ワル……っ」

「それも、いい加減ヤメろ。ふたりきりの時くらいは名前で呼べよ――、蘭」

　熱に浮かされながら彼を見上げれば、彼もまた同じように甘さを映した瞳で私を見つめていた。

　……好き。

　そんな彼が愛しくて、シーツを掴んでいた手を離してそっと彼の首へと腕を回すと、ふたりの距離はゼロになる。

「たぶん……名前で呼ばれたら、もっとお前のこと離せなくなる」

「そんなこと言われたら、私きっと、名前を呼ぶたびに甘えちゃいますよ？」

　緩やかに弧を描いた唇。耳元でからかうようにそう言えば、彼はやっぱりイジワルに笑った。

「お前なら、甘えてもいいよ？」

　今日も不敵に笑う、その笑顔が大嫌い。

「それで？　俺に、どうしてほしい」

　聞かなくてもわかるくせに、どこまでいってもズルイ人。

　――でも降参なんて、するもんか。

　いつだって、堂々と彼の隣に立っていられるように、私は今日も精一杯の意地を張る。

「……とりあえず、これからも私の隣にいてください」

　挑戦的に彼を見上げて、笑みを零す。

　そうすれば、私の言葉に、見上げた先の彼はとても幸せそうに破顔して――。

「隣にお前がいることが、生涯、俺の日常だ」

　私の左手を持ち上げると、薬指にそっと、甘く優しいキスをした。
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石の上にも三年




「日下部蘭です！　今日から、よろしくお願いします！」

　桜が舞う季節に合った、真っ白なワンピースの裾から伸びる、ほっそりとした脚。華きゃ奢しゃな身体は強く抱きしめたら簡単に折れてしまいそうだと思った。

　それなのに放たれた声はハツラツとしていて、思わず眉間に皺が寄る。

　――なんだ、この無駄に元気な女は。

　彼女に対する第一印象は、そんなところ。




「な！　日下部ちゃん、フレッシュだろ！」

「フレッシュ、というか……」

「不破くんは会うの今日が初めてだっけ。日下部さんが学生の頃、面接でうちの会社に来た時は不破くん出張でいなかったから」

　新入社員が今日から入るということは、遡さかのぼること三カ月前に社長から直々に知らされていた。

　大手企業であれば毎年のように入ってくる新入社員も、精鋭十数名から成るデザインオフィスではごく稀まれな大イベントだ。その貴重な新入社員を指導するよう任されたのが、今の時点で一番下っ端の自分だった。つまり彼女は入社四年目の自分に初めてできた部下だということ。

「あの、不破、さん！　今日から、よろしくお願いします……！」

「あー、はい。よろしく。とりあえず、俺の隣がお前のデスクだから」

「はいっ！　ありがとうございます！」

「……で、とりあえずこれやっといて。こっちの広告を、新しいサイズにリサイズ。もしもわからないことがあれば、その都度俺に聞くように」

　両手いっぱいに抱えた緊張と、キラキラと期待を滲ませ輝く瞳。

　自分も数年前は、こんな顔をしていたのだろうかと考えてから、思い出しても意味のないことだと頭を振った。

　まだ慣れない自身のデスクを前に、どこか嬉しそうな表情を浮かべている彼女。今は閑かん散さんとしていても、数週間と経たないうちにデスクには書類が散乱するに違いない。

　……その頃には、コイツも今のような表情ではいられなくなっているんだろうな。

　心の中で独りごちながら前を向くと、俺は溜まっていた仕事のひとつを手に取り、ＰＣへと向き直った。




「日下部ちゃん、最初から飛ばしすぎないようにな～！　不破も、あんまり無理させんなよ」

　日下部蘭が入社して一カ月。案の定、彼女のデスクの上は資料やプリントで埋め尽くされた。

　ありがたいことに、俺のところには連日ひっきりなしに仕事が入ってくる。そうなると部下である彼女にも俺から仕事が流れ、自然と帰る時刻も遅くなった。

「日下部、あんまり無理しないで帰れるタイミングで帰れよ。カニさんの言う通り、最初から飛ばしてるともたないぞ」

　二十二時、隣でＰＣと睨めっこをしている彼女に声をかければ、今日も相変わらず整いすぎた顔がこちらを向いた。

　大きな目に、長い睫毛。いっそ、もっと華やかな道も選べただろうに、なぜデザイナーという仕事を選んだのか不思議に思うほど。

「でも、不破さんはまだ残るんですよね？　それなら私も残ります。だって、仕事もまだたくさんあるし」

「あのな、俺に合わせてたらキリがないぞ。とりあえず、今日やれるだけのところまでやったら帰れよ。そうしないと、本当にしんどくなるぞ」

　次から次へと終わりなく入ってくる仕事。新規だけではなく、手元にある仕事の修正に次ぐ修正や、締め切り間近の急ぎの仕事までキリがない。

　デザイナーは体力勝負だと、学生の頃に講師から聞かされた通りの今がある。

　平日は特に自分のプライベートの時間はなくて、定時通りに終わるサラリーマンの友人とも仕事終わりに飲みに行くなんて不可能に近かった。

『好きで憧れていたのに、自分が考えていたものと違う』

　デザイナーを志していた人間は、社会に出た瞬間にその大きなギャップとぶつかるのだ。名前から、いかにも華やかそうに見える職業の、現実との違いに。

　そしてその現実に打ちのめされて、業界から離れていく人間だって少なくない。

「でも、しんどくないですよ？」

「……は？」

「楽しいです。だって、やっと夢だったデザイナーになれたので。今は一日でも早く、みなさんに追いつきたいと思ってます」

　けれど、隣の彼女はそう言うと、花が咲いたような笑顔を浮かべた。

　二十二時、カチカチと時間を刻む時計の針の音だけが、やけに鮮明に耳につく。

「私、いつかお客さんを笑顔にできるようなデザイナーになるのが夢なんです」

　キッパリと、そう言い切った彼女のまっすぐな目に一瞬見惚れて、言葉を失った。

　上司の俺を前に、気を使って言っているようにも見えない。彼女が口先だけで人のご機嫌取りをするような人間ではないのも、この一カ月で学んでいた。

　夢なんて、こんなに堂々と、しかも上司を前に言えるものだろうか。それだけ彼女が強く、その夢を胸に掲げているということか。

　だけどそれは危なっかしくもあり、それでいて目がくらむほど眩しくもある。

　少しだけ忘れかけていた心。どんなに仕事に忙殺されようが、忘れてはいけない気持ちだった。

「……楽しい、か」

「はい！　できれば早く一人前になって……不破さんみたいに、企画から携われるようになれたらいいなと思います」

「だからって、無理すりゃいいってもんじゃない」

「無理はしません。でも、無理をするくらいの気持ちで、頑張りたいとは思ってます」

　ただ、無駄に元気な女だと思ってた。

　だけど、彼女の言葉と表情を見て、その夢を叶えてやりたいと強く思ってしまった。

　――できれば、俺の手で。

　彼女を、彼女が望むようなデザイナーになれるように導いてやりたかった。




「――そんなわけで、結婚します」

　ある春の日、見慣れすぎたオフィスで堂々とそれを口にすれば、隣のデスクにいる彼女は頬をそっと赤く染めた。

　約七年。俺の隣に部下として座り続けた彼女は、プライベートでも俺の隣に居続けることになった。

「とりあえず、式とかはこれから考えますので、ご報告までに」

「ふ、不破……お前……やっとか……」

「えぇ……っ、カニさん!?　なんで泣いてるんですか!?」

　片手で口元を押さえて突然泣き出したカニさんに、蘭は驚いた様子で目を見開いて、声を上げた。

「いやー、カニさんの気持ちもわかるよ。俺もちょっと泣けてきた。やっと不破くんの気持ちが報われたのかぁって」

「サルさんまで……しかも、不破さんを思って泣くとか意味がわかりません……」

　向かいのデスクで俺たちの結婚を喜んでくれているふたりには、なんだかんだと色々なことが筒抜けだったらしい。

　まぁ、それもこれもなにもかも、隣で驚いているコイツのせいなわけだが。

　この意地っ張りのお陰で、俺たちの関係が変わるまで七年という年月がかかってしまった。

「いやー、だってさぁ。不破くんが日下部さんを大切にしてたのは、かなり当初から僕たちは知ってたし」

「え……」

「日下部ちゃんが一人前になるまでは、いい上司でいようという不破の想いも、痛いほど俺たちはわかってたしなぁ」

「まぁ、それには日下部さんの新人歓迎会でのひと言も効いてたと思うけどね」

「私の、新人歓迎会？」

「ああ、あれな。彼氏はいるのか？って質問に、『付き合っていた彼とは別れてきました。だってこれからは、仕事のことを一番に考えたいし。恋愛は今は全然考えてません』……だっけ」

　そう、始まりは、それだ。

　当時はまだ、そこまでコイツを女として特別には想っていなかったものの、コイツには〝男より仕事〟だということを明確に示されていた。結果的にそのお陰で一線を引けて、よき上司であろうと思えたのも事実だし、それはそれで結果オーライだったとも言える。

　俺の中では、三年。三年もあればコイツを、いちデザイナーとして自立させてやれるとも思っていたし、関係を変えるのもそれからでも遅くないとも思っていた。なにごとも〝石の上にも三年〟だというように、俺もコイツの上司として、三年間は我慢しようと決めていた。幸い出会いもないような環境で、当の本人が出会いどころか恋愛を求めていなかったからなおさらだ。

「だけど、そんな不破くんの決意を粉々にしたのが三年目の忘年会だよね」

「そうそう、アレは不破には悪いけど、めちゃくちゃ笑ったなぁ。もう、ホントなんつーか男としては不ふ憫びんだった」

「珍しく、日下部さんも少し酔っててね。『たった三年で一人前になれるとは思ってません。だから不破さんにはこれからも尊敬するよき上司として、ご指導願いたいです』……って」

「とどめに、『それに、お互いおひとり様だから、仕事に縛られても気を使わなくて楽だし』…ってな」

「嘘……。私、そんなこと言いました……？」

　まるで覚えていないらしい蘭は、顔を青くしてふたりを見た。

　改めて、あの時のことを思い出したら、腹が立ってきた。そう言ってその日、コイツは酔い潰れて、俺に自分を近くのビジネスホテルまで運ばせたんだ。

　俺の背中に身体を預けて、譫うわ言ごとのように零された言葉もハッキリと覚えてる。

『不破さんが上司で、本当に幸せ』

『不破さんみたいなデザイナーになりたい』

『不破さんに、もっともっと近づきたい』

『……不破さんがいれば、彼氏とか全然いらない』

　――上司なんて、クソ喰らえだと思った。




「結果、七年か……」

「不破さん、怒ってます……？」

「怒ってはないな。だけど、長かったと呆れてはいる」

　俺の隣に座り、不安そうに俺の顔を覗き込む蘭を、意味ありげに見つめた。そうすれば頬を赤く染めた後、サッと逃げるように顔を背ける蘭。

　その仕草がたまらなくかわいいと思ってしまうあたり、俺も相当末期だ。

「す、すみませんでした……今さらですけど」

「ホントに今さらだし、別にもうどうでもいい。結果、今もお前が隣にいるなら考える必要もないことだしな」

「……っ」

「……お前さぁ、そういうかわいい顔するの、ホントやめろよ。特に、俺以外の男の前で」

　深夜一時半。仕事終わりの金曜日は一緒にオフィスを出て、そのままふたりで俺の家に帰るのがお決まりになったのは、蘭と結婚を決めてからすぐだった。

　関係が変わる以前、お互い仕事場でも一緒なのに帰りの電車まで一緒だというのは、蘭が息が詰まるだろうからやめていたのに。それを彼女に言えば、彼女は驚いたように言ったんだ。

『私も、同じことを思ってました。ずっと一緒にいるのは、不破さんが息が詰まるだろうなって』

　七年一緒にいても、わからないことだってある。

　俺が踏み出すまで、俺たちの関係が変わらなかったように。どんなにわかり合っていると思っていても、時には言葉にして伝えなければいけないこともあるのだ。

「でも……なんで急に、関係を変えようと思ったんですか？」

「ん？」

「七年、私の上司でいたのに。どうしてあのタイミングで……キス、したんですか？」

　リビングのソファの上でクッションを抱え、風呂上がりに俺のシャツを羽織って俺を窺うように覗き込む、この女。

　長い睫毛も艶っぽい唇も、しっとりと濡れている髪も纏っている甘い香りも。意地っ張りなくせにまっすぐで、ときどき無防備になるところも全部目が離せなかった。

　コイツのすべてが俺を惹きつけて離さないんだ。

　そしてそれは、これからもそうなのだろうと思ってしまう。

　蘭が俺の隣にいる限り――生涯、変わらないのだろうと思ってる。

「……お前が、ちょっと揺れてたからだよ」

「えっ!?」

「お前……トモキに誘われて、嫌な気はしてなかったろ？」

　俺の言葉に慌てたように目を泳がせる蘭は間違いなく、あの時、多少なりともアイツのことを自分の視野に入れた。それは蘭の一番の親友が結婚という選択をしたことも大きな要因のひとつだったのではないかと思う。

　だけどキッカケは、なんでもよかった。コイツの心の中に、俺が待ちに待っていた隙ができたのだ。そしてその瞬間を、俺が見逃すわけもない。

　コイツの視野に、俺以外の他の男なんて絶対に入れてやるか。

　石の上にも三年――どころか、七年も待たされたのだから。

「で、でも！　私は、なにがあっても結局不破さんの隣にいたと思います！　だって、不破さんじゃない人の隣にいる自分ってまったく想像できないし……」

　だけど顔を赤く染めながら、必死に俺に訴えるコイツはなにもわかっていなかった。ここはオフィスでもなければ、俺の家。必死すぎて俺の膝の上に置かれた手の存在も。ついでに言えば……白いシャツの裾からスラリと伸びた脚が、さっきから俺を挑発しているということも。

「さぁ、どうだかな」

「ホントです！　絶対です、信じてください！」

「しょうがねぇなぁ……じゃあ、たっぷり信じさせてもらおうか」

「……え？」

「もちろん、ベッドで。今まで待たされた分も含めてな」

「……っ!?」

　無防備な脚の膝裏へと手を回し、軽々と抱き上げれば、不覚にも心臓が高鳴った。

　開いていた寝室のドアを抜け、目の前のベッドへとドサリと落とすとスプリングがギシリと唸る。

「あ、あの……」

「お前……今日は、寝られると思うなよ」

　言いながら、露わになった滑らかな太腿へと指を這わせると、蘭の身体がビクリと揺れた。その反応すら愛しくて、今すぐにでもコイツのすべてが欲しくなる。

「不破さん……」

「うん？」

　そっと唇に指で触れると彼女は数回瞬きを繰り返す。ほんの少しの不安と、期待を滲ませた綺麗な瞳。

　七年前、魅せられた目となにも変わっていない。それに安堵してしまうのは誰よりもこの俺が、コイツが変わらないことを願っていたからなのだろう。

　いつまでもまっすぐで。意地っ張りな、そのままでいてほしいと今でも願っているからだ。

「しゅ……週末なので、すでに寝不足なんですけど」

「奇遇だな、俺もだ」

「できるなら、ゆっくり寝たいです……」

「明日は休みだから、明日寝たらいいだろ」

　本当はお前だって俺が欲しくてたまらないくせに。

　その証拠に着ているシャツのボタンを外せば、「もうすでに、土曜日になってます」と彼女は笑って、俺の首に腕を回した。

　それは意地っ張りな彼女からの、キスの要求。

　ねだられるがまま唇に唇を重ねれば、心を溶かす甘い熱が身体中に広がった。

「不破さん……」

「……いい加減、名前で呼べよ」

「まだ、嫌です……っ」

「ああ、……そう。じゃあ、いつならいいんだよ？」

「不破さんが……私が素直に、不破さんの名前を呼べる状況にしてください……っ」

　必死にシーツを掴んで、懇願するように言う彼女が、心の底から愛しくてたまらない。

　いつだって、いつまでだって、彼女を素直にできるのが自分だけであることを願って、

「……好きだよ、蘭」

　今日も俺は、意地っ張りなキミにキスをする。
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「いっそのこと、同どう棲せいしちゃえばいいのに」

　世間では花金と呼ばれる、金曜日の夜。

　駅のホームは気持ちよく酔っ払ったサラリーマン、女子会終わりであろうＯＬ、合コン帰りの大学生……と、多種多様な面々で賑わっていた。

　ひとつひとつの光景を視界の端に映しながら、花金とはほど遠い世界にいる自分を当たり前だと思うようになったのは、いつの頃だったか。……そんなことも思い出せない時点で、女としては失格のような気もしてしまう。

「毎週金曜日の夜は、不破くんの家に日下部さんも帰るんでしょ？　土日一緒に過ごした後、いちいち自分の家に帰るの面倒くさくない？」

　今日も終電ギリギリに仕事を終えた、私と不破さん。そんな私たちと並んで電車を待つのは、同じくギリギリまで残業していたサルさんだった。

「俺は、結婚の話をした直後に一緒に住むことも提案しましたよ」

「えっ、そうなの？」

「だけど、この意地っ張りが、『入籍するまでは一緒に住みたくない』とか言って、駄々こねてるんです」

「駄々なんてこねてません!!」

　思わず抗議の声を上げれば、前に立つカップルがチラリと視線だけで振り向いた。慌てて口をつぐんで隣に立つ不破さんを睨むと、当人は素知らぬ顔で前を向いているから腹が立つ。

「もしかして、日下部さん、同棲に不安があるとか？」

「そ、それは……」

「料理も一切できないこととか、実は朝が弱いこととかも、もう全部俺にバレてるんですけどね」

「そういうこと、わざわざサルさんに言わないでください……！」

「はいはい、夫婦喧嘩もほどほどにね」

　私たちのやり取りに、サルさんが呆れたような笑みを零した。

　喧嘩するほど仲がいいなんて諺があるけれど、本当に仲がよかったら、こんなふうに言い争いにもならないと思う。

　前に立つカップルが、物珍しそうにチラチラとこちらを見ている。だけど、もう、それに恥じらう気分にもなれなかった。

　――人の気も知らないで。

　思わず心の中で悪態をついて、フイ、と不破さんから視線を逸らした。

「でも、どっちみち結婚したら職場でも家でも、ずっと一緒にいることになるでしょ。だから遅かれ早かれの話じゃない？」

　サルさんの言うことは、ごもっともだ。

「……わかってます。でも、今はまだ、一緒に住むことが最善だとは思えないだけで……」

　仕方のない奴。たぶん、不破さんは今、心の中でそう零しただろう。私自身もそう思うのだから、なおさらだ。

　素直に本音を言えたら、こんなにこじれることもないのに。挙げ句の果てには、恋人の前で〝一緒に住むことが最善だとは思えない〟だなんて。不破さんの気持ちを考えたら、思いやりのないことばかり口にしてしまう自分に嫌気が差す。

「まぁでも、俺も無理強いはするつもりはないんで」

　けれど、彼はいつだって大人だから。

　弾かれたように声の先へと視線を向けると、優しい目をした彼と目が合う。

「蘭が嫌だって言うなら、よっぽどの理由がない限りは、どんな気まぐれにも付き合いますよ」

　その時、ホームに銀色に光る電車が滑り込んできて、不破さんの前髪をそっと揺らした。綺麗な瞳に射抜かれた瞬間、トクン……と甘い音を立てる私の心臓。

　優しく掴まれた手は、不破さんが着ているトレンチコートのポケットの中へごく自然に誘われ、心は素直に躍ってしまった。

「じゃあ、サルさん。また来週、会社で」

　――不破さんは、ホントにズルイ。

　ポケットの中でキュッ、と掴まれた手から、不破さんの『気にするな』という声が心に届いて胸が苦しい。

「やっぱり、喧嘩するほど仲がいい、だね？」

　結局私は、真っ赤になった顔を必死に隠しながら、穏やかな笑みを浮かべるサルさんに返事もできずに別れるハメになった。




「一緒に住むことが最善だとは思えない、ねぇ……」

　不破さんの住む家は、スタイリッシュな外観のデザイナーズマンションだった。

　十二畳のリビングには三人掛けの革張りのソファとローテーブル。無駄に大きいテレビと、高そうなスピーカーが、趣味であるサーフィンのＤＶＤを見るためなのだと知った時は、内心で呆れた。

　けれど、それ以外は驚くほど部屋の中に生活感は感じられない。

　聞けば、家には寝に帰るだけだから、そんなもの必要ないのだということ。

　その意見に盛大に同意してしまった私も大概だとは思うけれど、現実は同じなのだから仕方がない。

「お前、俺と住むことになんの不満があるんだよ」

　……さっきは、無理強いはしないって言ったくせに。

　ソファに並んで座りながら、訝しげにこちらを見る不破さんからは、私と同じシャンプーの香りがする。

　ううん、正確には、私が不破さんの香りを身に纏っているのだ。

　そう思うと胸の奥がくすぐったくなって、恥じらいをごまかすために、つい恨めしげに不破さんを見てしまった。

「なんだよ、その不満気な目は」

「不破さんが、しつこいからです」

　口をついて出た言葉に、今度こそ不破さんが呆れたような溜め息を零した。

　本当に、私って、どこまでもかわいくない女。

　毎週金曜日、こうして不破さんとふたりで過ごすようになってから、そろそろ三カ月が過ぎようとしている。最初の頃はソワソワとして落ち着かなかった時間も、今では私にとって何物にも変えがたい、とても幸せで心落ち着くひと時だ。それなのに結局、素直になれない性格のせいで、色々と損をしてしまっている。

　もっと女の子らしく、かわいく甘えられる性格になれたのなら、不破さんのことを不快にさせずにも済むのに。

「しつこくて悪かったな。お前と違って、俺は早く蘭のことを自分のものにしたいと思ってるんだよ」

「え……」

　けれど、再び俯きかけた顔は、不破さんの言葉によって引き上げられた。

「お前がいつ、他の男に攫われるんじゃないかって、気が気じゃない」

「あ、あの……不破さん？」

「もちろん、誰にも渡したりしないけどな」

　いつの間にか、なくなったふたりの距離。反射的に身体を反らせば、その一瞬をついてソファへと押し倒された。

「つまり、俺は蘭のことになると、色々と余裕ないんだよ」

「……っ」

「今だって、お前が欲しくてたまらない」

　ギシリと唸るスプリングが、やけに鼓膜を刺激する。

　私に覆い被さりながら影を落とす不破さんの、鋭い視線に射抜かれた瞬間、思わずゴクリと喉が鳴った。

　細身なのに筋肉質で、男の人らしい身体つき。

　ただの上司と部下だった頃とは違う。今はもう、着ている服に隠された身体もすべて知っているから、余計に意識してしまう。

「お前がこんなふうに隙だらけだから、ひとりにしておくと心配になる」

「や……っ、不破さ……っ」

「そうやってかわいく啼く声を聞けば聞くほど、余計にな」

「あ……っ」

　言葉と同時に太腿の内側を撫でられて、身体は素直に飛び跳ねた。

　不破さんが、この数カ月で見つけた私の弱点を、ひとつひとつイジワルに攻め立てる。それに応える身体はいつだって正直で、耳元で彼が私の名前を切なげに呼ぶたびに、胸には愛おしさが溢れた。

「蘭……」

　雨のように降るキスも、重ねるごとに深く甘いものへと変わっていく。

　ゆっくりと、不破さんの首へと腕を回せば、それを合図に彼が私を抱え上げるのも、ここ最近では暗黙の了解となっていた。

　淡いオレンジ色の間接照明に包まれたベッドルーム。お姫様抱っこでベッドへと運ばれる途中でも、不破さんは優しいキスをくれる。

　そのキスに溺れながら彼に自分のすべてを預けて、背中に柔らかなシーツの感触を感じた瞬間に、私も不破さんのすべてが欲しくなるのもいつものことだった。

「不破さん……好き……。大好き……」

「お前さぁ……ホント、かわいすぎて手に負えないわ」

「んん……っ」

　乱暴に脱ぎ捨てられたシャツ。目の前に現れた綺麗な上半身に見惚れる間もなく、噛みつくようなキスをされた。

　好き、大好き。私は、不破さんとのキスが、他のなによりも好きです。

　優しくて、時々、乱暴で。それなのに愛おしむような甘いキスに、いつだって、どれだけだって溺れていたいと思ってしまう。

「蘭……」

「……っ！」

　――だけど、再び彼に名前を呼ばれた瞬間、思い出したくもない声が脳裏を過って思わず身体が強ばった。慌ててその声を掻き消したけれど、私を見下ろす彼にはすぐに気付かれてしまう。

「蘭……？」

　強く瞼を閉じていたせいで、不破さんの声が切なげに揺れた。

　目を開けば、眉根を寄せながら私を見下ろす彼の綺麗な瞳と目が合って、胸の奥が痛いくらいに締めつけられる。

「蘭、お前、やっぱりなにか――」

「……もっと」

「うん？」

「もっと、して……。もう、なにも考えられなくなるくらい……私のこと、不破さんでいっぱいにして……」

　そう言って彼の背中へと手を伸ばせば、熱い手のひらが頬を撫でた。再び、落ちてくるキスの雨。窓から覗く三日月だけが、私たちのことを見下ろしている。

　――不破さん、大好き。不破さんとの時間を重ねるたびに、その想いばかりが強くなる。

「……んっ、不破さ……っ」

　けれど、そんな私の心を曇らす〝不安〟がある。

　私には、ここ二カ月、不破さんに言えずにいることがあった。

　だけどそれは、どうしても……不破さんだけには、知られたくないことなの。

　不破さんのことだけは、絶対に巻き込みたくない。

「蘭……好きだ……」

　優しく、愛おしむように降るキスの雨。

　その夜、私たちは朝が来るまでお互いが呆れるほど抱き合った。




「明日は朝から打ち合わせで外に出るから、もし急ぎの案件があれば携帯に連絡してくれ」

　日曜日の夜、私の住むマンションまで不破さんが愛車で送ってくれることも、もう決まりごとのひとつになっていた。

　最初の頃、かたくなに電車で帰ると言う私を『そこで意地を張る意味がわからない』と一蹴した不破さんの言葉が、今ではとても懐かしい。

　実際、電車の時間を気にする必要がないというのは気も楽で、なにより帰りの時間まで含めて、少しでも長く不破さんと一緒にいられるのは幸せだった。

　ただ、私がそれを素直に伝えられたら……の、話なんだけど。

「明日は今のところ急ぎの仕事はないので、できる範囲で不破さんの仕事も片付けておきます。私に判断できない急ぎの案件があれば、連絡入れますね」

　言いながら運転席を見れば、彼は前を向いたまま「よろしく」と柔らかに微笑んだ。

　土曜日は、お昼過ぎまでベッドの中で過ごして、午後はウインドウショッピング。夕飯は外で食べて家に帰り、日曜日は映画を見に行った後、久しぶりに美術館へと足を運んだ。

　明日は月曜日。また一週間、仕事漬けになるのかと思うとほんの少し憂鬱に苛まれるけれど、充実していた休日のお陰で頑張れそうだ。

　次の休みには、私がずっと気になっていたカフェに行った後、のんびり散歩でもしようかという約束もしている。結婚のための準備も着々と進んでいて、今はお互いの両親の顔合わせの日程を調整しているところだ。

　不破さんとの今があって、さらに未来の約束がある。それを思えば幸せで、今週も……この先もなにがあっても、乗り切れるような気になるから不思議だ。

「じゃあ、また明日会社で。遊び疲れたからって、寝坊するなよ」

　マンションのエントランスの前で車を停めると、冗談交じりにそんなことを言った不破さんが、私の髪を優しく撫でてくれた。

　それだけじゃ足りなくて、思わずねだるように彼を見れば、仕方がないと目を細めてから、唇に触れるだけのキスをくれる。

「帰したくなくなるから、早く帰れよ」

　思わず笑みを零して車を降りると、一度だけ振り向き、彼に向かって右手を上げた。彼も応えるように左手を上げてくれて、私は今度こそ踵を返すとマンションへと向かう足を速めた。

「……おかえり。どこに行ってたの？」

「……っ!?」

　けれど、ロビーの奥。上の階へと上がるエレベーターを待っていたところで、突然背後から声をかけられ、身体が飛び跳ねた。弾かれたように振り向けば、見知った顔の男が無気味な笑みを浮かべて立っていて、思わずゾワリと鳥肌が立つ。

「もしかして、今まで、俺以外の男といたの？」

「なに……？　どうしてここにいるの!?」

　目の前の男の言葉に、返事をするつもりもなかった。それでもこらえ切れずに声を張り上げれば、品のないジーンズに大きめのブルゾンを羽織った男は、ギラギラと光る目で舐めるように私を見た。

　不快な視線に、自分の腕で自分の身体を掻き抱いてしまう。

　そんな私の動揺を悟ったのか、男は突然愉快そうに喉を鳴らして笑い始めた。

「だって、ランが全然、俺の話を聞いてくれないから。だから先週、こっそり後をついてきてランの家を調べたんだよ」

　ねっとりとした、いやらしさを纏う声に今度こそ背筋が寒くなる。

「勝手についてきたって……どうかしてる。そもそも、あなたとは話すことはないって何度も、私は……」

「そうそう。あの時も、そうだったよな。これからは仕事のことだけを考えたいから別れてほしいって、一方的でさぁ。俺がいくら自分の気持ちを伝えても、ランは、取り合ってもくれなかった」

　男の言葉に、遠い過去の自分を思い出す。

　今、目の前にいる男は、私が学生時代に三カ月ほど付き合っていた元彼だ。

　無理矢理付き合わされた合コンで、偶然席が隣だったことが彼との出会いだった。

『へぇ、デザイナー志望なんだ。俺も、マスコミ関連の職を希望しててさ』

　初めて彼と会った時、将来、マスコミ関連の仕事に就きたいと言っていたことから、彼とはなんとなく気が合うんじゃないかと思ってしまった。さらには苦学生で、まだ小さい弟のために毎日遅くまでバイトをしながら、自分の生活費を必死に稼いでいるのだと彼は話していた。その後も話を聞けば聞くほど彼の努力は涙ぐましく、彼は尊敬に値する人間だと、そんな幻想すら見させられたほど。

　だけど今は、あの時の、男を見る目がなさすぎた自分を心の底から罵りたい。

　なにもかもをなかったことにできたら、どれだけいいか。

「……よく、そんなことが言える。散々、私に嘘をついていたくせに。仕事のことがなくたって、私は、あなたとは別れるつもりだった。あなたのことを、少しでも尊敬していた自分が情けない！」

　私の言葉に、目の前の男は不愉快そうに眉根を寄せた。

　苦労人だと思っていた彼は、蓋を開けてみたら、なにからなにまで嘘で塗り尽くされた最低男だった。マスコミ関連の仕事に就きたいというのも嘘。私と同い年であると言っていた年齢も嘘。実際は、大学を二年留年して、学費から生活費、遊ぶお金までもを裕福な実家に頼りきりの至極残念な男だったのだ。すべてを知った時は、まんまと騙されていた自分自身を全力で殴りたくなったものだ。

「だからもう、あなたとは話すことはなにもないわ。なにを言われても、信じることもできない」

「それは仕方ないだろ。あの時は嘘でもつかなきゃ、ランは俺に興味も持ってくれなかったんだから」

　言いながら、ゆらゆらと身体を揺らす彼には嫌悪感しか感じない。

　完全に、黒歴史だ。できることなら今すぐにでも記憶を丸ごと消し去りたい。私の人生の、最大の汚点。

「だけど、二カ月前、駅でランを見かけた時は全身が震えたよ。もう一度、巡り会えた。これはもう、運命なんだ……って」

　二カ月前、彼の言う通り、私たちは皮肉にも再会を果たした。仕事帰りに偶然でくわし、彼に突然名前を呼ばれたのだ。

　かく言う私は最初、彼が誰なのかも思い出せなかった。それほど私にとっては記憶から消し去りたい過去だったのだろう。

　だけど、彼はそれから週に二回のペースで私を駅で待ち伏せし、復縁を迫るようになった。彼は偶然を装っていたけれど、そんなに偶然が重なるわけがない。おかしいと思って無視していたら、知らぬ間に私の後をつけて、家にまで現れるなんて……。

「何度も言うけど、私はあなたと話すことはなにもないの」

　力強く言い放った私の言葉に、なぜかニヤリと笑った男はどう考えても普通ではなかった。

『お前、俺と住むことになんの不満があるんだよ』

　不意に頭を過ったのは、大好きな不破さんの声だ。

　鼻の奥がツンと痛んで、唇をキュッと噛みしめる。

　……不破さんと住むことに、不満なんてない。だけど、こんなこと。――こんな、バカで情けないことになってるなんて、不破さんにだけは絶対に知られたくなかったから。

「なに言ってるんだよ。おかしいのはランだろ？　でも、ランは照れ屋だから、素直に自分も俺と同じ気持ちだって言えないだけなんだよなぁ」

「きゃ……っ」

　ゆらゆらと、身体を揺らしながら歩いてきた彼から逃げるように後ろへ足を引いたけれど、予想外に素早く伸びてきた手に二の腕を掴まれた。そのまま、ロビーの壁に身体を強く押しつけられて、逃げ道を絶たれてしまう。

「ちょっと……っ、やめてよ!!」

「ラン……俺はもう、ランと再会して以来、ランのことしか考えられないんだ。だから今すぐ、俺のものになってよ」

「や……っ!!」

　だけど、いよいよ興奮した様子の男の顔がすぐそこまで迫ってきた来た時。

　突然、性急な靴音がロビーに響いて、鈍い音とともに男の身体が私から離れた。同時に、「ぐえ……」というカエルのような醜い声が、耳に届く。

　男は、私から離れた――というより、引き剥がされた。もっと言えば、殴られて、勢いよく後方へと倒れたのだ。

「お前……なにしてる!!」

「ふ、不破さん……？」

　力いっぱい閉じていた瞼を上げれば、そこには私を背に隠すように男の前に立つ、不破さんの背中があった。

　どうして、不破さんが……？　もう帰ったものだとばかり、思っていたのに。

「う、うぅ……っ。だ、誰だよ……お前っ」

「今は、俺がテメェに聞いてんだよ！」

「ダ、ダメ、不破さん……っ!!」

　殴られた頬を押さえ、尻餅をつきながらもこちらを睨んでくる男に再び詰め寄ろうとした不破さんの腕を、私はとっさに掴んで止めた。その瞬間、大好きな彼の纏う煙草の香りに全身が包まれて、安心感に覆われる。

　けれど、突然現れた不破さんは、私を見るなり眉根を寄せると、その綺麗な目を私の手首へと滑らせた。

「あ……」

　視線の先をたどれば、手首には赤く締めつけられたような跡が残っていて、慌てて隠すように自分の胸へと引き寄せる。

「ご、ごめんなさい……これは……」

「……悪かった。もっと早く気付いて、来てやれたらよかった」

「……っ」

「怖かっただろう。もう、大丈夫だ」

　言葉と同時に、力強く不破さんの胸へと抱き寄せられた。

　冷たくなっていた身体。私はそこでようやく、自分が震えていたことに気が付いた。

　肩に回された不破さんの腕が、熱い。思わず彼の着ているジャケットをギュ、と掴めば、私を抱く腕にさらに力がこめられた。

「お前……っ、俺のランに、なにしてるんだよ!!　それに、いきなり殴りかかるなんて、俺にやり返されても正当防衛だって、覚悟し……ヒッ!?」

「お前こそ、覚悟しとけよ。人の大切なものを傷つけやがって」

　男の言葉を遮り、地を這うような低い声でそう言った不破さんに、男は明らかにおののき小さくなった。

　見上げれば、鋭く尖るような視線を床に転がる男へと向ける不破さんがいる。こんな表情を見るのは初めてだ。目には怒りが滲んで、私を抱く腕が激げっ昂こうで震えている。

「蘭は、俺の婚約者だ。そうでなくとも、無抵抗の女性に無理矢理迫って脅すようなことをして……許されると思うなよ」

　今、不破さんをこの場に留めているのは精一杯の理性だろう。私が彼を止めたから。彼はそんな私の想いを汲んで、踏みとどまってくれている。

「お、俺は脅してなんかいない!!　ランと話をしていただけだ!!」

「そう思っているのは、お前だけだ。警察に突き出してやるから覚悟しろよ」

「け、警察……!?　な、なんで俺が、警察に……。俺はただ、俺の彼女に会いに来ただけだっ!!」

　男は、『警察』という言葉を聞いた途端、すがるような目で私を見上げてきた。

「なぁ、ラン！　ランからも、なにか言ってくれよ！　それに、ランがこの男の婚約者だなんて嘘だよな!?」

　本当に、バカバカしい。不破さんなら、そう言うだろう。

　こんな低レベルの男に付け回されて、不本意にも怯えてしまい、結局自分の大切な人の手を煩わせてしまった。不破さんだって、今のこの状況に心底嫌気が差しているはずだ。

　私も、もう過去に振り回されるのは、懲り懲り。だけど過去の自分の失態は、今の自分の手でしか挽回できない。

「お、俺は警察なんかに捕まらないぞ！　絶対だ！」

「もう、これ以上、お前と話すことはない。そこの防犯カメラに一部始終は映っているはずだし、お前が今さら、なにを言おうとも――」

「――サヨウナラ」

「え？　……ラン？」

「八年前、あなたにそう告げた時、私は『あなたとは、二度と会いたくない』と言ったよね？」

　こんな男に振り回されて、大切な日々を壊されるのは、もう御免だ。

　私は、ゆっくりと不破さんの身体から離れ、床に転がる男へとまっすぐに向き直った。驚いたように目を見開く男と目が合った瞬間、再び胸は不快感に覆われたけれど、強く拳を握ると精一杯平静を保ちながら言葉を続けた。

「あなたとは、とっくの昔に終わったの。今さら、なにかが始まるなんてこともない。だからもう、私にはつきまとわないで」

「ラ、ラン……っ」

「もし、これからも私につきまとうようなら、その時は今、彼が言った通り警察に被害届を出します。それが嫌なら、もう二度と私の前に現れないで。ううん、私だけじゃない。金輪際、私たちに関わらないで!!」

　最後は我慢しきれず声を張り上げてしまった。

　すると男は苦虫を噛み潰したような顔をして、私を睨む。

「こ……こっちだって、お前みたいな高飛車女、頼まれても復縁なんかしてやるもんか！　勘違いするなよ、俺はお前になんか本気じゃなかった！　お前のほうこそ、もう二度と俺に関わるなっ!!」

　捨て台詞にもならない、捨て台詞。結局、最後までわけのわからないことを吐き捨てて、男は私たちの前から逃げるように去っていった。

　その姿が見えなくなると、今度はロビーが静寂に包まれる。

「ハァ……」

　……解決、した？

　溜め息をつき、心の中でそんな言葉を呟いた瞬間、全身から力が抜けた。同時に、身体が熱いなにかに包まれて、不破さんが後ろから強く抱きしめていることに気付いた。

「……お前、ふざけんなよ」

　吐き出された言葉は、間違いなく叱責だった。だけどそれは、仕事用のものではない。根底に愛を抱えて私を見ていてくれる不破さんの苛立ちからくる叱責だ。

「黙ってて、ごめんなさい……」

　肩に回された彼の腕を掴んで謝れば、盛大な溜め息が零された。

　……不破さんに、呆れられてしまった。大変な迷惑をかけた。

　どこから私たちの話を聞いていたのかわからないけれど、察しのいい彼にはすべて、お見通しだろう。だとしても、先ほどの状況を最初から説明するべきことには変わりない。説明したら、余計に怒られるかもしれないけれど。それでも、不破さんに心配をかけたままよりは、幾分かマシだろう。

「あ、あの……。不破さん、今の男の人は、私の――」

「言い訳は、この後俺の家に帰ってから、たっぷり聞いてやる」

「え？」

「お前は今すぐ自分の部屋に行って、必要な荷物をまとめてこい。とりあえず一週間分。それを持って、俺の家に行く。反論は認めない。わかったら、すぐに行くぞ」

「え……、ええっ!?」

　有無を言わさぬ言葉に思わず声を上げたけれど、ジロリと睨まれ、当然のごとく、反論は受け取ってはもらえなかった。

　不破さんに言われるがまま一度だけ家に帰って、早急にキャリーバッグへと一週間分の荷物を詰め込む。

　玄関先で私を待っていてくれた不破さんは、私が急いでまとめた荷物を私の手から奪うと、マンションの前に停めてあった彼の愛車へと押し込んだ。

「帰るぞ」

　その言葉を合図に、走り出した車。

　結局私はなにも言えずに、休日を過ごした不破さんの家へと、再び舞い戻ることとなった。




「――そういうわけで、こんなことになりました。ご迷惑をおかけしてしまい、本当にすみませんでした……」

　不破さんの家に着くなり、お決まりのソファの上でひと通りの事情説明を終えた私は膝を抱えて小さくなっていた。

　先ほどからずっと、不破さんから醸し出される空気が、ピリピリと痛い。それに、この後言われることも、わかっているからなおさら身構えてしまう。

「なんで、もっと早く……こんなことになる前に、俺に言わなかったんだ」

　予想通りの言葉に、さらに肩をすぼめてしまった。

「もちろん、不破さんに相談しようとも思いました。だけど不破さんに、自分の過去と黒歴史を知られたくなくて……」

「ふざけんなよ」

「……っ！」

　言葉と同時に、顎を掴まれ俯いていた顔を引き上げられた。見上げれば、いまだに怒りを滲ませた不破さんと目が合って、思わず涙が滲みそうになる。

「お前の過去なんかより、今の、お前自身のことが大事だろうが」

　力強く、身体を抱き寄せられた。反射的に彼の胸に手を当てれば、いつもよりも速くリズムを刻む心臓の音が伝わってきて、胸が痛いほど締めつけられる。

「お前が、過去にどうだったかなんて、どうでもいい」

「不破、さん……」

「それよりも今、蘭になにかあったら……蘭を守れなかったら、俺は、どれだけ自分を責めてもやり切れない」

「……っ」

「俺の知らないところで、お前が苦しむのは俺がつらい。いい加減、それくらいわかれよ」

　その言葉に、私の目からは涙の雫が一筋、頬を伝って零れ落ちた。

　そっと撫でられた手首には、ここに着いてすぐ、不破さんが真っ先に手当てをしてくれて冷却シートが貼られている。

　考えれば考えるほど、痛いくらいに不破さんの心配が伝わってきて、胸が苦しい。

　こんなにも心配をかけるなんて思ってもみなかった――なんて、そんなことを思う私は、やっぱりバカな女だ。

「あの男のことがあったから、俺と住むのを拒んでたのか？　なにかあったら俺に迷惑をかけると思って、ひとりで抱え込んでたのか」

　彼の言葉に、再びゆっくりと顔を上げた。

　今はもう、これ以上、彼の前では意地を張れない。

　私は静かに頷いた。

　そうすれば私を抱く彼の手にさらに力がこもって、今度こそ涙がポロポロと目から零れ落ちていく。

「お前さぁ……いい加減にしろよ」

「だ、だって……っ。不破さんが仕事で疲れてるのは知ってるし、それなのに、こんな厄介事に巻き込んだら迷惑になるってわかってたから……っ」

「ハァ……」

「そ、それに、あの人が、もしも不破さんにもなにかしたらと思うと怖くて……っ。だから私、あの人とのことが解決するまでは不破さんとは今は一緒に住めないと思って、それで――」

「バーカ」

「……っ」

「お前のことに関して、迷惑に思うことなんてねぇよ。むしろ、もっと迷惑かけろ。なにがあってもお前を守るし、お前のワガママも全部、俺が叶えてやる」

「不破、さん……」

「蘭に出会った瞬間から、俺はもう、それくらいの覚悟でお前のことを想ってる」

　優しい瞳に見つめられて、そっと髪を撫でられ、額に触れるだけのキスをされた。そのキスの余韻に浸る間もなく膝の裏に腕を回され、軽々と抱き上げられる。

　運ばれたのは、大好きな彼の香りに包まれたベッドルームだ。ギシリと唸るスプリングに、胸は性急に高鳴り出して、私を組み敷く彼を静かに見上げた。

「俺は蘭のすべてを、愛してる」

「あ……っ」

　優しく落ちてきた唇は、冷たくなった手首に触れた。労わるようなそのキスに、思わず口端からは甘い声が漏れて、私は彼の着ているシャツを、ギュッと掴んだ。

「蘭……」

　……私だって、愛してる。

　そっと塞がれた唇で精一杯応えるように彼に身を委ねれば、不破さんは甘く深いキスをくれる。

「あ、あの……」

「うん？」

「どうして不破さんは……ロビーに来たんですか？　私を送り届けた後、帰ったものだとばかり思っていたのに……」

　キスの合間に言葉を投げれば、不破さんが私の髪を撫でながら小さく笑った。

「ここ最近、お前の様子がおかしかったことには気付いてたからな。まぁ、仕事も忙しかったし、それで疲れているのかとも思ったけど……」

「…………」

「そうじゃないと気付いたのは、金曜日の夜。お前、俺に甘えながらどこか上の空だったし」

「え……」

「だから、やっぱりなにかあると思って、送り届けた後もしばらく考えてたんだよ。無理矢理吐かせてもなぁとも思ったけど、心配のほうが勝って、結局お前を連れ帰るために外に出たら、言い争う声が聞こえて……マジで、焦った」

「…………」

「あのクズ野郎、どうせ警察に連れてかないなら、もう五発くらい殴ってやればよかった」

　……驚いた。なるべく顔には出さないようにしていたのに、私の様子がおかしいことに、不破さんは気付いてたんだ。

「まぁでも、もっと早く助けてやれなかった時点で、後悔しかないけどな」

　そう言って、切なげに笑った不破さんの顔を見た瞬間、涙が頬を伝って零れ落ちた。

　好き。大好き。

　いつだって、意地っ張りで素直になれない、どうしようもない私を見ていてくれる。

　好きで、どうしようもなく愛しくて……。なによりも、ずっとずっと大切な人。

「ご、ごめんなさい、私……」

「ん……」

「わ、私……っ、意地を張ってばかりで、不破さんに心配かけて……」

　そう言って嗚お咽えつを漏らせば、彼は慈しむように私の髪を撫でてくれる。

「そ、それに、本当は、恥ずかしかったんです……っ」

「恥ずかしい？」

「不破さんに、一番初めに、一緒に住もうって提案された時……入籍するまでは一緒に住みたくないなんて言ったけど、本当は私も、早く一緒に住みたいって思ってました……っ」

　その後、あの男に付きまとわれて、不破さんを巻き込みたくないという、一緒に住めない理由がもうひとつできてしまったのだけれど。私が不破さんとの同棲を断った、一番の理由。一緒に住めないと、私がつっぱねた本当の理由は――。

「不破さんと家でもずっと一緒にいたら、ずっとドキドキしっぱなしで、大好きな不破さんに、たくさん甘えちゃうかもって思ったんです……っ」

「…………」

「だって、不破さんとずっと一緒にいたら、もう不破さんと離れたくなくなっちゃう……！　ずっと抱きしめていてほしいし、キスもたくさんしてほしいし、もっともっと、毎日、不破さんのことが欲しくなるから……」

「…………」

「でも、恥ずかしくて、そんなこと言えなくて……っ。だから私、結婚するまでは一緒に住みたくないなんて意地張って嘘をつきました……」

「…………」

「一緒に住むことが最善だとは思えない、なんてことまで言って、不破さんのこと傷つけて、本当に本当に、ごめんなさい……っ。本当は不破さんと一緒に住みたいし、離れたくないっ。不破さんのこと、ずっとそばで感じていた――」

「……頼むから、もう、黙れ」

「え……」

　涙の滲む目で不破さんを見上げれば、いつの間にか身体を起こした彼は、なぜか片手の甲で口元を隠して私から目を逸らしていた。そんな不破さんの耳は見たこともないくらいに赤く染まっていて、思わず目を見開いてしまう。

「あ、あの、不破さ……」

「マジで、お前……っ、ふざけんなよ」

「……っ」

「急に、かわいいことばっかり言いやがって……！　お前、俺を殺す気か」

「あ、あの……」

「それに、俺、明日は朝から打ち合わせだって言ったよな？　つまり、朝早いってことなんだよ。それなのに、明日は徹夜明けで行けってか」

「え……あの、不破さ――んん……っ!?」

　ベッドに寝そべったまま首をかしげれば、突然、噛みつくようなキスをされた。とっさに彼の胸を押し返そうと手を動かしたけれど、その手は彼の手と貝殻のように優しく繋がれて、真っ白なシーツへと縫い付けられる。

「……次の休みの予定、変更な。ふたりで住める広さのマンション、不動産屋に探しに行くぞ」

　ほんの少しだけ唇を離してなにを言うかと思えば、有無を言わさぬ言葉に笑ってしまった。そうすれば、彼も優しく微笑んで、私の額に自分の額を擦りつける。

「一緒に住んでも……こうやって、不破さんと、たくさん笑い合いたいです」

「まぁ、〝笑う門には福来る〟って言うしな」

「……不破さんって、諺、好きですよね？　どうしてですか？」

　ずっと疑問に思っていたことを彼に尋ねれば、なぜか彼は狐につままれたような顔をした。

　もしかして、本人には自覚がなかったとか？　私は前々から気になっていたんだけど……。

「諺好きなのは、お前だろ。お前の癖が、いつの間にか俺にうつったんだ」

　思いもよらない言葉に、私まで驚いて、目を見開いてしまった。

「ち、違いますよ！　不破さんの癖です！」

「いや、間違いなく、お前の癖だ」

　断言する不破さんを相手に、ベッドの上でムードもなく言い争う。

　喧嘩するほど仲がいいなんて、ふとサルさんの言葉が脳裏を過った。

　一緒にいたら時にはすれ違い、泣いて、笑えなくなる時もあるかもしれない。それでもいつでも、どんな時も手を離さずに、愛しい彼と最後には笑い合いたい。

　だからやっぱり、〝笑う門には福来る〟。この諺が似合うふたりになれたらいい。

「もう……この際、どっちでもいいです」

「まぁ、もうお互いの癖になってるしな」

　彼の言葉に、思わず笑った。そうすれば、額に甘いキスをされる。

「……早く、不破さんと一緒に住みたいです。そしたら毎日、寝る前はギュッてしてくださいね」

「お前……それ以上、かわいいこと言ったら、マジで朝まで寝かせねぇぞ……」

　甘い吐息を零す彼の首に腕を回して、今度は自分から彼の唇にキスをした。そうすれば彼は再び、驚いたように目を見開いたけれど、

「……いいよ、私も大河と一緒に、朝まで起きてる」

　初めて口にした、彼の名前。

　今度こそ顔を真っ赤に染めた彼は一瞬、恨めしそうに私を見て溜め息をつく。

　そんな彼のすべてが愛しくて、私は思わず笑みを零した。

「……今週は、徹夜続きになりそうだな。蘭も、覚悟しとけよ？」

　イジワルで、いつも厳しい私の上司。

　だけど、いつだって優しく私を包んでくれる彼のことが、私はこれからもずっと、大好きだ。





Ｆｉｎ．












あとがき




　このたびは『イジワル上司に焦らされてます』を、お手に取ってくださり、ありがとうございます。作者の、小春りんと申します。




　意地っ張りで、なかなか素直になれない蘭。そんな彼女を温かく見守りながらも、七年という期間を待ち続けた上司の不破。カニさんやサルさん、ａｓｓｏｒｔのオフィスメンバー。そして作者の私自身、デザイナーとして働いている経験もあり、今回の物語は最初から最後まで、感慨深く思いながら書かせていただきました。

　夢を追いかけて社会に出たはずなのに、働いてみて、理想と現実はこんなにも違うものかとギャップに打ちのめされたこと。仕事なんて辞めてしまいたい！と、泣いたことも、今思うと自分にとってはとても大きな経験になっています。

　そう考えると、恋も仕事と似ているのかな、なんて。理想を追いかけてきたはずなのに、現実はまるで真逆の人を好きになってしまったり。「もう嫌だ」と思っても、結局相手のことを諦めきれなかったり。当時は叶わない恋だったとしても、振り返ってみると良い経験だったなぁなんて思えたり……。

　恋も仕事も、いつでも前向きで真っ直ぐにいることは難しいかもしれないけれど、そうでありたい、と思い続けながら頑張ったら少しは変われるのかな、なんて。この物語を書いてみて改めて、そんなことを思いました。

　小ネタではありますが、蘭の姉である杏のお話はベリーズ文庫『焦れ甘な恋が始まりました』で、弟である陽の話はケータイ小説文庫『はちみつ色の太陽』で読むことができますので、機会があれば是非、覗いていただけましたら幸いです。




　最後になりましたが、素敵な表紙を描いてくださった、八千代ハルさん。いつも優しく、声を掛けてくださる担当編集の倉持さん。的確かつ丁寧なアドバイスと編集協力をしてくださった妹尾さん、スターツ出版の皆様。そして、今日まで支えてくださった、たくさんの読者様に心から感謝致します。

　貴方とこうして〝繋がる（Ｌｉｎｋ）〟事が出来たことに。そしてこれからも貴方の周りに、笑顔が溢れますよう。精一杯の感謝と、愛を込めて。





小春りん（Ｌｉｎｋ）
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